
4.4.3 第 2 回設計業務打合せ 
 

〇日時：令和４年１月 27日（木）10：00～11：45 

 

〇開催場所：WEB（ZOOM）形式、荒川中部農業水利事業所会議室、 

 
〇議事次第  

 

1.開会あいさつ（尾美専門技術指導官）・・・・・10：00～10：05 

 

2.設計業務内容説明  ・・10：05～10：45 

             （第 1回設計業務打合せの対応方針ほか） 

 

3.質疑・応答（助言）・・・・・・・・・・・・・10：45～11：45 

(施工計画について) 

 

 

 

 
〇参加者： 

外部技術者：清水建設（株）入江上席エンジニア、 
 
西松建設（株）永津課長 

 
 
関東農政局 水利整備課 
 
土地改良技術事務所：尾美専門技術指導官、井村技官 

 

荒川中部農業水利事業所：原田調査設計課長、井上設計係長 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 



4.4.3.1 議事録 
冒頭、関東農政局土地改良技術事務所より業務作業経緯として、令和 3年 11月 25日（木）に

第 1回設計業務打合せを開催し、外部技術者から助言を受けたことについて説明が行われ、これ

を踏まえて「令和２年度 荒川中部農業水利事業 花園揚水機場改修実施設計その他業務」を受

注している より、対応方針について「令和２年度荒川中部農業水利事

業 花園揚水機場改修実施設計その他業務 第２回外部技術者活用業務検討会 打合せ資料」を

用いて説明が行われた。 
その後、外部技術者等との間で意見交換を行った。主な概要は以下のとおり。 

 

（第１回設計業務打合せ）助言及び対応方針 内容項目１～５について 

 

委員（入江） 立坑内の釜場排水について、ディ－プウェル工法（以下「D.W.」とする）に切り

替えたことは良いと思われる。スーパーウェルポイント工法（以下「S.W.P.」とす

る）は、D.W.と比較して、吸水能力は高いが適応性（影響範囲が広い）には課題

もあると思われる。コストも高いが選定した理由をお聞かせ願いたい。 

 
設計業務コ

ンサルタン

ツ 

S.W.P.工法は関東農政局管内の事業所で施工実績があり、信頼性があるため選定

した。 

委員（入江） S.W.P.工法の実績があることは理解するが、他地区と施工条件や地盤条件が異な

る可能性がある。今回の施工箇所付近には牛舎があり、事前調査では、井戸を使

用している可能性もあるため、環境も異なると思われる。一般的に、S.W.P.工法

は、透水係数が比較的低い地盤などで選定され、使用する条件や D,W の本数を減

らしたいなど目的が整った時に採用される工法である。経験上、今回の場合、D.W.
工法による対応で十分であると思われる。再検討してはどうか。 
 

委員（永津） S.W.P.の計画設置位置の考え方を確認したい。仮締切の内側と外側のどちらに設

置するのか。また、前回の検討会では、管路下からの流入水についての課題提起

であったが、この点についても検討されたのか。 

 
設計業務コ

ンサルタン

ツ 

検討上、鋼矢板の遮水効果を見込んでいないため、計算上、内側も外側も同じと

考えている。実施工においては鋼矢板の遮水効果も期待できるので内側に計画し

た。 

 
委員（永津） 排水管は埋設で計画しているのか。埋設するためには、道路占有許可等が必要に

なるため、既存の配管等があれば、活用を検討してはどうか。 
設計業務コ

ンサルタン

ツ 

検討する。 

事業所 S.W.P.による周辺への影響（地盤）や赤水（鉄分が酸化した水）の発生について

は、事業所でも危惧している。また、薬液注入範囲の妥当性についても再検討が

必要と考えている。 

 
設計業務コ ボーリングデータから考察すると、現地砂礫層から赤水が発生することは想定し



ンサルタン

ツ 
ていない。薬液注入に関しては、D.W.（S.W.P.）の採用により水位が低下すれば、

不要ではないかという考え方はある。他方、範囲の妥当性については、地下水位

等の変化に対応できることを仮定（安全側を考慮）して計画している。 

 
土技所 他事業所の S.W.P.（D.W.）の問題点については、土技所及び農政局でも確認し、

後日、情報提供する。また、本地区は、赤水が発生する地域（秩父山系）ではな

いため、問題ないものと想定する。なお、井戸の地下水位調査は不可欠であるた

め、必ず計画すること。 
 

事業所  井戸枯れが発生した場合、補償ではなく、賠償問題となる可能性があり、現在、

枯れる想定をしていない。また、地盤沈下等に対しても細心の注意が必要である。

資料 P52 の工法選定の比較表だけでは、D.W.を採用することはできないと考えて

おり、他のウェルポイント（以下「W.P.」とする。）工法でも、再度、比較検討す

ること。 

 
設計業務コ

ンサルタン

ツ 

比較表の中で W.P.工法の採否が「×」となっている要因は、砂礫層にパイプを建

て込むことが不可能であると判断したためである。 

委員（入江） W.P.の施工可否について、砂礫層を事前削孔等の前処理を行うことにより、パイ

プの建込みが可能になると考える。W.P.の採否を検討する際、試験施工を計画・

実施してはどうか。 

 
事業所 既に新機場の用地買収を終えているため、試験施工を計画箇所付近で実施するこ

とは可能である。 

 
委員（入江） (再) S.W.P.工法は、D.W.工法と比較して１本あたり２～５倍の吸水能力を持つの

で影響範囲は広くなりやすい。実績で判断するのではなく、工事の規模や地盤条

件を基に検討すべきであると思う。今回の場合、D.W.で計画しても本数は少なく

済むと想定され、影響も少なくなると考える。吸水能力が不足する場合は、D.W.
を追加して対処する考え方としてはどうか。コスト的にも、そちらの方が安価に

なると考える。また、影響が考えられる範囲には、観測井戸の設置を計画する必

要があると思われる。 
地盤沈下の懸念については、気を付ける必要はあるが、上部に 2.0～3.0ｍのロー

ム層があるため、極端に水位を低下させない限り、沈下は少ないと考える。 
 

土技所 今回の地盤状況から考えると、大きな沈下は発生しないと考えている。吸水能力

の不足についても、外部委員のご助言のとおり、D.W.の本数を追加して対応する

ことを検討すべきである。 

 
内容項目６ 吸水槽、導水幹線水路接続の施工について 

 
土技所 資料 P40（2.2）のコンクリート打設時の管の浮上対策について、浮力の計算に用

いる数値にコンクリートの単位体積重量を使用しているか。 



設計業務コ

ンサルタン

ツ

そのようにしている。

土技所 浮上防止バンドのアンカーボルトに作用する力の計算については、底版部に固定

する L 型鋼に作用する力を想定して計算を行うこと。巻立てコンクリートの打設

高さ（打設割）についても、管の浮上防止のため、再検討すること。

委員（永津） 資料（図面）P7の導水幹線水路接続工構造図について、施工済管との接続部の外

周構造（420mm）は弱部にならないか。

設計業務コ

ンサルタン

ツ

現状では、施工済管の周囲にレンガが設置されており、接続部の施工の際、レン

ガを撤去し、コンクリートで充填する計画としている。

土技所 他事業でも同様の構造で設計・施工されており、隙間なく外周部に充填すれば問

題ないと思われる。

委員（入江） 浮上防止バンドのアンカーボルト（あと施工アンカー）を金属拡張式アンカーボ

ルトで計画されているが、引張力が作用する箇所には使用しない方がよい。過去

に事故が発生したケースもあり、樹脂式アンカーボルトやモルタル式アンカーボ

ルトで再検討することが必要と考える。

内容項目７ 吸水槽の構造について（擁壁 二次製品の使用について）

土技所 二次製品は、狭所で施工する際の有効な手段であり、現場状況に合わせて検討す

る必要がある。製作コストが割高と判断される場合においても、工程が短縮され、

結果的にトータルコストが低く抑えられるメリットがあると考える。

委員（入江） 設計図面には、擁壁の水抜き穴の設置については、現地確認の上、必要に応じて

設置することとされているが、将来の水位変動等を踏まえて設計してはどうか。

その他・仮設計画について

委員（入江） 第１回設計業務打合せでも課題としたが、硬質地盤クリア工法は排土を伴う工法

であるため、鋼矢板の周りは緩む。緩んだところに降雨などで水の浸入があると

鋼矢板には水圧が作用する。今回の土留めの計算は水圧を考慮していないので注

意が必要である。鋼矢板は応力だけでなく変形に対する照査も重要である。

・積算工程について

委員（永津） 積算工程表と施工手順図の施工時期が合致していないため、確認の上、修正され

てはどうか。 

事業所 修正する。

以上



4.4.3.2 検討結果の整理 
外部技術者からの助言及び対応方針一覧 

（荒川中部地区導：花園揚水機場改修 第 2回設計業務打合せ） 

 

１．設計・施工計画及び仮設計画に係る留意点 
 

施

設

名 

項目 助言内容 

 

 

花

園

揚

水

機

場

改

修 

仮設計画 立坑内釜場排水について 

・立坑内の釜場排水について、ディ－プウェル工法（以下「D.W.」とする）に切り

替えたことは良いと思われる。スーパーウェルポイント工法（以下「S.W.P.」とす

る）は、D.W.と比較して、吸水能力は高いが適応性（影響範囲が広い）には課題も

あると思われる。コストも高いが選定した理由をお聞かせ願いたい。 

 
・S.W.P.工法の実績があることは理解するが、他地区と施工条件や地盤条

件が異なる可能性がある。今回の施工箇所付近には牛舎があり、事前調査

では、井戸を使用している可能性もあるため、環境も異なると思われる。

一般的に、S.W.P.工法は、透水係数が比較的低い地盤などで選定され、使

用する条件や D,Wの本数を減らしたいなど目的が整った時に採用される工

法である。経験上、今回の場合、D.W.工法による対応で十分であると思わ

れる。再検討してはどうか。 

 

・(再) S.W.P.工法は、D.W.工法と比較して１本あたり２～５倍の吸水能

力を持つので影響範囲は広くなりやすい。実績で判断するのではなく、工

事の規模や地盤条件を基に検討すべきであると思う。今回の場合、D.W.で

計画しても本数は少なく済むと想定され、影響も少なくなると考える。吸

水能力が不足する場合は、D.W.を追加して対処する考え方としてはどう

か。コスト的にも、そちらの方が安価になると考える。また、影響が考え

られる範囲には、観測井戸の設置を計画する必要があると思われる。 

・地盤沈下の懸念については、気を付ける必要はあるが、上部に 2.0～

3.0ｍのローム層があるため、極端に水位を低下させない限り、沈下は少

ないと考える。 

 

・S.W.P.の計画設置位置の考え方を確認したい。仮締切の内側と外側のどちらに

設置するのか。また、前回の検討会では、管路下からの流入水についての課題提

起であったが、この点についても検討されたのか。 

 

・排水管は埋設で計画しているのか。埋設するためには、道路占有許可等が必要

になるため、既存の配管等があれば、活用を検討してはどうか。 

 



・W.P.の施工可否について、砂礫層を事前削孔等の前処理を行うことにより、パイ

プの建込みが可能になると考える。W.P.の採否を検討する際、試験施工を計画・実

施してはどうか。 
設計 吸水槽、導水幹線水路接続の施工について 

・資料（図面）P7 導水幹線水路接続工構造図について、施工済管との接続部の外

周構造（４２０mm）は弱部にならないか。 

 

・浮上防止バンドのアンカーボルト（あと施工アンカー）を金属拡張式アンカーボ

ルトで計画されているが、引張力が作用する箇所には使用しない方がよい。過去に

事故が発生したケースもあり、樹脂式アンカーボルトやモルタル式アンカーボル

トで再検討することが必要と考える。 

設計 

 

吸水槽の構造について（擁壁 二次製品の使用について） 
・設計図面には、擁壁の水抜き穴の設置については、現地確認の上、必要に応じて

設置することとされているが、将来の水位変動等を踏まえて設計してはどうか。 
 

 仮設 その他 ①仮設計画について 

・第１回設計業務打合せでも課題としたが、硬質地盤クリア工法は排土を

伴う工法であるため、鋼矢板の周りは緩む。緩んだところに降雨などで水

の浸入があると鋼矢板には水圧が作用する。今回の土留めの計算は水圧を

考慮していないので注意が必要である。鋼矢板は応力だけでなく変形に対

する照査も重要である。 
設計 その他 ②積算工程について 

・積算工程表と施工手順図の施工時期が合致していないため、確認の上、修正さ

れてはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4.4.3 打合せ資料 
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流

量
調

整
弁

室
の

計
画

に
つ

い
て

、
 

 
 

5
.
横

断
管

路
掘

削
に

つ
い

て
 

 
 

6
.
吸

水
槽

、
導

水
幹

線
水

路
接

続
の

施
工

に
つ

い
て

 
 

 
①

管
の

巻
立

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
施

工
す

る
際

、
浮

き
上

が
り

防
止

を
図

面
に

明
記

し
て

は
ど

う
か

。
⇒

浮
上

防
止

バ
ン

ド
の

構
造

を
検

討
し

、
図

面
に

追
記

し
た

。
本
資

料
P
4
0

7
.
吸

水
槽

の
構

造
に

つ
い

て
 

②
下

段
の

Ｌ
型

擁
壁

を
施

工
す

る
際

、
施

工
目

地
が

計
画

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
施

工
誤

差
も

考
慮

す
る

と
、

目
地

を
設

け
て

は
ど

う
か

。
⇒

既
設

構
造

物
と

の
接

続
部

に
は

エ
キ

ス
パ

ン
シ

ョ
ン

ジ
ョ

イ
ン

ト
(
2
c
m
)
を

設
け

た
。

縮
小

図
面

P
4

8
.
吸

水
槽

の
L
型

擁
壁

部
底

部
の

擦
り

付
け

 
 

 

9
.
既

設
の

機
場

の
横

に
倉

庫
に

つ
い

て
 

 ⇒
掘

削
時

に
地

下
水

の
流

入
も

な
い

こ
と

か
ら

素
掘

工
法

を
採

用
し

、
設

計
基

準
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
に

示
す

「
掘

削
法

面
勾

配
の

標
準

範
囲

」
に

よ
り

掘
削

勾
配

を
決

定
し

た
。

⇒
ス

ラ
ン

プ
を

1
2
c
m
に

変
更

し
た

。

⇒
下

段
L
型

擁
壁

の
背

面
土

は
、

セ
メ

ン
ト

改
良

土
を

採
用

し
た

。

⇒
面

斫
り

(
t
=
3
c
m
)
を

行
う

こ
と

と
し

、
瞬

結
セ

メ
ン

ト
は

最
低

3
c
m
の

厚
み

を
確

保
し

て
現

況
イ

ン
バ

ー
ト

と
擦

り
付

け
す

る
こ

と
と

し
た

。

-

本
資

料
P
2
4

①
ゾ

ー
ニ

ン
グ

（
薬

液
注

入
範

囲
）

に
関

し
て

、
薬

注
協

会
の

最
小

の
厚

み
で

設
定

さ
れ

た
と

説
明

が
あ

っ
た

が
、

打
合

せ
資

料
で

具
体

的
に

寸
法

が
示

さ
れ

て
い

な
い

よ
う

に
思

わ
れ

、
導

水
幹

線
水

路
の

下
部

、
鋼

矢
板

下
端

高
さ

ま
で

の
計

画
が

さ
れ

て
い

な
い

と
思

わ
れ
ま

す
。

ボ
イ

リ
ン

グ
、

パ
イ

ピ
ン

グ
の

検
討

結
果

に
合

わ
せ

て
、

ゾ
ー

ニ
ン

グ
範

囲
も

合
致

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
の

で
再

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

②
構

造
物

の
床

付
が

導
水

管
下

部
よ

り
低

い
位

置
に

設
定

さ
れ

、
導

水
管

下
部

よ
り

水
噴

出
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
の

で
対

処
に

つ
い

て
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

ま
た

、
方

法
と

し
て

薬
液

注
入

を
斜

注
入

で
計

画
す

る
こ

と
が

難
し

い
場

合
に

は
、

立
坑

内
の

導
水

管
下

部
側
面

に
薬

液
注

入
す

る
こ

と
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

③
計

画
の

排
水

量
で

は
、

水
だ

け
の

問
題

で
は

な
く

、
土

砂
等

の
流

入
も

考
え

ら
れ

る
の

で
対

処
が

必
要

で
あ

り
、

土
留

工
に

も
影

響
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
検

討
が

必
要

で
は

な
い

か
。

本
資

料
P
2
4

⇒
掘

削
高

が
2
m
を

超
え

る
こ

と
か

ら
、

設
計

基
準

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

に
示

す
「

掘
削

法
面

勾
配

の
標

準
範

囲
」

に
よ

り
、

掘
削

勾
配

1
：

0
.
4
に

変
更

し
た

。

-

本
資

料
P
5
2

⇒
鋼

矢
板

下
端

標
高

ま
で

ゾ
ー

ニ
ン

グ
範

囲
を

延
長

し
、

寸
法

を
記

入
す

る
。

⇒
「

3
.
立

坑
場

排
水

に
つ

い
て

」
の

①
よ

り
、

デ
ィ

ー
プ

ウ
ェ

ル
を

採
用

す
る

。

⇒
「

3
.
立

坑
場

排
水

に
つ

い
て

」
の

①
よ

り
、

デ
ィ

ー
プ

ウ
ェ

ル
を

採
用

す
る

。

⇒
「

3
.
立

坑
場

排
水

に
つ

い
て

」
の

①
よ

り
、

デ
ィ

ー
プ

ウ
ェ

ル
を

採
用

す
る

。

⇒
デ

ィ
ー

プ
ウ

ェ
ル

工
法

は
、

本
現

場
条

件
で

適
応

可
能

で
あ

り
、

施
工

時
に

お
け

る
適

応
性

も
高

い
。

検
討

の
結

果
、

計
画

吸
水

槽
地

点
で

は
1
箇

所
、

導
水

幹
線

水
路

接
続

工
地

点

で
は

1
箇

所
の

設
置

と
し

た
。

な
お

、
湧

水
量

は
透

水
係

数
4
区

間
の

相
乗

平
均

(
1
0
-
3
c
m
/
s
)

と
し

て
算

出
し

た
。

⇒
濁

水
槽

を
設

け
る

こ
と

と
し

、
沈

殿
物

は
処

理
す

る
こ

と
と

し
た

。

⇒
計

算
上

に
お

け
る

水
位

低
下

影
響

半
径

は
R
=
3
2
m
程

度
と

小
さ

い
。

既
設

機
場

南
側

の
牛

舎
で

の
井

戸
の

使
用

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
確

認
を

要
す

る
。

⇒
流

量
調

整
弁

室
の

自
立

鋼
矢

板
の

計
算

は
、

ボ
ー

リ
ン

グ
N
O
.
R
2
-
2
を

使
用

し
て

い
る

こ

と
か

ら
、

対
象

の
導

水
幹

線
水

路
背

面
の

埋
土

(
C
=
5
0
k
N
/
m
3
)
の

土
質

定
数

は
使

用
し

て
い

な
い

。
ま

た
、

吸
水

槽
の

切
梁

式
鋼

矢
板

の
計

算
で

は
、

ボ
ー

リ
ン

グ
4
ヵ

所
(
R
2
-
1
～

R
2
-

4
)
で

検
証

し
、

応
力

を
満

足
す

る
こ

と
を

確
認

し
た

。

⇒
施

工
時

に
支

障
と

な
る

電
柱

を
抽

出
し

て
、

仮
設

電
柱

配
置

を
想

定
し

、
今

後
管

理
者

と
協

議
予

定
。

実
施

設
計

に
お

け
る

対
応

方
針

①
横

断
管

路
の

掘
削

勾
配

が
 
1
：

0
.
3
 
と

な
っ

て
い

る
が

、
安

全
面

で
崩

壊
の

恐
れ

が
あ

る
の

で
、

土
留

工
を

設
置

し
て

掘
削

・
床

付
を

施
工

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

埋
設

管
が

あ
り

欠
損

部
に

な
る

場
所

に
つ

い
て

は
、

あ
て

矢
板

等
で

対
処

す
る

方
法

も
考

え
ら
れ

る
の

で
再

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

③
鋼

矢
板

施
工

場
所

付
近

に
は

、
電

柱
、

架
空

線
が

あ
り

、
管

理
者

と
の

協
議

が
必

要
で

、
制

限
を

受
け

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

早
急

に
検

討
が

必
要

で
は

な
い

か
。

①
流

量
調

整
弁

室
の

自
立

鋼
矢

板
の

計
算

で
用

い
て

い
る

土
質

定
数

が
、

埋
土

の
定

数
と

し
て

は
考

え
づ

ら
い

数
値

な
の

で
、

見
直

し
が

必
要

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。
道

路
や

付
近

に
ア

パ
ー

ト
、

既
設

物
が

あ
る

の
で

、
安

全
面

も
考

慮
し

て
再

検
討

が
必

要
で

は
な

い
か

。

①
通

常
N
値

5
0
以

上
で

高
圧

噴
射

の
標

準
径

は
造

成
で

き
な

い
か

も
し

れ
な

い
が

、
礫

が
あ

る
と

N
値

は
大

き
な

値
を

示
す

傾
向

に
あ

り
、

ボ
ー

リ
ン

グ
デ

ー
タ

の
記

事
だ

け
を

見
る

と
、

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

（
礫

の
間

を
埋

め
る

部
分

）
の

部
分

は
そ

こ
ま

で
硬

く
な

い
と

思
わ

れ
施

工
案

と
し

て
は

考
え

ら
れ

る
の

で
、

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

②
一

般
的

に
掘

削
高

３
ｍ

は
安

易
な

高
さ

で
は

な
く

安
全

面
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

り
、

施
工

方
法

を
再

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

②
立

坑
内

で
既

設
物

の
解

体
、

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

で
切

断
等

を
計

画
し

て
お

り
、

濁
水

処
理

は
い

ず
れ

に
し

て
も

必
要

に
な

る
と

思
わ

れ
る

の
で

検
討

が
必

要
で

は
な

い
か

③
Ｄ

Ｗ
と

リ
チ

ャ
ー

ジ
ウ

ェ
ル

併
用

し
て

水
位

低
下

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

そ
の

際
、

周
辺

の
井

戸
調

査
、

使
用

状
況

を
確

認
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

縮
小

図
面

P
2
4
、

2
6 - -

本
資

料
P
5
5

本
資

料
P
8
9

本
資

料
P
2
9

⇒
矢

板
打

設
時

の
2
班

体
制

を
想

定
し

、
重

機
の

通
行

や
配

置
を

踏
ま

え
、

倉
庫

は
撤

去
・

復
旧

す
る

こ
と

と
し

た
。

縮
小

図
面

P
4
7

①
仮

設
工

事
の

際
、

支
障

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
、

事
前

に
移

設
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

①
瞬

結
セ

メ
ン

ト
で

擦
り

つ
け

に
な

っ
て

い
る

が
、

ゼ
ロ

擦
り

付
で

は
水

流
で

剥
が

れ
る

恐
れ

が
あ

る
の

で
、

厚
み

を
持

た
せ

て
擦

り
付

け
て

は
ど

う
か

。

①
導

水
幹

線
水

路
の

下
段

Ｌ
型

擁
壁

の
背

面
土

の
埋

戻
し

が
完

全
に

施
工

さ
れ

て
も

、
圧

密
沈

下
で

上
段

擁
壁

の
基

礎
が

沈
下

す
る

恐
れ

が
あ

り
、

セ
メ

ン
ト

改
良

土
等

で
沈

下
防

止
対

策
を

再
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

②
巻

立
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

図
面

表
記

（
1
8
N
-
8
-
2
5
）

で
ス

ラ
ン

プ
 
8
 
ｃ

ｍ
に

な
っ

て
い

る
が

、
充

填
部

が
非

常
に

狭
く

て
充

填
が

難
し
い

と
思

わ
れ

る
の

で
設

計
段

階
か

ら
施

工
性

に
優

れ
た

ス
ラ

ン
プ

値
に

変
更

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

縮
小

図
面

P
3

縮
小

図
面

P
3

③
L
型

擁
壁

型
枠

を
木

製
に

変
更

し
、

現
場

で
地

上
製

作
（

サ
イ

ト
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
）

に
す

る
案

を
再

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
⇒

現
行

で
L
型

擁
壁

か
か

と
版

を
現

場
打

ち
と

し
て

い
る

が
、

施
工

性
を

踏
ま

え
全

て
二

次
製

品
と

し
た

場
合

の
工

事
費

を
算

出
し

た
。

本
資

料
P
3
4

縮
小

図
面

P
7

助
言

内
容

該
当

頁

①
釜

場
排

水
計

画
と

し
て

は
、

排
水

量
が

多
す

ぎ
る

と
考

え
ら

れ
、

濁
水

処
理

設
備

、
排

水
先

の
確

保
も

必
要

で
あ

り
、

問
題

点
が

多
い

。
代

替
案

と
し

て
、

デ
ィ

ー
プ

ウ
ェ

ル
工

法
で

水
位

を
低

下
さ

せ
、

施
工

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。



 第
4
章

 
調

査
結

果
 

 4
-
1
 

調
査

ボ
ー

リ
ン

グ
結

果
 

 4
-
1
-
1
 

地
質

層
序

 

 
改

修
さ

れ
る

花
園

揚
水

機
場

予
定

地
に

お
い

て
、
4
箇

所
の

調
査

ボ
ー

リ
ン

グ
を

行
っ
た

。
ボ

ー
リ

ン
グ

位
置

は
、

予
定

さ
れ

る
建

屋
の

4
隅

で
あ
る

。
 

掘
止

め
深

度
は

、
Ｎ

値
3
0
～

50
程

度
以

上
の

基
礎

と
な

る
砂
礫

層
を

5
m
程

度
確

認
で

き
る
深

度
と

し
た

。
 

  
表

4
.
1
に

ボ
ー

リ
ン

グ
結

果
か

ら
区

分
さ

れ
た

地
質

層
序
表

を
示

し
た

。
ボ

ー
リ

ン
グ

柱
状

図
は

調
査

資
料

に
示

し
た

。
 

 
地

質
層

序
表

に
示

し
た

よ
う

に
、

上
位

か
ら

表
土

(
S
)
、

埋
土

(
B
)
、

ロ
ー

ム
(
L
m
)
、

洪
積

礫
質

土
層

(
D
g
)
の

4

層
を

確
認

し
た

。
埋

土
(
B
)
は
、

埋
設

導
水

幹
線

施
工

時
の
埋

戻
し

土
で

、
R
2
-
3
孔

の
み
で

確
認

し
た

。
 

  

表
4
.
1
 

花
園

揚
水

機
場

の
地
質

層
序

表
 

地
層

名
記

号
層

厚
(m

)
層

相
Ｎ

値
(平

均
値

)

表
土

S
0.

3
畑

の
耕

作
土

。
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

主
体

。
－

埋
土

B
4.

1
埋

設
導

水
幹

線
施

工
時

の
埋

土
。

礫
混

じ
り

砂
質

シ
ル

ト
。

シ
ル

ト
～

極
細

砂
主

体
で

、
径

2～
20

m
m
の

礫
が

不
規

則
に

混
じ

り
、

最
大

礫
径

は
70

m
m
。

10
～

14
(1

2.
5)

ロ
ー

ム
Lm

2.
0

上
部

は
黒

灰
色

の
黒

ボ
ク

(シ
ル

ト
：

最
大

層
厚

1.
3m

)
で

、
下

部
は

黄
灰

色
の

風
化

細
粒

火
山

灰
(ロ

ー
ム

：
最

大
層

厚
1.

0m
)。

シ
ル

ト
分

主
体

で
、

砂
分

や
細

礫
が

少

し
混

じ
る

。

3～
6

(5
.0

)

洪
積

礫
質

土
層

D
g

7.
1+

径
5～

20
m

m
の

礫
が

多
く

混
じ

る
。

最
大

礫
径

は

60
m

m
。

礫
型

は
角

礫
～

亜
角

礫
が

多
い

。
礫

種
は

チ
ャ

ー
ト

が
多

く
、

砂
岩

・
頁

岩
・

結
晶

片
岩

等
が

混
じ

る
。

基
質

は
シ

ル
ト

混
じ

り
粗

砂
。

7～
50

/7
(2

14
)

(8
1.

4)

地
質

時
代

第 四 紀

完
新

世

更
新

世
後

期

 
  【

国
土

地
盤

情
報

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
登

録
】
 

 
調

査
し

た
し

た
4
本

の
ボ

ー
リ

ン
グ

柱
状

図
及

び
土

質
試
験

結
果

一
覧

表
は

、
｢
一

般
社
団

法
人

国
土

地
盤

情
報

セ
ン

タ
ー

｣
の

検
定

を
受

け
た
う

え
で

、
｢
国

土
地

盤
情

報
デ
ー

タ
ベ

ー
ス

｣
へ

登
録

し
た

。
 

 
検

定
証

明
書

は
章

末
に

検
定

を
受

け
た

柱
状

図
と

と
も
に

添
付

す
る

。
 

  

 4
-
1
-
2
 

孔
別

地
質

区
分

 

 (
1
)
R
2
-
1
 

 
R
2
-
1
孔

は
、

予
定

敷
地

内
(畑

地
)
の

建
屋

予
定

地
北

東
隅
で

実
施

し
た

。
 

 
地

層
は

3
層

が
確

認
さ

れ
た
。

地
層

区
分

は
、

G
L
-
0
.
3
0
mま

で
が

表
土

(
S
)
、

G
L
-
2
.
3
0
mま

で
が

ロ
ー

ム
(
L
m
)
、

以
深

は
基

礎
地

盤
層

の
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)
で

あ
る

。
 

 
地

下
水

位
は

、
無

水
掘

り
水

位
を

G
L
-
4
.
5
0
m
で

確
認

し
た

。
 

以
下

に
詳

細
な

地
層

区
分

を
示

す
。

 
 

深
度

G
L
-
m

層
厚 m

標
高 m

地
層

記
号

N
値

土
質

・
記

事

0
.3

0
0
.3

0
9
0
.5

9
S

－
黒

灰
色

の
極

細
砂

の
混

じ
る

シ
ル

ト
。

畑
の

耕
作

土
。

2
.3

0

2
.0

0

8
8
.5

9

L
m

5
上

部
G

L
-
1
.6

m
ま

で
は

黒
灰

色
の

黒
ボ

ク
(シ

ル
ト

)で
粘

性
小

。
以

深
は

黄
灰

色
の

ロ
ー

ム
で

径
1
0
m

m
以

下
の

礫
が

少
し

混
じ

る
。

8
.4

5

6
.1

5

8
2
.4

4

D
g

3
9
～

5
0
/
1
8
(8

3
)

黄
灰

褐
色

の
シ

ル
ト

混
じ

り
砂

礫
。

径
4
～

2
0
m

m
の

礫
が

多
く
混

じ
り

、
最

大
径

は
6
0
m

m
。

礫
型

は
角

～
亜

角
～

亜
円

礫
と

様
々

で
円

礫
も

混
じ

る
。

礫
種

は
チ

ャ
ー

ト
主

体
で

、
砂

岩
・
頁

岩
・
結

晶
片

岩
が

混
じ

る
。

基
質

は
シ

ル
ト

混
じ

り
粗

砂
で

G
L
-
4
.5

m
付

近
ま

で
は

や
や

ロ
ー

ム
質

。

R
2
-
1
孔

　
L
=
8
.4

5
m

　
孔

口
標

高
=
9
0
.8

9
m

 
 (
2
)
R
2
-
2
 

 
R
2
-
2
孔

は
、

予
定

敷
地

内
(畑

地
)
の

建
屋

予
定

地
北

西
隅
で

実
施

し
た

。
 

 
地

層
は

3
層

が
確

認
さ

れ
た
。

地
層

区
分

は
、

G
L
-
0
.
3
0
mま

で
が

表
土

(
S
)
、

G
L
-
2
.
2
5
mま

で
が

ロ
ー

ム
(
L
m
)
、

以
深

は
基

礎
地

盤
層

の
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)
で

あ
る

。
 

 
地

下
水

位
は

、
無

水
掘

り
水

位
を

G
L
-
4
.
4
3
m
で

確
認

し
た

。
 

以
下

に
詳

細
な

地
層

区
分

を
示

す
。

 
 

深
度

G
L
-
m

層
厚 m

標
高 m

地
層

記
号

N
値

土
質

・
記

事

0
.3

0
0
.3

0
9
0
.6

3
S

－
黒

灰
色

の
極

細
砂

の
混

じ
る

シ
ル

ト
。

畑
の

耕
作

土
。

2
.2

5

1
.9

5

8
8
.6

8

L
m

6
上

部
G

L
-
1
.6

m
ま

で
は

黒
灰

色
の

黒
ボ

ク
(シ

ル
ト

)で
粘

性
小

。
以

深
は

黄
灰

色
の

ロ
ー

ム
で

極
細

砂
分

が
不

規
則

に
混

じ
る

。

9
.3

7

7
.1

2

8
1
.5

6

D
g

7
～

5
0
/
1
0
(1

5
0
)

黄
灰

褐
色

の
シ

ル
ト

混
じ

り
砂

礫
。

径
4
～

1
5
m

m
の

礫
が

多
く
混

じ
り

、
最

大
径

は
6
0
m

m
。

礫
型

は
亜

角
～

亜
円

礫
主

体
で

角
礫

や
円

礫
も

混
じ

る
。

礫
種

は
チ

ャ
ー

ト
主

体
で

、
砂

岩
・
頁

岩
・
結

晶
片

岩
が

混
じ

る
。

基
質

は
シ

ル
ト

混
じ

り
粗

砂
。

G
L
-
3
.0

～
3
.7

m
は

礫
が

少
な

い
。

R
2
-
2
孔

　
L
=
9
.3

7
m

　
孔

口
標

高
=
9
0
.9

3
m

 

1

1
.
地

質
概
要



 (
3
)
R
2
-
3
 

 
R
2
-
3
孔

は
、

予
定

敷
地

内
(畑

地
)
の

建
屋

予
定

地
南

東
隅
で

実
施

し
た

。
 

 
地

層
は

3
層

が
確

認
さ

れ
た
。
地

層
区

分
は

、
G
L
-
0
.
3
0
mま

で
が

表
土

(
S
)
、
G
L
-
4
.
4
0
mま

で
が

埋
土

(
B
)
、
以

深

は
基

礎
地

盤
層

の
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)
で

あ
る

。
 

 
地

下
水

位
は

、
無

水
掘

り
水

位
を

G
L
-
4
.
3
0
m
で

確
認

し
た

。
 

以
下

に
詳

細
な

地
層

区
分

を
示

す
。

 
 

深
度

G
L
-
m

層
厚 m

標
高 m

地
層

記
号

N
値

土
質

・
記

事

0
.3

0
0
.3

0
9
0
.4

7
S

－
黒

灰
色

の
極

細
砂

の
混

じ
る

シ
ル

ト
。

畑
の

耕
作

土
。

4
.4

0

4
.1

0

8
6
.3

7

B
1
0
～

1
4

灰
褐

色
の

礫
混

じ
り

砂
質

シ
ル

ト
。

径
2
～

2
0
m

m
の

礫
が

不
規

則
に

混
じ

る
。

径
5
0
m

m
以

上
の

礫
も

ま
れ

に
混

じ
り

最
大

礫
径

は
7
0
m

m
。

1
0
.2

4

5
.8

4

8
0
.5

3

D
g

5
0
/
2
9
(5

2
)～

5
0
/
9
(1

6
7
)

黄
灰

褐
色

の
シ

ル
ト

混
じ

り
砂

礫
。

径
4
～

2
0
m

m
の

礫
が

多
く
混

じ
り

、
最

大
径

は
4
0
m

m
。

礫
型

は
角

～
亜

角
礫

主
体

で
円

礫
～

亜
円

礫
も

混
じ

る
。

礫
種

は
チ

ャ
ー

ト
主

体
で

、
砂

岩
・
頁

岩
・
結

晶
片

岩
が

混
じ

る
。

基
質

は
シ

ル
ト

混
じ

り
粗

砂
。

部
分

的
に

結
晶

片
岩

礫
が

多
い

。

R
2
-
3
孔

　
L
=
1
0
.2

4
m

　
孔

口
標

高
=
9
0
.7

7
m

 
 (
4
)
R
2
-
4
 

 
R
2
-
4
孔

は
、

予
定

敷
地

内
(畑

地
)
の

建
屋

予
定

地
南

西
隅
で

実
施

し
た

。
 

 
地

層
は

3
層

が
確

認
さ

れ
た
。

地
層

区
分

は
、

G
L
-
0
.
3
0
mま

で
が

表
土

(
S
)
、

G
L
-
1
.
7
0
mま

で
が

ロ
ー

ム
(
L
m
)
、

以
深

は
基

礎
地

盤
層

の
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)
で

あ
る

。
 

 
地

下
水

位
は

、
無

水
掘

り
水

位
を

G
L
-
4
.
3
0
m
で

確
認

し
た

。
 

以
下

に
詳

細
な

地
層

区
分

を
示

す
。

 
 

深
度

G
L
-
m

層
厚 m

標
高 m

地
層

記
号

N
値

土
質

・
記

事

0
.3

0
0
.3

0
9
0
.5

9
S

－
黒

灰
色

の
極

細
砂

の
混

じ
る

シ
ル

ト
。

畑
の

耕
作

土
。

1
.7

0

1
.4

0

8
9
.1

9

L
m

6
上

部
G

L
-
0
.7

m
ま

で
は

黒
灰

色
の

黒
ボ

ク
(シ

ル
ト

)で
粘

性
小

。
以

深
は

黄
灰

色
の

ロ
ー

ム
で

極
細

砂
分

が
不

規
則

に
混

じ
る

。

7
.4

5

5
.7

5

8
3
.4

4

D
g

3
8
～

5
0
/
7
(2

1
4
)

黄
灰

褐
色

の
シ

ル
ト

混
じ

り
砂

礫
。

径
4
～

2
0
m

m
の

礫
が

多
く
混

じ
り

、
最

大
径

は
6
0
m

m
。

礫
型

は
角

～
亜

角
礫

主
体

で
円

礫
～

亜
円

礫
も

混
じ

る
。

礫
種

は
チ

ャ
ー

ト
主

体
で

、
砂

岩
・
頁

岩
・
結

晶
片

岩
が

混
じ

る
。

基
質

は
シ

ル
ト

混
じ

り
粗

砂
。

R
2
-
4
孔

　
L
=
7
.4

5
m

　
孔

口
標

高
=
9
0
.8

9
m

 
 

 4
-
2
 
標

準
貫

入
試

験
結

果
 

  
 
標

準
貫

入
試

験
は

、
調

査
し

た
4
孔

で
深

度
1
.
0
m
よ

り
1
m毎

に
計

3
4
回

行
な

っ
た

。
試
験

結
果

は
ボ

ー
リ

ン
グ

柱

状
図

に
及

び
表

4
.
4
に

示
し

た
。

 

 
 
以

下
に

参
考

と
し

て
、
Ｎ
値

と
砂

の
相

対
密

度
の

関
係
、
Ｎ

値
と

粘
土

の
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
・

一
軸

圧
縮

強

さ
の

関
係

示
す

。
 

  
表

4
.
2
 

Ｎ
値

と
砂

の
相

対
密

度
の

関
係

 

N
値

 
相

対
密

度
 

現
場

判
別

法
 

0～
4 

4～
10

 
10

～
30

 
30

～
50

 
>5

0 

非
常

に
緩

い
 

緩
 

 
 

い
 

中
 

位
 

の
 

密
 

 
 

な
 

非
常

に
密

な
 

鉄
筋

が
容

易
に

手
で

貫
入

 
シ

ョ
ベ

ル
(ス

コ
ッ

プ
)で

掘
削

可
能

 
鉄

筋
を

5ポ
ン

ド
ハ

ン
マ

で
打

込
み

容
易

 
同

上
、

30
cm

程
度

貫
入

 
同

上
、

5～
6c

m
貫

入
、

掘
削

に
つ

る
は

し
必

要
、

打
込

み
時

金
属

音
 

(地
盤
工

学
会

：
地
盤

調
査
の

方
法
と

解
説

, 
p.

26
3,

 2
00

4)
 

 
表

4
.
3
 

Ｎ
値

と
粘

土
の

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

、
一

軸
圧

縮
強

さ
の

関
係

 

N
値

 
Q

u（
kN

/m
2 ）

 
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
 

0～
2 

2～
4 

4 ～
8 

8～
15

 
15

～
30

 
30

～
 

0.
0～

24
.5

 
24

.5
～

49
.1

 
49

.1
～

98
.1

 
98

.1
～

19
6.

2 
19

6.
2～

39
2.

4 
39

2.
4～

 

非
常

に
柔

ら
か

い
 

柔
ら

か
い

 
中

位
の

 
硬

い
 

非
常

に
硬

い
 

固
結

し
た

 
(地

盤
工

学
会

：
地
盤

調
査
の
方
法
と

解
説

, 
p.

26
7,

 2
00

4)
 

  
以

下
に

、
各

層
の

Ｎ
値

分
布

状
況

を
示

す
。
な

お
上

端
部

に
分

布
す

る
表

土
(
S
)
は

、
層

厚
が

薄
い

た
め

標
準

貫
入

試
験

は
実

施
し

て
い

な
い

。
 

 (
1
)
埋

土
(
B
) 

層
相

は
、

砂
混

じ
り

砂
質

シ
ル

ト
で

あ
る

。
 

 
標

準
貫

入
試

験
は

R
2
-
3
孔

の
4
区

間
で

行
っ

た
。

Ｎ
値

＝
1
0
～

1
4
の

範
囲

で
平

均
Ｎ

値
＝

1
2
.
5
で

あ
っ

た
。

 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

は
｢
硬

い
｣
で

あ
る

。
 

 (
2
)
ロ

ー
ム

(
L
m
) 

層
相

は
、

上
部

は
黒

ボ
ク

(
シ
ル

ト
)
で

下
部

は
ロ

ー
ム

で
あ
る

。
 

 
標

準
貫

入
試

験
は

3
孔

の
4
区

間
で

行
っ

た
。
Ｎ

値
＝

3
～

6
の

範
囲

で
平

均
Ｎ

値
＝

5
.
0
で

あ
っ

た
。
R
2
-
1
孔

の

G
L
-
2
m
の

Ｎ
値

(
1
2
→

3
)
は

1
0
c
m
貫

入
量

(
1
回

)
か

ら
の

換
算

値
で

あ
る

。
 

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

は
｢
中

位
の

｣
で

あ
る

。
 

2



(
3
)
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)

層
相

は
、

シ
ル

ト
混

じ
り

砂
礫

で
最

大
礫

径
は

6
0
m
m
程

度
で

あ
る

。

標
準

貫
入

試
験

は
全

4
孔

の
2
5
区

間
で

行
っ

た
。
Ｎ

値
＝

7
～

5
0
/
7
(
2
1
4
)
の

範
囲

で
平

均
Ｎ

値
＝

8
1
.
4
で

あ
っ

た
。
う

ち
Ｎ

値
5
0
以

上
は

1
4
区

間
で

あ
る

。
標

準
偏

差
の

2
倍

(
2
σ

)
の

範
囲

外
の

特
異

値
で

あ
る

Ｎ
=
7
の

1
区

間

を
除

き
、

礫
打

ち
の

影
響

を
考

慮
し

最
大

Ｎ
値

を
6
0
と

す
る

と
、

2
4
区

間
の

試
験

区
間

と
な

り
Ｎ

値
＝

3
7
～

6
0

の
範

囲
で

平
均

Ｎ
値

＝
5
2
.
2
で

あ
っ

た
。

 

表
4
.
4
 

孔
別

・
地

層
別

Ｎ
値

一
覧

表
 

地
層

名
記

号
R
2
-
1

R
2
-
2

R
2
-
3

R
2
-
4

個
数

最
小

値
最

大
値

総
和

平
均

値
標

準
偏

差

埋
土

B

1
4

1
0

1
3

1
3

4
1
0

1
4

5
0

1
2
.5

1
.5

0
0

ロ
ー

ム
L
m

5 {3
}

6
6

4
3 6

2
0

5
.0

1
.2

2
5

洪
積

礫
質

土
D

g

4
8

3
9

5
0
/
1
8
(8

3
)

4
3

5
0
/
2
9
(5

2
)

4
3

[7
]

4
7

5
0
/
1
0
(1

5
0
)

5
0
/
2
0
(7

5
)

5
0

3
7

5
0
/
2
2
(6

8
)

5
0
/
2
9
(5

2
)

5
0
/
1
4
(1

0
7
)

5
0
/
1
4
(1

0
7
)

5
0
/
1
6
(9

4
)

5
0
/
2
0
(7

5
)

5
0
/
9
(1

6
7
)

4
3

4
2

5
0
/
7
(2

1
4
)

5
0
/
9
(1

6
7
)

5
0
/
8
(1

8
8
)

3
8

2
5

[2
4
]

7
[3

7
]

2
1
4

[6
0
]

2
0
3
6

[1
2
5
4
]

8
1
.4

[5
2
.2

]
5
3
.7

4
7

[8
.5

2
7
]

8
8

1
0

7
3
3

計

・
N

値
5
0
以

上
の

(　
)内

の
値

は
換

算
値

・
{　

}内
の

値
(L

m
の

N
=
3
)は

地
層

境
界

の
た

め
1
0
c
m

貫
入

量
か

ら
の

換
算

値
・
[　

]内
の

値
(D

gの
N

=
7
)は

特
異

値
の

た
め

平
均

か
ら

除
い

た
・
D

gの
換

算
N

値
6
0
以

上
は

、
礫

打
ち

の
影

響
を

考
慮

し
て

N
=
6
0
と

し
て

計
算

し
[　

] 
で

表
示

4
-
3
 
現

場
透

水
試

験
結

果

目
的

は
、

施
工

時
に

お
け

る
湧

水
量

を
算

出
す

る
た

め
、
地

下
水

位
以

深
に

分
布

し
基
礎

地
盤

と
な

る
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)
を

対
象

に
実

施
し

た
。

 

 
試

験
方

法
は

、
透

水
性

の
大

き
な

区
間

は
注

水
法

(
定

常
法

)
、

小
さ

な
区

間
は

注
水

降
下

法
(
非

定
常

法
)
で

行

っ
た

。
表

4
.
5
に

現
場

透
水

試
験

結
果

を
示

す
。
デ

ー
タ

シ
ー

ト
は

調
査
・
試

験
資

料
に
示

す
。
な

お
、
本

文
中

の

透
水

係
数

の
単

位
は

c
m
/
s
で
示

し
て

あ
る

(
デ

ー
タ

シ
ー

ト
及

び
柱

状
図

の
単

位
は

m
/
s
)。

 

・
D
g
層

の
4
区

間
で

試
験

を
行
い

、
透

水
係

数
は

1
0
-
5
～

1
0
-
1
c
m
/
s
オ

ー
ダ

ー
と

ば
ら

つ
い
た

値
と

な
っ

た
。

・
R
2
-
1
及

び
R
2
-
2
孔

は
、

毎
分

3
0

程
度

注
水

し
て

も
水
位

が
途

中
ま

で
し

か
上

昇
し
な

い
た

め
、

注
水

定
常

法

で
実

施
し

、
透

水
係

数
は

1
0
-
2 ～

1
0
-
1
c
m
/
s
オ

ー
ダ

ー
と

大
き
な

値
と

な
っ

た
。
 

・
R
2
-
3
及

び
R
2
-
4
孔

は
、

注
水

降
下

法
で

実
施

し
、

透
水
係

数
は

1
0
-
5
c
m
/
s
オ

ー
ダ

ー
の
小

さ
な

値
で

あ
っ

た
。

・
同

じ
砂

礫
層

で
あ

る
が

、
北

側
の

2
孔

と
南

側
の

2
孔

で
大

き
な

透
水

性
の

差
が

あ
っ
た

。

・
令

和
元

年
度
調

査
の

2
区

間
は

、
同

じ
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)で

、
い

ず
れ

も
1
0
-
4
c
m
/
s
オ

ー
ダ

ー
の

値
で

あ
っ

た
。
 

 
表

4
.
6
に

一
般

的
な

土
の

種
類

と
透

水
係

数
の

関
係

を
示
す

。
こ

の
表

で
は

D
g
層

の
透
水

係
数

は
｢
低

い
｣
～

｢
非

常
に

大
き

い
｣
に

相
当

す
る

。
 

表
4
.
5
 

透
水

試
験

結
果

一
覧
 

孔
番

測
定

深
度

(G
L
-
m

)
区

間
長

(m
)

地
質

地
質

記
号

透
水

係
数

(c
m

/
s)

試
験

方
法

R
2
-
1

5
.0

～
6
.0

1
.0

シ
ル

ト
混

じ
り

砂
礫

(洪
積

礫
質

土
層

)
D

g
1
.2

3
E
-
0
1

定
常

法
(注

水
)

R
2
-
2

4
.5

～
5
.5

1
.0

シ
ル

ト
混

じ
り

砂
礫

(洪
積

礫
質

土
層

)
D

g
8
.7

5
E
-
0
2

定
常

法
(注

水
)

R
2
-
3

5
.0

～
5
.5

0
.5

シ
ル

ト
混

じ
り

砂
礫

(洪
積

礫
質

土
層

)
D

g
7
.0

2
E
-
0
5

非
定

常
法

(注
水

降
下

)

R
2
-
4

5
.0

～
5
.5

0
.5

シ
ル

ト
混

じ
り

砂
礫

(洪
積

礫
質

土
層

)
D

g
1
.2

5
E
-
0
5

非
定

常
法

(注
水

降
下

)

表
4
.
6
 

土
の

種
類

と
透

水
係
数

の
関

係
 

透
水
性

透
水
係
数

K
(c

m
/s

) 
土
 
の
 
種
 
類

非
常
に
大
き
い

1.
01

以
上

 
き
れ
い
な
土

1.
01

~1
0-

1  
粗
粒
な
砂
利

普
 
 
通

10
-1

~1
0-

3
き
れ
い
な
砂
・
細
砂

低
 
 
い

10
-3

~1
0-

5
極
細
か
い
砂
・
シ
ル
ト
質
砂

非
常
に
低
い

10
-5

~1
0-

7
シ
ル
ト
・
層
状
粘
土

砂
質
シ
ル
ト
と
粘
土
の
混
合
土

非
透
水

10
-7
以
下

均
一
な
粘
土

3



 4
-
4
 
粒

度
試

験
結

果
 

  
室

内
土

質
試

験
は

、
基

礎
地

盤
の

洪
積

礫
質

土
層

(
D
g
)を

対
象

に
、

粒
度

試
験

を
実
施

し
た

。
粒

度
試

験
の

沈

降
分

析
に

は
土

粒
子

の
密

度
も

必
要

な
た

め
、

併
せ

て
土
粒

子
の

密
度

試
験

を
実

施
し
た

。
 

 

表
4
.
7
 

試
験

項
目

及
び

試
料
数

 

試
験

項
目

 
試

料
数

 
備

考
 

土
粒

子
の

密
度

試
験
 

4
 

洪
積

礫
質

土
層

(
D
g
)
の

砂
礫
 

土
の

粒
度

試
験

(
沈

降
分

析
) 

4
 

  
表

4
.
8
に

室
内

土
質

試
験

結
果

一
覧

表
を

示
す

。
試

験
デ
ー

タ
は

調
査

・
試

験
資

料
に
示

す
。

 

  
表

4
.
8
 

室
内

土
質

試
験

結
果
一

覧
表
 

R
2
-
1

R
2
-
2

R
2
-
3

R
2
-
4

R
2
-
1
-
1

R
2
-
2
-
1

R
2
-
3
-
1

R
2
-
4
-
1

8
.0

0
～

8
.4

5
5
.0

0
～

5
.1

0
6
.0

0
～

6
.2

9
3
.0

0
～

3
.4

5

D
g

D
g

D
g

D
g

4
3

5
0
/
1
0

5
0
/
1
4

4
2

一
般

土
粒

子
の

密
度

 ρ
s 
(g

/
c
m

3
)

2
.6

9
5

2
.7

1
2

2
.7

1
3

2
.6

9
6

礫
  
分

 (
％

)
6
2
.9

4
3
.2

8
1
.8

6
6
.9

砂
 分

 (
％

)
2
9
.5

3
3
.0

1
4
.9

2
3
.9

シ
ル

ト
分

 (
％

)
4
.0

1
3
.9

1
.4

4
.8

粘
 土

 分
 (
％

)
3
.6

9
.9

1
.9

4
.4

最
大

粒
径

 (
m

m
)

3
7
.5

1
9
.0

3
7
.5

3
7
.5

D
6
0
 (
m

m
)

7
.7

1
2
.4

3
0

8
.6

9
8
.5

6

D
5
0
 (
m

m
)

4
.8

8
1
.2

4
6
.5

6
5
.7

1

D
3
0
 (
m

m
)

1
.2

3
0

0
.1

7
1

3
.4

6
0
0

1
.4

7
0

D
2
0
 (
m

m
)

0
.6

1
3

0
.0

4
4
8

2
.2

1
0
.5

5
3

D
1
0
 (
m

m
)

0
.1

6
8

0
.0

0
5
0
7

0
.9

8
3

0
.1

0
2

均
等

係
数

 Ｕ
c

4
5
.9

4
7
9

8
.8

4
8
3
.9

曲
率

係
数

 Ｕ
c
'

1
.1

7
2
.3

7
1
.4

0
2
.4

7

地
盤

材
料

の
分

類
名

細
粒

分
ま

じ
り

砂
質

礫
細

粒
分

質
砂

質
礫

分
級

さ
れ

た
砂

ま
じ

り
礫

細
粒

分
ま

じ
り

砂
質

礫

分
 類

 記
 号

(G
S
-
F
)

(G
F
S
)

(G
P
-
S
)

(G
S
-
F
)

調
査

地
点

　
(孔

番
)

試
料

番
号

　
(N

o
.)

分
類

深
度

　
(G

L
-
m

)

地
質

記
号

Ｎ
値

粒
度

 

   

 (
1
)
土

粒
子

の
密

度
 
ρ

s
(
g
/
c
m
3
)
 

試
験

結
果

を
表

4
.
9
に

示
す

。
 

 

表
4
.
9
 

土
粒

子
の

密
度

試
験
結

果
 

地
 

層
 

土
粒

子
の

密
度

 
ρ

s
(
g
/
c
m
3
) 

試
 
験

 
結

 
果

（
平

均
値

）
 

D
g
 

2
.
6
9
5
～

2
.
71
3
（

2
.
7
04
）
 

   
 
土

粒
子

は
無

機
質

分
と

有
機

質
分

で
構

成
さ

れ
、

無
機

質
分

の
主

な
鉱

物
は

表
4
.
1
0
に

示
す

よ
う

に
2
.
7
g
/
c
m
3

付
近

の
値

を
示

す
。

ま
た

、
泥

炭
(
ピ

－
ト

)
の

よ
う

に
多
量

の
有

機
物

を
含

む
も

の
は
小

さ
い

。
黒

ボ
ク

や
し

ら

す
も

一
般

的
な

土
よ

り
小

さ
い

傾
向

を
示

す
。
 

 
土

粒
子

の
密

度
は

土
の

固
体

部
分

を
構

成
す

る
土

粒
子
群

の
平

均
値

で
あ

り
、

固
体
部

分
の

組
成

に
よ

り
異

な

る
。

し
た

が
っ

て
、

密
度

の
大

き
い

鉱
物

を
含

ん
で

い
る
土

ほ
ど

大
き

く
な

り
、

ま
さ
土

で
は

鉱
物

の
風

化
が

進

む
と

小
さ

く
な

る
傾

向
を

示
し

、
有

機
物

を
含

む
土

で
は
有

機
物

量
が

多
い

ほ
ど

小
さ
い

値
を

示
す

。
 

 
今

回
の

試
験

値
は

、
洪

積
砂

質
土

の
標

準
的

な
値

で
あ
っ

た
。

 

 

表
4
.
1
0
 

主
な

鉱
物

と
土

粒
子
の

密
度

の
例
 

鉱
 
 
物

 
 
名

 
密

度
 
ρ

s
(
g
/
c
m
3
)
 

土
 
 
質

 
 
名

 
密

度
 
ρ

s
(
g
/
c
m
3
)
 

石
 
 
英

 
2
.
6
～
2
.
7
 

豊
浦

砂
 

2
.
6
4
 

長
 
 
石

 
2
.
5
～
2
.
8
 

沖
積

砂
質

土
 

2
.
6
～
2
.
8
 

雲
 
 
母

 
2
.
7
～
3
.
2
 

沖
積

粘
性

土
 

2
.
5
0
～

2
.
7
5
 

角
閃

石
 

2
.
9
～
3
.
5
 

洪
積

砂
質

土
 

2
.
6
～
2
.
8
 

輝
 
 
石

 
2
.
8
～
3
.
7
 

洪
積

粘
性

土
 

2
.
5
0
～

2
.
7
5
 

磁
鉄

鉱
 

5
.
1
～
5
.
2
 

泥
炭

(
ピ

－
ト

)
 

1
.
4
～
2
.
3
 

ク
ロ

ラ
イ

ト
 

2
.
6
～
3
.
0
 

関
東

ロ
－

ム
 

2
.
7
～
3
.
0
 

イ
ラ

イ
ト

 
2
.
6
～
2
.
7
 

ま
さ

土
 

2
.
6
～
2
.
8
 

カ
オ

リ
ナ

イ
ト

 
2
.
5
～
2
.
7
 

し
ら

す
 

1
.
8
～
2
.
4
 

モ
ン

モ
リ

ロ
ナ

イ
ト

 
2
.
0
～
2
.
4
 

黒
ぼ

く
 

2
.
3
～
2
.
6
 

(
引
用
：
地
盤
工
学
会

､土
質
試
験
の
方
法
と
解
説

-第
１
回
改
訂
版
-
､
p
5
8
､
2
0
0
0
)
 

   

4



(
2
)
粒

度
特

性

粒
度

特
性

は
、
土

を
粒

径
に

よ
り

礫
・
砂
・
シ

ル
ト
・
粘
土

に
分

類
し

、
土

の
定

量
的
な

判
断

の
基

準
と

な
る

。

結
果

を
表

4
.
1
1
に

示
す

。
ま
た

粒
径

加
積

曲
線

を
図

4
.
1
に
示

す
。

 

 
D
g
で

4
試

料
の

粒
度

試
験

を
行

っ
た

。
い

ず
れ

も
礫

が
主
体

で
あ

る
が

、
粒

度
分

布
、
粒

径
加

積
曲

線
と

も
ば

ら

つ
い

た
分

布
と

な
っ

た
。
 

・
R
2
-
2
-
1
は

礫
分

が
最

も
少
な

く
、

そ
の

分
砂

分
及

び
細
粒

分
が

最
も

多
か

っ
た

。

・
R
2
-
3
-
1
は

礫
分

が
8
0
%
以

上
と

最
も

多
く

、
細

粒
分

は
3
.
3％

と
最

も
少

な
か

っ
た

。

・
R
2
-
1
-
1
と

R
2
-
4
-
1
は

非
常
に

似
通

っ
た

粒
度

組
成

で
、

4試
料

の
平

均
値

に
近

い
値

で
あ

っ
た

。

・
径

1
9
m
m
以

上
の

粗
礫

分
に
つ

い
て

は
、

R
2
-
4
-
1
が

2
8
.
4
%と

最
も

多
か

っ
た

。

・
表

4
.
8
に

示
し

た
Ｎ

値
と

の
比

較
で

は
、

礫
率

と
の

関
連
性

は
な

か
っ

た
。

表
4
.
1
1
 

粒
度

試
験

結
果
 

地
 

層
 

粒
 

 
度

 
 

(
%
)

(
平

均
値

)
 

礫
 

 
分

 
砂

 
 

分
 

シ
ル

ト
分

粘
 
土
 
分

 
細

粒
分

F
c 

D
g
 

4
3
.
2
～

8
1
.
8 

（
6
3
.
7
）
 

1
4
.
9
～

3
3
.
0 

(
2
5
.
3
) 

1
.
4
～

1
3
.
9 

(
6
.
0
) 

1
.
9
～

9
.
9 

(
5
.
0
) 

3
.
3
～

2
3
.
8 

(
1
1
.
0
) 

図
4
.
1
 

D
gの

粒
径

加
積

曲
線
 

[
均

等
係

数
及

び
曲

率
係

数
] 

 
 
均

等
係

数
（

Ｕ
c
）

と
曲

率
係

数
（

Ｕ
c
'
）

は
次

式
か

ら
求

め
る

。
 

Ｕ
c
 
＝

 
Ｄ

6
0
 /
 
Ｄ

1
0

Ｕ
c
'
 
＝

 
(Ｄ

3
0
)
2
 
/
 
(
Ｄ

1
0
×

Ｄ
6
0
)
 

こ
こ

に
 

Ｄ
1
0
：

1
0
％

粒
径

(
m
m
)
 
 
 
 
 
Ｄ

3
0
：

3
0
％

粒
径

(
m
m
)
 

Ｄ
6
0
：

6
0
％

粒
径

(
m
m
)
 
 
 
 
 で

あ
り

、
粒

径
加

積
曲

線
か
ら

読
み

と
る

。
 

 
均

等
係

数
及

び
曲

率
係

数
は

、
粒

度
分

布
の

広
が

り
や
形

状
を

数
値

的
に

表
す

指
数
で

あ
り

、
こ

れ
ら

の

値
に

よ
り

粒
度

分
布

の
状

態
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
均
等

係
数

は
、
粒

径
加

積
曲

線
の

傾
度

を
表

す
も

の

で
、
均

等
係

数
が

大
き

く
な
る

ほ
ど

粒
度

分
布

が
広

い
こ
と

を
表

し
て

い
る

。
ま

た
、
曲

率
係

数
は

、
粒

径

加
積

曲
線

の
な

だ
ら

か
さ

を
示

す
も

の
で

あ
る

。
 

 
均

等
係

数
は

4
試

料
の

う
ち

最
も

礫
分

の
多

い
R
2
-
3
-
1
試

料
が

最
も

小
さ

く
、

細
粒

分
の

多
い

R
2
-
2
-
1

が
最

も
大

き
な

値
と

な
っ

た
。

曲
率

係
数

は
1
.
1
7
～

2
.
4
7
と

大
き

な
差

異
は

な
か

っ
た

。
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 (
3
)
土

の
工

学
的

分
類

 

土
の

工
学

的
分

類
は

、
土

の
土

質
材

料
と

し
て

の
性

質
、
す

な
わ

ち
土

粒
子

部
分

の
固
有

な
性

質
だ

け
を

対
象

に
し

た
分

類
で

、
日

本
統

一
土

質
分

類
法

に
基

づ
い

て
分
類

さ
れ

て
い

る
。
 

粒
度

組
成

の
似

通
っ

た
R
2
-
1
-1
と

R
2
-
4
-
1
は

同
じ

分
類

と
な
っ

た
。

 

 

表
4
.
1
2 

工
学
的

分
類
 

地
層

・
試

料
 

分
 

 
 

 
類
 

分
 
類

 
名
 

分
 
類
 
記
 
号
 

D
g
・

R
2
-
1
-
1 

細
粒

分
ま

じ
り

砂
質

礫
 

G
S
-
F 

D
g
・

R
2
-
2
-
1 

細
粒

分
質

砂
質

礫
 

G
F
S
 

D
g
・

R
2
-
3
-
1 

分
級

さ
れ

た
砂

ま
じ

り
礫
 

G
P
-
S 

D
g
・

R
2
-
4
-
1 

細
粒

分
ま

じ
り

砂
質

礫
 

G
S
-
F 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
工

学
的

分
類
方

法
は

主
に

質
量

比
に

基
づ

い
て

い
る
の

に
対

し
、
い

わ
ゆ

る
現

場
慣

用
語

で
あ

る
土

質
柱

状

図
な

ど
に

記
載

さ
れ

る
土

質
名

は
主

に
目

視
観

察
(
一

般
に

体
積

比
を

反
映

し
て

い
る

も
の

と
見

ら
れ

る
)
で

判
別

し
て

い
る

。
い

ず
れ

も
粗

粒
土

と
細

粒
土

の
判

別
は
5
0
％

を
境

界
値

と
し

て
行

な
っ
て

い
る

が
、
粗

粒
分

と
細

粒
分

と
で

は
間

隙
比

と
密

度
が

異
な

る
こ

と
か

ら
、
現

場
観

察
の

体
積

比
で

｢
粘
性
土

｣
と

判
別

さ
れ

た
も

の
が

粒
度

試
験

結
果

の
質

量
比

か
ら

は
｢
砂

質
土
｣
に

判
別
さ

れ
る

こ
と

も
多

々
あ

る
。
し

た
が

っ
て

土
質

材
料

の
工

学
的

分
類

と
現

場
慣

用
土

質
名

と
は

物
差

し
が

異
な
っ

て
い

る
た

め
、
ど

ち
ら

か
の

み
が

正
し

い
と

い
う

も
の

で
は

な
く

、
一

義
的

に
は

対
応

し
な

い
こ

と
を

認
識
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
 

 
 
 
 
以

下
、

図
4
.
2
に

土
質

材
料

の
工

学
的

分
類

体
系

を
示
す

。
 

  

  

図
4
.
2
 

土
質

材
料

の
工

学
的
分

類
体

系
(引

用
：
地
盤
工
学

会
､地

盤
材
料
試
験

の
方

法
と
解

説
､
p
5
6
､
2
0
0
9
)
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第
5
章

 
考

察
 

5
-
1
 

調
査

地
周

辺
の

地
形

・
地

質
の

検
討

調
査

地
の

花
園

揚
水

機
場
は

、
荒

川
扇

状
地

の
左

岸
側
の

櫛
挽

台
地

に
位

置
す

る
。
荒

川
左

岸
側

(
北

側
)
の

櫛

挽
台

地
は

、
高

位
の

櫛
挽

面
と

中
位

の
御

稜
威

ヶ
原

面
、
低

位
の

寄
居

面
に

分
か

れ
、
調

査
地

は
中

位
の

御
稜

威

ヶ
原

面
上

に
位

置
す

る
。

御
稜

威
ヶ

原
面

の
標

高
は

5
0
～

10
0
m
程

度
で

あ
り

、
東

京
地

域
の

立
川

面
に

相
当

し
、

台
地

上
は

厚
さ

数
m
の

ロ
ー

ム
層

で
覆

わ
れ

て
い

る
。
調

査
地
は

御
稜

威
ヶ

原
面

の
南

西
端
の

頂
部

付
近

に
位

置
し
、

周
辺

は
平

坦
な

地
形

が
広

が
り

、
標

高
は

9
0
～

1
0
0
m
程

度
で

、
地

形
傾

斜
は

緩
く

ほ
ぼ
平

坦
地

に
近

い
。
 

 
調

査
地

で
あ

る
櫛

挽
台

地
の

御
稜

威
ヶ

原
面

の
表

層
部
に

は
、
第

四
紀

更
新

世
後

期
の
ロ

ー
ム

層
が

層
厚

1
～

2
m

で
分

布
し

て
い

る
。

東
京

地
方

の
立

川
ロ

ー
ム

層
に

相
当
す

る
ロ

ー
ム

層
(
関

東
ロ

ー
ム
層

)
で

あ
る

。
ロ

ー
ム

層

の
下

位
に

は
、

荒
川

扇
状

地
を

構
成

す
る

第
四

紀
更

新
世
後

期
の

櫛
挽

礫
層

が
分

布
し
て

い
る

。
チ

ャ
ー

ト
、

頁

岩
、

砂
岩

、
結

晶
片

岩
等

の
様

々
な

岩
種

の
礫

を
含

む
、
最

大
礫

径
1
0
c
m
程

度
の

砂
礫
層

で
、

層
厚

は
5
～

1
0
m
程

度
以

上
で

あ
る

。
 

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
の

結
果
、
表

5
.
1
の

地
質

総
括

表
に

示
し

た
よ

う
に

、
上

位
か

ら
表
土

(
S
)
、
埋

土
(
B
)
、
立

川

ロ
ー

ム
層

に
相

当
す

る
層

厚
1.
5
～

2
m
程

度
の

ロ
ー

ム
(
L
m
)
、櫛

挽
礫

層
に

相
当

し
平

均
Ｎ
値

5
0
以

上
を

示
す

洪
積

礫
質

土
層

(
D
g
)
の

4
層

を
確

認
し

た
。

 

 
な

お
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)に

つ
い

て
は

、
4
区

間
で

透
水
試

験
を

実
施

し
、

透
水

係
数
は

1
0
-
5
～

1
0
-
1
c
m
/
s
オ

ー

ダ
ー

と
ば

ら
つ

い
た

値
と

な
っ

た
。
4
試

料
で

実
施

し
た

粒
度

試
験

で
は

、
礫

率
は

4
3
～

82
％

程
度

と
ば

ら
つ

い
た

組
成

で
あ

り
、

Ｎ
値

と
礫

率
と

の
関

連
性

は
な

か
っ

た
。
 

表
5
.
1
 

花
園

揚
水

機
場

の
地
質

総
括

表
 

地
層

名
記

号
層

厚
(m

)
層

相

Ｎ
値

(平
均

値
)

[設
計

N
値

]

透
水

係
数

(c
m

/s
)

地
層

対
比

備
考

表
土

S
0.

3
畑

の
耕

作
土

。
砂

混
じ

り
シ

ル
ト

主
体

。
－

　
表

土
畑

の
耕

作
土

埋
土

B
4.

1

埋
設

導
水

幹
線

施
工

時
の

埋
土

。
礫

混
じ

り
砂

質
シ

ル
ト

。
シ

ル
ト

～
極

細
砂

主
体

で
、

径
2～

20
m

m
の

礫
が

不

規
則

に
混

じ
り

、
最

大
礫

径
は

70
m

m
。

10
～

14
(1

2.
5)

[1
2]

　
埋

土

埋
設

導
水

管
施

工
時

の
埋

土

ロ
ー

ム
Lm

2.
0

上
部

は
黒

灰
色

の
黒

ボ
ク

(シ
ル

ト
：

最
大

層
厚

1.
3m

)で
、

下
部

は
黄

灰
色

の
風

化
細

粒
火

山
灰

(ロ
ー

ム
：

最
大

層
厚

1.
0m

)。
シ

ル
ト

分
主

体
で

、

砂
分

や
細

礫
が

少
し

混
る

。

3～
6

(5
.0

)
[5

]

　
関

東
ロ

ー
ム

櫛
挽

面
上

の
層

厚
は

3～
4m

洪
積

礫
質

土
層

D
g

7.
1+

径
5～

20
m

m
の

礫
が

多
く

混

じ
る

。
最

大
礫

径
は

60
m

m
。

礫
型

は
角

礫
～

亜
角

礫
が

多
い

。
礫

種
は

チ
ャ

ー
ト

が
多

く
、

砂
岩

・
頁

岩
・

結
晶

片
岩

等
が

混
じ

る
。

基
質

は
シ

ル
ト

混
じ

り
粗

砂
。

7～
50

/7
(2

14
)

(8
1.

4)
[5

2]

1.
23

E-
01

～
1.

25
E-

05

　
櫛

挽
礫

層

櫛
挽

台
地

を
構

成
。

層
厚

5～
10

m
以

上
。

最
大

礫
径

10
cm

程
度

地
質

時
代

第 四 紀

完
新

世

更
新

世
後

期

5
-
2
 

地
質

断
面

の
推

定

 
予

定
地

に
お

け
る

4
箇

所
の

調
査

ボ
ー

リ
ン

グ
よ

り
、
4
本

の
地

質
横

断
図

(
図

5
.
1
～

5
.
4：

縮
尺

1
/
1
0
0
)
を

作

成
し

た
。

地
質

横
断

図
の

位
置

は
図

1
.
2
調

査
位

置
平

面
図

に
示

し
て

あ
る

。
 

建
屋

の
4
辺

の
地

質
断

面
図

で
、

地
質

断
面

図
1
(
A
-
A
´)
及

び
地

質
断

面
図

2
(
B
-
B
´)
は

建
屋

の
長

軸
方

向
の

辺

沿
い

、
地

質
断

面
図

3
(
C
-
C
´)
及

び
地

質
断

面
図

4
(
D
-
D
´)
は

建
屋

の
短

軸
方

向
の

辺
沿

い
の

地
質

断
面

図
で

あ
る

。
 

い
ず

れ
の

地
質

断
面

図
も

、
上

位
か

ら
表

土
(
S
)
、
埋

土
(
B)
、
ロ

ー
ム

(
L
m
)
、
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)
の

4
層

が
分

布
し

て
い

る
。
 

表
土

(
S
)
は

、
畑

の
耕

作
土

で
、

4
断

面
と

も
層

厚
は

0
.
3
m
で
均

一
で

あ
る

。
 

埋
土

(
B
)
は

、
埋

設
導

水
幹

線
施

工
時

の
埋

土
で

、
地

質
断

面
図

3
(
C
-
C
´)
以

外
の

3
断

面
に

部
分

的
に

分
布

し

て
い

る
。
施

工
断

面
図

か
ら

掘
削

断
面

を
想

定
し

た
も

の
で

、
底

盤
の

下
端

標
高

は
E
L
.
8
4
.
7
2
m
で

、
お

お
よ

そ

G
L
-
6
.
2
m
と

な
る

。
幅

4
.
1
m
の

管
路

の
外

枠
(
地

質
断

面
図

の
未

着
色

部
)
の

両
側

1
.
8
m
ず

つ
を

掘
削

範
囲

と
想

定

し
た

。
地

質
断

面
図

1
(
A
-
A
´)
に

お
け

る
R
2
-
3
孔

の
埋

土
深

度
よ

り
、

法
面

傾
斜

は
7
7
度

程
度

と
な

る
。

埋
設

導

水
幹

線
の

平
面

的
な

位
置

は
、

図
1
.
2
調

査
位

置
平

面
図

に
示

し
て

あ
る

。
 

ロ
ー

ム
(
L
m
)
は

、
敷

地
北

西
側

の
地

質
断

面
図

3
(
C
-
C
´)
で

は
層

厚
2
.
0
m
程

度
と

厚
く

、
敷

地
南

東
側

の
地

質

断
面

図
4
(
D
-
D
´)
で

は
層

厚
1
.
4
m
程

度
と

や
や

薄
く

な
る

。
埋

設
導

水
幹

線
沿

い
は

改
変

さ
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層

厚

(m
)

層
相

Ｎ
値

(平
均

値
)

第 四 紀

完
新

世

表
土

S
0
.3

畑
の

耕
作

土
。

砂
混

じ
り

シ
ル

ト
主

体
。

－

埋
土

B
4
.1

埋
設

導
水

幹
線

施
工

時
の

埋
土

。
礫

混
じ

り
砂

質
シ

ル
ト

。
シ

ル

ト
～

極
細

砂
主

体
で

、
径

2
～

20
m

m
の

礫
が

不
規

則
に

混
じ

り
、

最
大

礫
径

は
70

m
m

。

1
0～

14

(1
2
.5

)

更
新

世

後
期

ロ
ー

ム
L
m

2
.0

上
部

は
黒

灰
色

の
黒

ボ
ク

(シ
ル

ト
：最

大
層

厚
1.

3m
)で

、
下

部

は
黄

灰
色

の
風

化
細

粒
火

山
灰

(ロ
ー

ム
：最

大
層

厚
1.

0m
)。

シ

ル
ト

分
主

体
で

、
砂

分
や

細
礫

が
少

し
混

じ
る

。

3
～

6

(5
.0

)

洪
積

礫
質

土
層

D
g

7
.1

+

径
5～

20
m

m
の

礫
が

多
く
混

じ
る

。
最

大
礫

径
は

60
m

m
。

礫
型

は
角

礫
～

亜
角

礫
が

多
い

。
礫

種
は

チ
ャ

ー
ト

が
多

く
、

砂
岩

・

頁
岩

・結
晶

片
岩

等
が

混
じ

る
。

基
質

は
シ

ル
ト

混
じ

り
粗

砂
。

7
～

2
14

(8
1
.4

)

R2
-3

T.
P.
+9
0.
77
m

de
p=
10
.2
4m

Ｎ
値

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0 1
4

1
0

1
3

1
3

5
0
/
2
9

5
0
/
1
4

5
0
/
1
4

5
0
/
1
6

5
0
/
2
0

5
0
/
9

R2
-4

T.
P.
+9
0.
89
m

de
p=
7.
45
m

Ｎ
値

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0 6 4
3

4
2

5
0
/
7

5
0
/
9

5
0
/
8

3
8

B

N
値

　
3
0
以

上

1
2



9
0

8
0

標
高

(m
)

8
5A
′

D
g

L
m

s

▽
8
4
.9

7

B

R2
-3

T
.
P
.
+
9
0
.
7
7
m

d
e
p
=
1
0
.
2
4
m Ｎ

値
0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0 1
4

1
0

1
3

1
3

5
0
/
2
9

5
0
/
1
4

5
0
/
1
4

5
0
/
1
6

5
0
/
2
0

5
0
/
9

3
9
6
3

D
g

2
0
0
0

9
8
3

2
9
8
3
→

3
0
0
0

R
2
-
4

T
.
P
.
+
9
0
.
8
9
m

d
e
p
=
7
.
4
5
m

Ｎ
値

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0 6 43 42 50

/
7

50
/
9

50
/
8

38

7
2
2
5

7
0
4
4
→

7
0
5
0

25015001500400

3650

1：
0.
7

1
3

埋
土
範

囲
の

想
定

・
R
2
-
3
で
は
G
L
-
4
.
4
0
地
点
で
埋
土
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る

・
R
2
-
4
で

は
埋

土
層

は
見

受
け

ら
れ

な
い

よ
っ

て
、

透
過

断
面

に
よ

り
R
2
-
3
の

G
L
-
4
.
4
0
地

点
を

起
点

に
R
2
-
4
に

影
響

し
な

い
掘

削
勾

配
1
：

0
.
7
を

設
定

し
た

。

既
定

点
G
L
-
4
.
4
0



1
4



1
5



ボ
ー

リ
ン

グ
柱

状
図

調
査

名
花

園
揚

水
機

場
実

施
設

計
業

務
(
機

械
工

)

事
業

・
工

事
名

令
和

元
年

度
　

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

ボ
ー

リ
ン

グ
名

R
1
-
2

調
査

位
置

埼
玉

県
深

谷
市

小
前

田
地

内
北

緯
3
6
ﾟ
 
7
'
 
5
4
.
3
6
3
0
"

東
経

1
3
9
ﾟ
 
1
2
'
 
5
8
.
5
6
3
7
"

発
注

機
関

関
東

農
政

局
　

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

所
調

査
期

間
令

和
 
1
年

 
9
月

 
6
日

 
～

 
1
年

 
9
月

 
1
0
日

調
査

業
者

名

孔
口

標
高

G
H
=

9
1
.
2
4
m

角 度

1
8
0
ﾟ
 

0
ﾟ
 

9
0
ﾟ
 

上 下
0
ﾟ
 

方 向

0
ﾟ
 9
0
ﾟ
 

1
8
0
ﾟ
 

2
7
0
ﾟ
 北

東

南

西

地 盤 勾 配
9
0
ﾟ
 水
平
0
ﾟ
 

鉛 直
0
ﾟ
 

使 用 機 種

試
錐

機
D
-
0

ハ
ン

マ
ー

落
下

用
具

半
自

動
落

下
装

置

エ
ン

ジ
ン

N
F
D
-
1
2
E

ポ
ン

プ
G
X
-
3
5

総
掘

進
長

 
1
0
.
3
0
m

ボ
ー
リ
ン

グ
N
o
1

-
2

シ
ー

ト
N
o

標 尺 (
m)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

標 高 (m
)

 8
9.

54

 8
0.

94

層 厚 (m
)

  
1.

70

  
8.

60

深 度 (m
) 1.
70

10
.3

0

柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

凝
灰
質
な
砂
混
じ
り
シ
ル
ト

ロ
ー
ム
が
主
体

砂
分
が
不
規
則
に
多
く
混
じ
る

径
2～

5m
mの

礫
が
ま
れ
に
混
じ
る

砂
混

り
ロ

ー
ム

暗 黄 灰

中 位

径
5～

30
mm
の
礫
が
多
く
混
じ
り
、
特
に

径
10
mm
以
下
の
礫
が
主
体

最
大
礫
径
80
～
90
mm

礫
型
は
様
々
で
、
角
～
亜
角
礫
主
体
の
部

分
が
多
い
が
、
円
～
亜
円
礫
主
体
の
部
分

も
あ
り

礫
種
は
チ
ャ
ー
ト
・
砂
岩
が
多
く
、
頁

岩
・
結
晶
片
岩
・
流
紋
岩
等
が
混
じ
る

基
質
は
シ
ル
ト
混
じ
り
粗
砂
で
シ
ル
ト
は

部
分
的
に
少
な
い
。
細
砂
が
多
い
部
分
も

あ
り

3.
5m
付
近
ま
で
は
暗
黄
灰
褐
色

砂 礫

黄 灰 褐

孔 内 水 位 (
m
)

／ 測 定 月 日 2.
2
6

9
/
7

3.
1
6

9
/
8

4.
2
0

9
/
9

標
  
準
  
貫
 
 入

 
 試

  
験

深 度 (
m) 1
.1

5

1
.4

5

2
.1

5

2
.4

5

3
.1

5

3
.4

5

4
.1

5

4
.4

5

5
.1

5

5
.4

2

6
.1

5

6
.4

5

7
.1

5

7
.4

5

8
.1

5

8
.4

4

9
.1

5

9
.4

5

1
0
.1

5

1
0
.3

0

1
0
c
mご

と
の

打
撃

回
数

0 ～ 10 2 10 10 8 13 13 14 14 14 29

10 ～ 20 2 9 11 7 18 14 16 17 14 21 5

2
0 ～ 3
0 3 9 10 7 19 7 18 17 19 9 16

打 撃 回 数 / 貫 入 量
(
c
m
)

7 30 28 30 31 30 22 30 50 27 45 30 47 30 50 29 44 30 50 15

N 
 
値

0
10

20
30

40
50

60

7 28 31 22 56 45 47 52 44 10
0

原
位

置
試

験

深 度 (
m) 3
.0

0

3
.5

0

試
験

名

お
よ

び
結

果

現
場

透
水

試
験

試
料

採
取

深 度 (m
)

3.
0
0

3.
4
5

試 料 番 号 2
-1

採 取 方 法 ○-

室 内 試 験 ( )

粒
度

掘 進 月 日 9 6 9 7 9 8 9 9 9 10

ボ
ー

リ
ン

グ
柱

状
図

調
査

名
花

園
揚

水
機

場
実

施
設

計
業

務
(
機

械
工

)

事
業

・
工

事
名

令
和

元
年

度
　

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

ボ
ー

リ
ン

グ
名

R
1
-
3

調
査

位
置

埼
玉

県
深

谷
市

小
前

田
地

内
北

緯
3
6
ﾟ
 
7
'
 
5
4
.
7
4
6
5
"

東
経

1
3
9
ﾟ
 
1
2
'
 
5
7
.
7
6
2
2
"

発
注

機
関

関
東

農
政

局
　

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

所
調

査
期

間
令

和
 
1
年

 
9
月

 
1
1
日

 
～

 
1
年

 
9
月

 
1
4
日

調
査

業
者

名

孔
口

標
高

G
H
=

9
1
.
2
0
m

角 度

1
8
0
ﾟ
 

0
ﾟ

9
0
ﾟ

上 下
0
ﾟ
 

方 向

0
ﾟ
 9
0
ﾟ

1
8
0
ﾟ
 

2
7
0
ﾟ
 北

東

南

西

地 盤 勾 配
9
0
ﾟ
 水
平
0
ﾟ
 

鉛 直
0
ﾟ
 

使 用 機 種

試
錐

機
D
-
0

ハ
ン

マ
ー

落
下

用
具

半
自

動
落

下
装

置

エ
ン

ジ
ン

N
F
D
-
1
2
E

ポ
ン

プ
G
X
-
3
5

総
掘

進
長

 
 
9
.
1
9
m

ボ
ー
リ
ン

グ
N
o
1

-
3

シ
ー

ト
N
o

標 尺 (
m)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

標 高 (m
)

 9
0.

95

 8
9.

10

 8
7.

70

 8
2.

01

層 厚 (m
)

  
0.

25

  
1.

85

  
1.

40

  
5.

69

深 度 (m
) 0.
25

2.
10

3.
50

9.
19

柱 状 図

土 質 区 分

色 調

相 対 密 度

相 対 稠 度

記 事

粘
土
質
な
砕
石
(砂

礫
)主

体
上
端
部
5c
mは

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

砂
礫

灰

表
土
状

不
規
則
に
砂
分
が
混
じ
る

部
分
的
に
黄
灰
色
の
ロ
ー
ム
分
が
混
じ
る

砂
混

り
シ

ル
ト

(
埋

土
)

黒 褐
軟

径
4～

10
mm
の
角
～
亜
角
礫
が
混
じ
る

最
大
礫
径
は
50
mm

砂
分
が
多
く
混
じ
る
、
含
水
多
い

粘
土
～
シ
ル
ト
分
主
体
で
粘
性
あ
り

礫
混

り
砂

質
シ

ル
ト

(
埋

土
)

暗 黄 灰

硬

径
5～

30
mm
の
礫
が
多
く
混
じ
り
、
特
に

径
10
mm
以
下
の
礫
が
主
体

最
大
礫
径
10
0～

11
0m
m

礫
型
は
様
々
で
、
角
～
亜
角
礫
主
体
の
部

分
が
多
い
が
、
円
～
亜
円
礫
主
体
の
部
分

も
あ
り

礫
種
は
砂
岩
が
最
も
多
く
、
チ
ャ
ー
ト
も

多
く
、
頁
岩
等
が
混
じ
る

基
質
は
シ
ル
ト
混
じ
り
粗
砂
で
シ
ル
ト
は

部
分
的
に
少
な
い
。
細
砂
が
多
い
部
分
も

あ
り

砂 礫

暗 黄 灰 褐

孔 内 水 位 (
m
)

／ 測 定 月 日 3.
0
9

9/
1
3

標
  
準
  
貫
 
 入

 
 試

  
験

深 度 (
m) 1
.1

5

1
.4

5

2
.1

5

2
.4

5

3
.1

5

3
.4

5

4
.1

5

4
.4

0

5
.1

5

5
.4

5

6
.0

2

6
.2

1

7
.1

5

7
.4

0

8
.1

5

8
.4

5

9
.0

5

9
.1

9

1
0
c
mご

と
の

打
撃

回
数

0 ～ 10 1 20 1 2 17 11 22 20 14 29

10 ～ 20 1 1 3 24 15 28 9 23 16 21 4

2
0 ～ 3
0 2 4 9 5 13 7 5 13

打 撃 回 数 / 貫 入 量
(
c
m
)

2 30 4 30 9 30 50 25 39 30 50 19 50 25 43 30 50 14

N 
 
値

0
10

20
30

40
50

60

2 4 9 60 39 79 60 43 10
7

原
位

置
試

験

深 度 (
m)

試
験

名

お
よ

び
結

果

試
料

採
取

深 度 (m
)

7.
0
0

7.
4
0

試 料 番 号 3
-1

採 取 方 法 ○-

室 内 試 験 ( )

粒
度

掘 進 月 日 9 11 9 12 9 13

1
6



5
.
3
 

土
質

定
数

の
提

案
 

今
回

実
施

し
た

地
質

調
査

及
び

既
往

の
調

査
結

果
よ

り
、

花
園

用
水

機
場

の
土

質
定

数
提

案
値

を
表

5
.
2
に

示

す
。

以
下

に
土

質
定

数
の

推
定

基
準

・
根

拠
を

示
す

。
 

表
5
.
2
の

提
案

値
の

う
ち

、
室

内
土

質
試

験
の

値
は

着
色

し
た

項
目

で
、

そ
の

他
の

項
目

は
Ｎ

値
な

ど
を

基
に

推
定

し
た

も
の

で
あ

る
。
 

 
隣

接
し

た
敷

地
で

行
わ

れ
た

平
成

3
0
年

度
の

基
本

設
計
時

の
地

質
調

査
で

の
室

内
土
質

試
験

は
、

L
m
層

で
湿

潤

密
度

試
験

、
一

軸
圧

縮
試

験
、

三
軸

圧
縮

試
験

(
U
U
)
を

行
っ

て
い

る
の

で
、

L
m
層

の
単
位

体
積

重
量

、
粘

着
力

、

内
部

摩
擦

角
は

試
験

値
を

採
用

し
た

。
 

表
5
.
2
 

花
園

用
水

機
場

の
土
質

定
数

提
案
値
 

地
層

名
記

号
N

値
(平

均
値

)
土

質
区

分
設

計
N

値
単

位
重

量

γ
t(

kN
/
m

3
)

粘
着

力

c
(k

N
/
m

2
)

内
部

摩
擦

角
φ

(°
)

変
形

係
数

E
o
(k

N
/
m

2
)

埋
土

B
1
0
～

1
4

(1
2
.5

)
粘

性
土

1
2

1
8

5
0

1
5

8
,4

0
0

ロ
ー

ム
L
m

3
～

6
(5

.0
)

粘
性

土
5

1
7
.7

3
0

9
.5

3
,5

0
0

洪
積

礫
質

土
層

D
g

7
～

2
1
4

(8
1
.4

)
礫

質
土

5
2

2
1

0
4
0

3
,6

0
0

※
着

色
部

は
室

内
土

質
試

験
(H

3
0
基

本
設

計
業

務
)の

値

以
下

に
土

質
定

数
の

算
定

根
拠

を
示

す
。

 

(
1
)
設

計
Ｎ

値

設
計
Ｎ

値
は

、
本

調
査

で
の

3孔
と

既
存

3
孔

の
N値

を
デ

ー
タ

処
理

し
、
各

層
の
Ｎ

値
の
特

異
値

を
除

い
た

平
均

値
と

し
た

。
 

(
2
)
単

位
体

積
重

量
(
γ

)

単
位

体
積

重
量

(
γ

)
は

Ｎ
値
や

土
質

構
成

な
ど

を
考

慮
し

、湿
潤

密
度

試
験

を
行

っ
た

L
m層

は
そ

の
値

と
し

た
。

そ
の

他
の

層
は

、
表

5
.
3
に

示
す

参
考

値
を

採
用

し
た

。
 

B
：

盛
土

の
粘

性
土

な
の
で

1
8
 

D
g
：

密
実

な
礫

混
じ

り
砂

で
2
1
 

(
3
)
内

部
摩

擦
角

(
φ

)

内
部

摩
擦

角
(
φ

)
は

、
三

軸
圧

縮
試

験
(
U
U
)
を

行
っ

た
L
m層

は
そ

の
値

と
し

た
。

砂
質
土

は
通

常
は

設
計
Ｎ

値

か
ら

(
5
.
1
式

)
に

よ
り

推
定

す
る

。
粘

性
土

は
安

全
側

に
評
価

し
た
φ

＝
0
(
゜

)
と

す
る
が

、
L
m
層

は
試

験
値

と
し

た
。

ま
た

B
層

も
砂

分
を

多
く
含

む
の

で
、

表
5
.
3
の

値
と

し
た

。
上

限
値

は
表

5
.
3
よ

り
4
0と

す
る

。
 

φ
＝

15
＋

(2
0N

)0
.5

  
(゜

) 
 （

N
＞

5）
  

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
-- 

(5
.1
式

)1)
 

(
4
)
粘

着
力

(
c)

粘
着

力
(
c)

は
、
一

軸
圧

縮
試
験

及
び

三
軸

圧
縮

試
験

(
U
U
)を

行
っ

た
L
m
層

は
そ

の
値

の
平

均
値

と
し

た
。
そ

の

他
の

層
に

つ
い

て
は

、
設

計
Ｎ
値

及
び

一
軸

圧
縮

強
度

(
q
u
)か

ら
通

常
は

(
5
.
2
式
・
5
.
3
式

)に
よ

り
推

定
す

る
が

、

砂
質

土
及

び
礫

質
土

は
安

全
側

に
評

価
し

0
(
k
N
/
m
2 )
と

す
る

。
上

限
値

は
表

5
.
3
よ

り
5
0と

す
る

。
 

qu
＝

12
.5

N
 

  
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
 (5

.2
式

)2)
 

c＝
1/

2q
u 

  
 ---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
-- 

(5
.3
式

)3)
 

よ
っ

て
 

c＝
6.

25
N

(k
N

/m
2 )と

す
る

。
 

(
5
)
変

形
係

数
(
Eo

)

変
形

係
数

(
Eo

)
は

、
設

計
N値

か
ら

(
5
.
4
式

)
に

よ
り

推
定

す
る

。

Eo
＝

70
0N

  
（

kN
/m

2 ）
 -

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
---

---
- (

5.
4式

)4)
 

な
お

(
5
.
4
式

)
に

よ
り

推
定

し
た

変
形

係
数

に
対

す
る

補
正
係

数
(
α

)
は

｢
常

時
4
、

地
震
時

8
｣
を

使
用

す
る

。
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表
5.
3 

土
質
定
数
の
参
考
値

5)
 

 
 

※
推

定
式

の
引

用
文

献
 

1
)
 地

盤
工
学
会
：
地
盤
調
査
の
方
法
と
解
説
,
 
p.
3
05
,
 
20
1
3.
 

2
)
 地

盤
工
学
会
：
地
盤
調
査
の
方
法
と
解
説
,
 
p.
3
08
,
 
20
1
3.
 

3
)
 
(社

)日
本
道
路
協
会
：
道
路
橋
示
方
書
･同

解
説
Ⅳ
下
部
構
造
編
,
 p
.
6
2,
 
2
01
7
. 

4
)
 地

盤
工
学
会
：
地
盤
調
査
の
方
法
と
解
説
,
 
p.
3
09
,
 
20
1
3.
 

5
)
 東

･中
･西

日
本
高
速
道
路
(株

)：
設

計
要

領
第
一

集
 土

工
編
, 
P1
-4
4,
 
2
01
0
. 

   

 5
.
4
 
 
支

持
地

盤
の

設
定

 

 5
.
4
.
1
 

支
持

地
盤

の
選

定
基

準
 

 
構

造
物

の
良

質
な

支
持

層
と

な
る

地
層

は
、

一
般

的
に
計

画
構

造
物

の
重

要
度

や
基
礎

に
作

用
す

る
荷

重
規

模

等
に

よ
る

特
性

に
よ

り
異

な
り

、
一

律
に

は
定

め
ら

れ
て
い

な
い

が
、
｢
道

路
橋

示
方

書
・
同

解
説
下

部
構

造
編

：

(
社

)
日

本
道

路
協

会
｣
に

よ
れ
ば

、
以

下
の

よ
う

な
地

層
が
良

質
な

支
持

層
の

指
標

と
な
っ

て
い

る
。
 

 

[
良

質
な

支
持

層
の

目
安

]
  

ⅰ
)
 
 
粘

性
土

層
は

、
砂

質
土
層

に
比

べ
て

大
き

な
支

持
力
が

期
待

で
き

ず
、

沈
下

量
も
大

き
い

場
合

が
多

い

た
め

支
持

層
と

す
る

際
に

は
十

分
な

検
討

が
必

要
で

あ
る
が

、
Ｎ

値
が

2
0
程

度
以

上
(
一
軸

圧
縮

強
度

q
u
が

0
.
4
N
/
m
2
程

度
以

上
)
あ

れ
ば
良

質
な

支
持

層
と

考
え

て
よ
い

。
 

ⅱ
)
 
 
砂

層
、

砂
れ

き
層

は
、
Ｎ

値
が

3
0
程

度
以

上
で

あ
れ
ば

、
良

質
な

支
持

層
と

み
な
し

て
よ

い
。
 

 
た

だ
し

、
砂

れ
き

層
で
は
れ

き
を

た
た

い
て

Ｎ
値

が
過
大

に
で

る
傾

向
が

あ
る

の
で
、
支

持
層

の
決

定
に

は

十
分

な
注

意
が

必
要

で
あ

る
。

 

ⅲ
)
 
 
岩

盤
は

材
料

と
し

て
の
強

度
が

大
き

く
、

均
質

な
地
盤

を
支

持
層

と
し

た
場

合
に
は

大
き

な
支

持
力

が

期
待

で
き

る
。
し

か
し

、
岩

盤
に

不
連

続
面

が
存

在
し

た
り

、
ス

レ
ー

キ
ン

グ
等

の
影
響

を
受

け
や

す
い

場

合
に

は
、
均

質
な

岩
盤

に
比
べ

て
十

分
な

支
持

力
が

得
ら
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
。
し

た
が

っ
て

、
岩

盤
を

支

持
層

と
す

る
場

合
に

は
、

こ
れ

ら
の

影
響

に
つ

い
て

事
前
に

検
討

を
行

な
っ

て
お

く
必
要

が
あ

る
。
 

ⅳ
)
 

な
お

、
Ｎ

値
か

ら
判

断
し

て
良

質
な

支
持

層
と

考
え
ら

れ
る

層
で

も
、

そ
の

層
厚
が

薄
い

場
合

や
そ

の

下
に

相
対

的
に

弱
い

層
あ

る
い

は
圧

密
層

が
あ

る
場

合
に
は

、
支

持
力

と
沈

下
に

つ
い

て
そ

の
影

響
を

検
討

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ

の
良

質
な

支
持

層
と

し
て

の
必
要

な
層

厚
は

荷
重

の
規

模
に
よ

っ
て

も
異

な
る

が
基

礎
幅

に
比

例
し

て
大

き
な

層
厚

が
必

要
と

な
る

。
 

(
引
用
：
(社

)日
本
道
路
協
会

､道
路
橋
示
方
書
・
同
解
説
Ⅳ

下
部
構
造
編
､
p2
78
-
27
9,
 2
01
2)
 

  5
.
4
.
2
 

支
持

層
と

な
る

層
 

盛
土

(
B
)
及

び
ロ

ー
ム

(
L
m
)
は
、
粘

性
土

主
体

で
Ｎ

値
が

1
5
以
下

主
体

の
た

め
構

造
物

の
支
持

層
と

は
な

ら
な
い
。 

 
洪

積
礫

質
土

層
(
D
g
)
は

、
Ｎ

値
は

7
～

5
0
以

上
で

あ
る

が
、

上
端

部
付

近
や

1
区

間
(
Ｎ
値

=
7
)
を

除
き

、
Ｎ

値
3
0

以
上

で
あ

り
、

層
厚

も
5
m
以
上

確
認

し
て

い
る

の
で

、
構
造

物
の

良
好

な
支

持
層

と
な
る

。
Ｎ

値
3
0
以

上
の

ラ
イ

ン
は

地
質

断
面

図
に

示
し

た
。
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  第
1
2
章

 
施

工
計

画
 

1
2
-
1
 施

工
手

順
・

施
工

方
法
 

1
2
-
1
-
1 
施
工

フ
ロ

ー
 

 
導

水
幹

線
水

路
に
か

か
る
工

事
は

既
存

の
機

場
設

備
を
利

用
し

た
取

水
が

行
わ

れ
る
事

か
ら

、
非

か

ん
が

い
期

を
主

と
し

、
既

設
機

場
の
撤

去
を

含
め

て
土

木
工

事
は

3
期
工

事
に

分
け

て
計

画
す
る

。
 

 
期

別
工

事
の

主
な

工
種

を
示

す
。
 

  
・

1
期

工
事

：
吸

水
槽

(本
体

工
、
吸

水
導

水
路

部
) 

 
・

2
期

工
事

：
ポ

ン
プ

棟
・

事
務
所

棟
、

機
械

設
備

工
、

流
量
調

整
弁

室
、

管
体

工
 

 
・

3
期

工
事

：
事
務

所
棟
、

機
械

設
備

工
、

既
設

機
場
撤

去
、

導
水

幹
線

水
路

接
続
工

、
管

体
工

、

場
内

整
備

工
 

  
既

設
機

場
の

東
側
に

沿
っ
た

市
道

は
、

工
事

車
両

の
出
入

口
に

あ
た

る
ほ

か
、

施
工
ヤ

ー
ド

（
建

設

機
械

の
設

置
ス

ペ
ー

ス
）

と
し

て
必
要

で
あ

る
た

め
、

随
時

「
通
行

止
め

規
制

」
と

す
る

。
 

  

  

施
工

フ
ロ

ー
を

示
す

。
 

 

 
準

 
備

 
工

 
 

 
・

・
・

・
・
・

・
 

事
前

測
量

、
現

地
調
査

、
施

工
ヤ

ー
ド

造
成

 

↓
 

 
吸

水
槽

鋼
矢

板
打

設
 

 
・

・
・
・

・
 

鋼
矢

板
打

設
（

硬
質
地

盤
ク

リ
ア

工
法

）
 

↓
 

 
吸

水
槽

(本
体
工

)
 

 
 
・

・
・
・

・
 

土
工

、
支

保
工

設
置
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
 

 
 

 
↓
 

 
吸

水
槽

(吸
水
導

水
路

部
) 

 
 
・

・
 

L
形

擁
壁

設
置

、
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
 

 
 

 
↓

 
 

 
鋼

矢
板

引
抜

き
 

 
 

・
・

・
・
・

・
 

土
留

め
工

撤
去

、
埋
戻

し
 

↓
 

 
建

築
建

屋
工

事
 
 

 
 
・
・

・
・
・

・
 

ポ
ン

プ
棟

、
事

務
所
棟

 
 

↓
 

 
機

械
・

電
気

設
備

工
 
 
・
・

・
・
・

・
 

ポ
ン

プ
棟

、
事

務
所
棟
 

↓
 

 
管

 体
 
工
 

 
・

・
・

・
・

・
・
・

・
 

土
工

、
配

管
工

（
場
内

配
管

）
 

↓
 

 
流

量
調

整
弁

室
工

 
 

・
・
・

・
・
・

 土
工
（

素
掘

）
、
コ

ン
ク
リ

ー
ト

工
 

↓
 

 
既

設
機

場
撤

去
 

 
・

・
・

・
・
・

・
既

設
建

屋
撤

去
、

既
設
吸

水
槽

撤
去
 

↓
 

 
導

水
幹

線
水

路
接

続
工

 
 
・
・
・
・
・
 土

留
工

、
土

工
、
管

据
付

工
、
コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
 

↓
 

 
管

 体
 
工
 

 
 

・
・

・
・

・
・
・

・
・

 
土

工
、

配
管

工
 

↓
 

 
場

内
整

備
工

 
 

 
 

・
・

・
・
・

・
・

 
原

形
復

旧
工

、
場
内

整
備

工
 

↓
 

 
後

片
付

け
工

 
 
 

↓
 

 
完

 
 

 
了

 
 
 

 

図
 

工
事

施
工

フ
ロ

ー
 

一 期 工 事  二 期 工 事  三 期 工 事  

1
9

2
.
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工
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画
2
-
1
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工
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順
・
方
法



R
1
-
2

R
1
-
1

R
1
-
3

小
前

田
用

水

M
2
N
O
.
0

武蔵野用水

雨

雨

雨

雨

汚 水
道

汚
汚

汚 雨
量

水
器

汚

汚

汚

雨

汚

汚

汚

汚

E

汚

止
水

栓

WC

公
桝

汚

諏
訪

支
右

7/
5

寄
居

高
17

0

水
道

水
道

物
置

物
置

諏
訪

支
右

5/
5

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

西
階

戸
26

6

西
階

戸
31

1

汚

汚

汚

西
階

戸
94

3

Co

Co

H3
0K

BM
1 H=

91
.0

32

放
牧

地

タ
イ

ル

看

W

W

91
.2

6

91
.2

1

91
.1

5

91
.0

7

91
.0

4

91
.0

3

91
.0

5

91
.0

5

91
.0

6

91
.1

0

91
.0

0

88
.7

6 84
.8

4

91
.2

0

91
.0

9

91
.1

1

91
.1

6

91
.1

4

91
.1

7

91
.1

7
91

.1
9

91
.2

3

91
.2

5

91
.2

8

91
.2

6

91
.4

5

91
.2

5

91
.2

6

91
.1

6

91
.1

2

91
.2

4

91
.2

4

91
.2

2

91
.2

6

91
.2

7

91
.3

1

91
.2

7

91
.0

7

91
.0

9

91
.1

9

91
.1

5

91
.1

7

91
.2

3

91
.1

2

91
.1

3

90
.7

6

91
.1

7

91
.1

290
.6

8

90
.5

9

90
.6

3

91
.0

2

90
.6

2 91
.0

3

91
.0

7

91
.2

4

91
.1

9

91
.1

9

91
.2

3

91
.2

1
91

.1
591

.1
4

91
.1

1

91
.1

4

91
.1

4

91
.1

9

91
.1

6
91

.1
3

91
.0

2

91
.1

1

91
.1

7

91
.1

4

91
.0

5
91

.1
4

91
.0

9

91
.3

2

91
.2

5

91
.2

2

91
.2

8

91
.1

5

91
.1

7

90
.9

5

90
.9

1

91
.0

9

91
.0

7
91

.1
5

91
.0

3

91
.0

1

91
.0

5

91
.1

9

91
.1

5

91.
19

91
.2

2

90
.4

9

90
.5

2

90.
52

90.
89

91.
28 90.

90

90.
88

90
.9

5

91
.2

1

91.
19

91
.1

8

91
.0

0

91
.2

1

91.
23

91
.2

5

91
.4

2

91
.5

3

91.
60

91.6
0

91
.5

0

91
.40

91
.4

2

91
.35

91
.3

6

91
.2

3

91.
15

91.
34

91
.3

6

91
.4

3

91.
48

91
.61

91
.72

91
.37

91.
52

91
.0

6

91
.3

5

91.
33

91.
32

91
.4

3

91
.3

1

91
.3

8

91
.2

5

91
.3

3

91
.5

4

91
.7

3

原
宿

用
水

E

汚

9
2
.
1

9
1
.
6

9
1
.
8

9
2
.
1

9
2
.
8

9
1
.
6

a
a

g

M3N
O.0

M3IP.
1

M3NO.1

TB
7

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

T
A
2
0

9 1 . 7

9 1 . 9

R
1
-
4
T
1
5

設
N
o
.
0

T A 2 2

M3IP.1+28.144

g

A
s

A
s

T
A
.
2
2

T
A
.
2
0

H
=
9
1
.
2
5
5

H
=
9
1
.
1
9
3

9
1
.
1
9

9
1
.
0
8

9
0
.
9
7

9
0
.
9
2

9
1
.
2
8

9
1
.
2
9

9
1
.
2
7

9
1
.
2
0

9
1
.
1
3

9
0
.
9
2

9
0
.
9
3

9
1
.
4
3

9
1
.
0
0

9
1
.
0
9

9
1
.
1
7

9
1
.
2
9

9
1
.
2
9

9
1
.
1
1

9
1
.
0
6

9
1
.
0
4

9
1
.
1
2

9
1
.
2
2

9
1
.
1
7

9
1
.
0
8

9
1
.
0
2

9
1
.
0
1

9
1
.
1
2

9
1
.
1
0

9
1
.
1
4

9
1
.
9
7

9
1
.
3
3

9
1
.
3
3

9
2
.
2
0

9
1
.
0
7

9
1
.
2
9

9
1
.
2
6

9
1
.
3
3

9
1
.
0
2

9
0
.
9
5

9
1
.
2
3

9
1
.
2
1

9
1
.
0
0

9
0
.
9
4

9
0
.
9
6

9
0
.
7
5

9
0
.
9
3

9
0
.
7
7

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
2

9
1
.
0
9

9
0
.
9
9

9
0
.
8
5

9
0
.
7
7

9
0
.
9
3

9
0
.
9
7

9
0
.
9
0

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
6

9
1
.
1
9

9
1
.
0
5

9
1
.
0
1

9
0
.
9
7

9
1
.
0
7

9
0
.
9
8

9
1
.
0
9

9
1
.
2
4

9
1
.
5
4

9
1
.
2
6

9
1
.
0
5

9
1
.
0
6

9
1
.
1
6

9
1
.
0
7

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
1
0

9
1
.
2
2

9
1
.
2
7

9
1
.
3
3

9
1
.
1
8

9
1
.
1
8

9
1
.
1
7

9
1
.
1
29
1
.
0
6

9
0
.
9
7

9
0
.
9
5

9
1
.
1
69

1
.
1
3

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
0
3

9
1
.
0
9

9
1
.
0
4

9
1
.
1
3

9
0
.
9
6

C
1
4
6

C
1
4
7

W
1
4
8

C
1
4
9

C
1
5
4

C
1
5
5

P
4
2
4

P
4
2
2

C
1
5
6

P
1
5
7

C
1
3
8

P
4
2
0

P
4
2
1

C
1
4
3

C
1
4
4

C
1
5
0

C
1
5
1

5
-
0
0
1

5
-
0
0
2 5
-
0
0
3

5
-
0
0
4

下

仕
切

弁

下

下

下

下

西
階

所
3
1
1

西
階

所
2
6
6

西
階

所
9
4
7

寄
居

高
1
7
0

下

下

電

埋
戻

土
仮

置
場

H
=
3
m

V
=
1
,
6
0
0
m
3

工事用道路B=4.5m
9
0
.
7
5

9
0
.
8
0

9
0
.
9
0

4950

91.
34

N
O
.
9
4
+
2
9
.
1
7
0

N
O
.
9
4
+
3
4
.
7
7
0

R
2
-
2

R
2
-
1

R
2
-
3

T1

T1-1

91.89

92.32 92.33

91.8991.90

91.61

91.61 91.60

91.46

91.47

91.48
91.39 91.27

91.22
91.21

91.32 91.40

91.62
91.45

91.3191.3391.36
91.31

91.5091.50

91.75

91.53

91.67

91.47
91.34

91.53

91.45

91.48

91.44

91.57

91.61

91.76

91.84

91.85
91.78 91.63 91.70

91.71 91.92

92.4592.4492.46

92.96

92.93
92.47

92.88

H=91.702

H=91.500

寄居高168

電

仕

物
置

物
置

置

As

92.32

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

事
業

所
名

尺
度

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

会
社

名

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

図
面

名
期

別
施

工
平

面
図

(
1
/
3
)

工
事

名

年
月

日

図
面

番
号

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

鋼矢板28@400=11200

1
:
1
5
0

参
6

-
1
/
3

DN

DN

遮音壁L=30.00m

S
=
1
:
1
5
0

期
別

施
工

平
面

図
(
1
/
3
)

1
期

(
吸

水
槽

工
事

)

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

(
2
5
t
吊

)

８
ｔ

ト
レ

ー
ラ

ー

吸
水

槽

～
工

事
用

道
路

～

～
施

工
ヤ

ー
ド

～
（

旋
回

場
所

）

施
工

ヤ
ー

ド
資

材
置

場

埋
戻

土
仮

置

凡
例

工
事

用
道

路

N
o
.
2
(
花

園
H
3
0
-
2
)

H
=
9
1
.
2
6
m

D
e
p
=
1
3
.
4
2
m

原
宿

用
水

路
φ

6
0
0

武
蔵

野
用

水
路

φ
4
0
0

小
前

田
用

水
路

φ
4
0
0

「
主

な
対

象
工

種
」

①
吸

水
槽

（
本

体
）

②
吸

水
槽

（
導

水
幹

線
水

路
部

）

2
0



R
1
-
2

R
1
-
1

小
前

田
用

水

M
2
N
O
.
0

武蔵野用水

雨

雨

雨

雨

汚 水
道

汚
汚

汚 雨
量

水
器

汚

汚

汚

雨

汚

汚

汚

汚

E

汚

止
水

栓

WC

公
桝

汚

諏
訪

支
右

7/
5

寄
居

高
17

0

水
道

物
置

物
置

諏
訪

支
右

5/
5

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

西
階

戸
26

6

西
階

戸
31

1

汚

汚

汚

西
階

戸
94

3

Co

Co

H3
0K

BM
1 H=

91
.0

32

放
牧

地

タ
イ

ル

看

W

W

91
.2

6

91
.2

1

91
.1

5

91
.0

7

91
.0

4

91
.0

3

91
.0

5

91
.0

5

91
.0

6

91
.1

0

91
.0

0

88
.7

6

91
.0

9

91
.1

1

91
.1

6

91
.1

4

91
.1

7

91
.1

7
91

.1
9

91
.2

3

91
.2

5

91
.2

8

91
.2

6

91
.4

5

91
.2

5

91
.2

6

91
.1

2

91
.2

4

91
.2

4

91
.2

2

91
.2

6

91
.2

7

91
.3

1

91
.2

7

91
.0

7

91
.0

9

91
.1

9

91
.1

5

91
.1

7

91
.2

3

91
.1

2

91
.1

3

90
.7

6

91
.1

7

91
.1

290
.6

8

90
.5

9

90
.6

3

91
.0

2

90
.6

2 91
.0

3

91
.0

7

91
.2

4

91
.1

9

91
.1

9

91
.2

3

91
.2

1
91

.1
591

.1
4

91
.1

1

91
.1

9

91
.1

6
91

.1
3

91
.0

2

91
.1

1

91
.1

7

91
.1

4

91
.0

5
91

.1
4

91
.0

9

91
.3

2

91
.2

5

91
.2

2

91
.2

8

91
.1

5

91
.1

7

90
.9

5

90
.9

1

91
.0

9

91
.0

7
91

.1
5

91
.0

3

91
.0

5

91
.1

9

91
.1

5

91.
19

91
.2

2

90
.4

9

90
.5

2

90.
52

90.
89

91.
28 90.

90

90.
88

90
.9

5

91
.2

1

91.
19

91
.1

8

91
.0

0

91
.2

1

91.
23

91
.2

5

91
.4

2

91
.5

3

91.
60

91.6
0

91
.5

0

91
.40

91
.4

2

91
.35

91
.3

6

91
.2

3

91.
15

91.
34

91
.3

6

91
.4

3

91.
48

91
.61

91
.72

91
.37

91.
52

91
.0

6

91
.3

5

91.
33

91.
32

91
.4

3

91
.3

1

91
.3

8

91
.2

5

91
.3

3

91
.5

4

91
.7

3

原
宿

用
水

E

汚

9
2
.
1

9
1
.
6

9
1
.
8

9
2
.
1

9
2
.
8

9
1
.
6

a
a

g

M3IP.
1

M3NO.1

TB
7

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

T
A
2
0

9 1 . 7

9 1 . 9

R
1
-
4
T
1
5

設
N
o
.
0

T A 2 2

M3IP.1+28.144

g

A
s

A
s

T
A
.
2
2

T
A
.
2
0

H
=
9
1
.
2
5
5

H
=
9
1
.
1
9
3

9
1
.
1
9

9
1
.
0
8

9
0
.
9
7

9
0
.
9
2

9
1
.
2
8

9
1
.
2
9

9
1
.
2
7

9
1
.
2
0

9
1
.
1
3

9
0
.
9
2

9
0
.
9
3

9
1
.
4
3

9
1
.
0
0

9
1
.
0
9

9
1
.
1
7

9
1
.
2
9

9
1
.
2
9

9
1
.
1
1

9
1
.
0
6

9
1
.
0
4

9
1
.
1
2

9
1
.
2
2

9
1
.
1
7

9
1
.
0
8

9
1
.
0
2

9
1
.
0
1

9
1
.
1
2

9
1
.
1
0

9
1
.
1
4

9
1
.
9
7

9
1
.
3
3

9
1
.
3
3

9
2
.
2
0

9
1
.
0
7

9
1
.
2
9

9
1
.
2
6

9
1
.
3
3

9
1
.
0
2

9
0
.
9
5

9
1
.
2
3

9
1
.
2
1

9
1
.
0
0

9
0
.
9
4

9
0
.
9
6

9
0
.
7
5

9
0
.
9
3

9
0
.
7
7

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
2

9
1
.
0
9

9
0
.
9
9

9
0
.
8
5

9
0
.
7
7

9
0
.
9
3

9
0
.
9
7

9
0
.
9
0

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
6

9
1
.
1
9

9
1
.
0
5

9
1
.
0
1

9
0
.
9
7

9
1
.
0
7

9
0
.
9
8

9
1
.
0
9

9
1
.
2
4

9
1
.
5
4

9
1
.
2
6

9
1
.
0
5

9
1
.
0
6

9
1
.
1
6

9
1
.
0
7

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
1
0

9
1
.
2
2

9
1
.
2
7

9
1
.
3
3

9
1
.
1
8

9
1
.
1
8

9
1
.
1
7

9
1
.
1
29
1
.
0
6

9
0
.
9
7

9
0
.
9
5

9
1
.
1
69

1
.
1
3

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
0
3

9
1
.
0
9

9
1
.
0
4

9
1
.
1
3

9
0
.
9
6

C
1
4
6

C
1
4
7

W
1
4
8

C
1
4
9

C
1
5
4

C
1
5
5

P
4
2
4

P
4
2
2

C
1
5
6

P
1
5
7

C
1
3
8

P
4
2
0

P
4
2
1

C
1
4
3

C
1
4
4

C
1
5
0

C
1
5
1

5
-
0
0
1

5
-
0
0
2 5
-
0
0
3

5
-
0
0
4

下

仕
切

弁

下

下

下

下

西
階

所
3
1
1

西
階

所
2
6
6

西
階

所
9
4
7

寄
居

高
1
7
0

下

下

電

埋
戻

土
仮

置
場

H
=
3
m

V
=
1
,
6
0
0
m
3

工事用道路B=4.5m
9
0
.
7
5

9
0
.
8
0

9
0
.
9
0

91.
34

R
2
-
2

R
2
-
1

R
2
-
3

T1

T1-1

91.89

92.32 92.33

91.8991.90

91.61

91.61 91.60

91.46

91.47

91.48
91.39 91.27

91.22
91.21

91.32 91.40

91.62
91.45

91.3191.3391.36
91.31

91.5091.50

91.75

91.53

91.67

91.47
91.34

91.53

91.45

91.48

91.44

91.57

91.61

91.76

91.84

91.85
91.78 91.63 91.70

91.71 91.92

92.4592.4492.46

92.96

92.93
92.47

92.88

H=91.702

H=91.500

寄居高168

電

仕

物
置

物
置

置

As

92.32

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

事
業

所
名

尺
度

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

会
社

名

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

図
面

名
期

別
施

工
平

面
図

(
2
/
3
)

工
事

名

年
月

日

図
面

番
号

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

1
:
1
5
0

参
6

-
2
/
3

DN

DN

自立式鋼矢板SP-IIIL=7.50m

28@400=11200

1
:
0
.
4

1
:
0
.
4

1
:
0
.
4

1:0.4

4950

～
施

工
ヤ

ー
ド

～
（

旋
回

場
所

）

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

(
1
6
t
吊

)

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

(
2
5
t
吊

)

r=
20
.0
m,
W=
2.
2t

バ
ッ

ク
ホ

ウ

(
0
.
8
m
3
)

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク

(
1
0
t
積

)

流
量

調
整

弁
室

武
蔵

野
用

水
路

φ
4
0
0

小
前

田
用

水
路

φ
4
0
0

原
宿

用
水

路
φ

6
0
0

ポ
ン

プ
室

棟

～
工

事
用

道
路

～

S
=
1
:
1
5
0

期
別

施
工

平
面

図
(
2
/
3
)

2
期

(
ポ

ン
プ

棟
、

流
量

調
整

弁
室

)

施
工

ヤ
ー

ド
資

材
置

場

埋
戻

土
仮

置

凡
例

工
事

用
道

路

N
o
.
2
(
花

園
H
3
0
-
2
)

H
=
9
1
.
2
6
m

D
e
p
=
1
3
.
4
2
m

原
宿

用
水

路
φ

6
0
0

武
蔵

野
用

水
路

φ
4
0
0

小
前

田
用

水
路

φ
4
0
0

「
主

な
対

象
工

種
」

①
ポ

ン
プ

棟
、

事
務

所
棟

②
機

械
設

備
③

流
量

調
整

弁
室

④
管

体
工

2
1



R
1
-
2

R
1
-
1

R
1
-
3

小
前

田
用

水

M
2
N
O
.
0

武蔵野用水

雨

雨

雨

雨

汚 水
道

汚
汚

汚 雨
量

水
器

汚

汚

汚

雨

汚

汚

汚

汚

E

汚

止
水

栓

WC

公
桝

汚

諏
訪

支
右

7/
5

寄
居

高
17

0

水
道

水
道

物
置

物
置

諏
訪

支
右

5/
5

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

西
階

戸
26

6

西
階

戸
31

1

汚

汚

汚

西
階

戸
94

3

Co

Co

H3
0K

BM
1 H=

91
.0

32

放
牧

地

タ
イ

ル

看

W

W

91
.2

6

91
.2

1

91
.1

5

91
.0

7

91
.0

4

91
.0

3

91
.0

5

91
.0

5

91
.0

6

91
.1

0

91
.0

0

88
.7

6 84
.8

4

91
.2

0

91
.0

9

91
.1

1

91
.1

6

91
.1

4

91
.1

7

91
.1

7
91

.1
9

91
.2

3

91
.2

5

91
.2

8

91
.2

6

91
.4

5

91
.2

5

91
.2

6

91
.1

6

91
.1

2

91
.2

4

91
.2

4

91
.2

2

91
.2

6

91
.2

7

91
.3

1

91
.2

7

91
.0

7

91
.0

9

91
.1

9

91
.1

5

91
.1

7

91
.2

3

91
.1

2

91
.1

3

90
.7

6

91
.1

7

91
.1

290
.6

8

90
.5

9

90
.6

3

91
.0

2

90
.6

2 91
.0

3

91
.0

7

91
.2

4

91
.1

9

91
.1

9

91
.2

3

91
.2

1
91

.1
591

.1
4

91
.1

1

91
.1

4

91
.1

4

91
.1

9

91
.1

6
91

.1
3

91
.0

2

91
.1

1

91
.1

7

91
.1

4

91
.0

5
91

.1
4

91
.0

9

91
.3

2

91
.2

5

91
.2

2

91
.2

8

91
.1

5

91
.1

7

90
.9

5

90
.9

1

91
.0

9

91
.0

7
91
.1
5

91
.0

3

91
.0

1

91
.0

5

91
.1

9

91
.1

5

91.
19

91
.2

2

90
.4

9

90
.5

2

90.
52

90.
89

91.
28 90.

90

90.
88

90
.9

5

91
.2

1

91.
19

91
.1

8

91
.0

0

91
.2

1

91.
23

91
.2

5

91
.4

2

91
.5

3

91.
60

91.6
0

91
.5

0

91
.40

91
.4

2

91
.35

91
.3

6

91
.2

3

91.
15

91.
34

91
.3

6

91
.4

3

91.
48

91
.61

91
.72

91
.37

91.
52

91
.0

6

91
.3

5

91.
33

91.
32

91
.4

3

91
.3

1

91
.3

8

91
.2

5

91
.3

3

91
.5

4

91
.7

3

原
宿

用
水

E

汚

9
2
.
1

9
1
.
6

9
1
.
8

9
2
.
1

9
2
.
8

9
1
.
6

a
a

g

M3N
O.0

M3IP.
1

M3NO.1

TB
7

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

T
A
2
0

9 1 . 7

9 1 . 9

R
1
-
4
T
1
5

設
N
o
.
0

T A 2 2

M3IP.1+28.144

g

A
s

A
s

T
A
.
2
2

T
A
.
2
0

H
=
9
1
.
2
5
5

H
=
9
1
.
1
9
3

9
1
.
1
9

9
1
.
0
8

9
0
.
9
7

9
0
.
9
2

9
1
.
2
8

9
1
.
2
9

9
1
.
2
7

9
1
.
2
0

9
1
.
1
3

9
0
.
9
2

9
0
.
9
3

9
1
.
4
3

9
1
.
0
0

9
1
.
0
9

9
1
.
1
7

9
1
.
2
9

9
1
.
2
9

9
1
.
1
1

9
1
.
0
6

9
1
.
0
4

9
1
.
1
2

9
1
.
2
2

9
1
.
1
7

9
1
.
0
8

9
1
.
0
2

9
1
.
0
1

9
1
.
1
2

9
1
.
1
0

9
1
.
1
4

9
1
.
9
7

9
1
.
3
3

9
1
.
3
3

9
2
.
2
0

9
1
.
0
7

9
1
.
2
9

9
1
.
2
6

9
1
.
3
3

9
1
.
0
2

9
0
.
9
5

9
1
.
2
3

9
1
.
2
1

9
1
.
0
0

9
0
.
9
4

9
0
.
9
6

9
0
.
7
5

9
0
.
9
3

9
0
.
7
7

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
2

9
1
.
0
9

9
0
.
9
9

9
0
.
8
5

9
0
.
7
7

9
0
.
9
3

9
0
.
9
7

9
0
.
9
0

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
6

9
1
.
1
9

9
1
.
0
5

9
1
.
0
1

9
0
.
9
7

9
1
.
0
7

9
0
.
9
8

9
1
.
0
9

9
1
.
2
4

9
1
.
5
4

9
1
.
2
6

9
1
.
0
5

9
1
.
0
6

9
1
.
1
6

9
1
.
0
7

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
1
0

9
1
.
2
2

9
1
.
2
7

9
1
.
3
3

9
1
.
1
8

9
1
.
1
8

9
1
.
1
7

9
1
.
1
29
1
.
0
6

9
0
.
9
7

9
0
.
9
5

9
1
.
1
69

1
.
1
3

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
0
3

9
1
.
0
9

9
1
.
0
4

9
1
.
1
3

9
0
.
9
6

C
1
4
6

C
1
4
7

W
1
4
8

C
1
4
9

C
1
5
4

C
1
5
5

P
4
2
4

P
4
2
2

C
1
5
6

P
1
5
7

C
1
3
8

P
4
2
0

P
4
2
1

C
1
4
3

C
1
4
4

C
1
5
0

C
1
5
1

5
-
0
0
1

5
-
0
0
2 5
-
0
0
3

5
-
0
0
4

下

仕
切

弁

下

下

下

下

西
階

所
3
1
1

西
階

所
2
6
6

西
階

所
9
4
7

寄
居

高
1
7
0

下

下

電

埋
戻

土
仮

置
場

H
=
3
m

V
=
1
,
6
0
0
m
3

工事用道路B=4.5m
9
0
.
7
5

9
0
.
8
0

9
0
.
9
0

91.
34

N
O
.
9
4
+
2
9
.
1
7
0

N
O
.
9
4
+
3
4
.
7
7
0

R
2
-
2

R
2
-
1

R
2
-
3

T1

T1-1

91.89

92.32 92.33

91.8991.90

91.61

91.61 91.60

91.46

91.47

91.48
91.39 91.27

91.22
91.21

91.32 91.40

91.62
91.45

91.3191.3391.36
91.31

91.5091.50

91.75

91.53

91.67

91.47
91.34

91.53

91.45

91.48

91.44

91.57

91.61

91.76

91.84

91.85
91.78 91.63 91.70

91.71 91.92

92.4592.4492.46

92.96

92.93
92.47

92.88

H=91.702

H=91.500

寄居高168

電

仕

物
置

物
置

置

As

92.32

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

事
業

所
名

尺
度

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

会
社

名

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

図
面

名
期

別
施

工
平

面
図

(
3
/
3
)

工
事

名

年
月

日

図
面

番
号

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

1
:
1
5
0

参
6

-
3
/
3

DN

DN

4950

武
蔵

野
用

水
路

φ
4
0
0

小
前

田
用

水
路

φ
4
0
0

原
宿

用
水

路
φ

6
0
0

～
工

事
用

道
路

～

事
務

所
棟

小
前

田
用

水
路

φ
4
0
0

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

(
2
5
t
吊

)

接
続

管
据

付
けト
ラ

ッ
ク

1
1
t
積

み

～
施

工
ヤ

ー
ド

～

r=
11
.0
m,
W=
6.
3t

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

(
4
5
t
吊

)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

撤
去

S
=
1
:
1
5
0

期
別

施
工

平
面

図
(
3
/
3
)

3
期

(
事

務
所

棟
、

導
水

幹
線

水
路

接
続

工
)

施
工

ヤ
ー

ド
資

材
置

場

埋
戻

土
仮

置

凡
例

工
事

用
道

路

N
o
.
2
(
花

園
H
3
0
-
2
)

H
=
9
1
.
2
6
m

D
e
p
=
1
3
.
4
2
m

原
宿

用
水

路
φ

6
0
0

武
蔵

野
用

水
路

φ
4
0
0

r=
10
.0
m,
W=
13
.0
t

導水幹線水路接続工
7190

「
主

な
対

象
工

種
」

①
事

務
所

棟
②

機
械

設
備

③
既

設
機

場
撤

去
④

導
水

幹
線

水
路

接
続

工
⑤

管
体

工
⑥

場
内

整
備

工

2
2



  1
2
-
1
-2

施
工

条
件

（
用

水
の
確

保
）
 

 
導

水
幹

線
水

路
は

内
挿
管

F
R
P
M
φ
2
4
00

で
改

修
さ

れ
、
管

路
の
縦

断
勾

配
は

i=
1
:
2,
0
0
0
で
あ

る
。
 

導
水

幹
線

水
路

に
か

か
る

工
事

は
、

導
水

幹
線

水
路

の
下

流
区

域
で

用
水

が
必

要
で

あ
る

事
か

ら
、

通

水
量

が
冬

期
流

量
(
Q
=
0.
6
0
m
3 /
s
)
の
期

間
1
0
月
～
翌

3
月
と

す
る
。
 

 
 

 
冬

期
の

通
水
は

2
4
ｈ

で
行
わ

れ
て

い
る

が
、
導

水
幹

線
水

路
の

一
部

を
撤
去

す
る

期
間

は
昼

間
の
み

断
水

を
行

っ
て

工
事

を
行

い
、

夜
間
の

み
に

通
水

す
る

。（
施

工
事
例

に
な

ら
う

：
次

ペ
ー

ジ
参
照

）
 

 
冬

期
通

水
時

の
導

水
幹

線
水

路
内
の

水
深

は
、

h
w=
0
.
51
3
m
と
試

算
さ

れ
る

。
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昼

間
（

施
工

中
）

の
断

水
時

間
：
施

工
事

例
＞
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1
2
-
1
-
2 
主
要

工
種

の
施

工
方
法

(
1
)
鋼

矢
板

の
打

設

鋼
矢

板
杭

の
打

込
み

は
、「

硬
質

地
盤
ク

リ
ア

工
法

」
を

用
い

る
（

1
2
-2

仮
設

計
画
：
山
留

め
工
の

検
討

を
参

照
）
。
 

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法
の

施
工

手
順
は

下
記

の
通

で
あ

る
。（

全
国
圧

入
協

会
；

積
算

資
料

）
 

図
 

鋼
矢

板
打

設
状

況
 

打
込

に
使

用
す

る
機

械
は

、
以

下
の
と

お
り

で
あ

る
。
 

表
 

主
な

使
用

機
械
 

機
 

種
 

作
業

内
容
 

規
 

格
 

摘
 

要
 

硬
質

地
盤

専
用

圧
入

機
 

ア
ー

ス
オ

ー
ガ

併
用

圧
入
力

8
0
0k
N 

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

補
助

ク
レ

ー
ン
 

5
0
t 

(
2
)

土
 

工

1
)

床
掘

断
面

 
床

堀
に

お
け

る
掘

削
勾

配
の

決
定
に

あ
た

っ
て

は
、
掘
削

面
の
高

さ
、
地
山

の
地

質
条

件
、
地

下
水

位
、

埋
戻

ま
で

の
期

間
等

を
考

慮
し

、
安
全

な
勾

配
と

す
る

。
 

 
法

面
の

勾
配

は
、
原
則

と
し

て
労
働

安
全

衛
生

規
則

第
（

3
5
6
条

）
を

満
足

す
る

必
要
が

あ
り
、
土

質
条

件
、

掘
削

面
の

高
さ

に
つ

い
て

「
設
計

基
準

・
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
」
を

参
照

す
る

。
 

表
 

床
堀

勾
配

及
び

小
段

幅
（

パ
イ
プ

ラ
イ

ン
 

P
52
8
）
 

 
周

辺
地

盤
は

シ
ル

ト
層

及
び

粘
性
土

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら
、

0
.3
～

0.
6
の
勾

配
か

ら
1
:0
.
4
と
す

る
。
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2
)

土
工

の
施

工
機

械

掘
削

深
さ
が

5
m
以

下
の

範
囲
は

、
標
準

機
種

に
あ

た
る

バ
ッ

ク
ホ
ウ

0.
8
m
3
（
山

積
）

と
す

る
。
 

次
頁
に

5m
を
超

え
る

掘
削
時

の
機
種

選
定

表
を

添
付

す
る

。
 

 
掘
削
深
さ

が
5
m
を
超
え

る
床
堀
（
導

水
幹
線

水
路
接

続
工

、
吸
水
槽
(
本

体
、
導

水
幹
線

水
路
部
）

に
適
用

す
る
。

 

・
機
種
選

定
フ
ロ

ー

「
土
地
改
良
工
事
積
算
基
準

(土
木
工
事

)P
.4

2」
 

「
土
地
改
良
工
事
積
算
基
準

(土
木
工
事

)P
.4

3」
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  (
3
)
 
本
体

工
 

 
本

体
工

は
、

底
版

、
側

壁
、

頂
板

の
ス

テ
ッ

プ
に

分
け

ら
れ

、
そ

れ
ぞ

れ
鉄

筋
工

→
型

枠
工

→
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
→

養
生

 
の

順
で

作
業
が

進
め

ら
れ

る
。
 

 

側
壁

 2

底
板

側
壁

 1

 

 

図
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  (
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-
1
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 型

枠
工
 

 

 

図
 

型
枠

工
施

工
手

順
 

  
型

枠
撤

去
時

期
の

参
考

資
料

を
添
付

す
る

（「
水
路

工
P8
4
6
）
。
 

 

 

  
側

壁
に

あ
た

る
切

梁
の

撤
去

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

後
、

養
生

日
数

（
3
～

7
日

）
を

経
て

切
梁

か
ら

1m

下
位
ま
で

埋
戻
し

を
行
っ

た
後

に
行
う
（

設
置
時

と
同
じ

状
態

）。
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施
工

手
順

 

  

 

図
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

工
法

の
選
定
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(
4
)
管
水

路
工

(
4
-
1
)
 管

水
路

基
礎

工
 

管
水

路
の

基
礎

(管
頂
部

ま
で
)
を

砂
･砕

石
又

は
良

質
な

土
砂

を
用

い
て

施
工

す
る

場
合

に
適

用
す

る
。
 

施
工

フ
ロ

ー
は

次
図

を
標

準
と

す
る
。
 

･
機

種
の

選
定
 

作
業

区
分

(作
業
幅

)
に
よ

る
使

用
機
械

の
区

分
は

以
下

の
通

り
で
あ

る
。
 

作
業
幅

4
5
cm

以
上

･
･
･･
･
･
･･
･
･
･
･
振
動

コ
ン

パ
ク

タ
又

は
タ

ン
パ
 

作
業
幅

4
5
cm

未
満

･
･
･･
･
･
･･
･
･
･
･
タ
ン

パ
 

作
業
幅

1
0
0c
m
以
上

の
管

底
部

･
･
･振

動
ロ

ー
ラ

ハ
ン

ド
ガ
イ

ド
式
 

床
掘
り

勾
配

は
、

掘
削

深
が

2
m
未

満
で

あ
る

事
か

ら
1:
0
.
3
と

す
る

。
 

施
工
ヤ

ー
ド

は
下

図
の

ス
ペ

ー
ス
を

確
保

す
る

。
 

2.0m以下

土
木

シ
ー

ト

借
地

境
界

t
=
2
2
m
m

敷
鉄

板

1:
1
.0

1:
1.
0

5
0
0 3
0
0

工
事

用
道

路

4
5
0
0

3
0
0 1
.
5
D

埋
戻

土
仮

置
1
0
0
0

1:0.
3

1:0.
3

管
材

仮
置

き

盛
土

t
=
3
0
c
m

図
 
管
布
設
標
準
断
面
図
 

(
4
-
2
)
 鋼

管
機

械
布

設
 

鋼
管
の

機
械

布
設

に
適

用
す

る
。
 

･
施

工
フ

ロ
ー
 

･
機

種
の

選
定
 

機
種

の
選

定
は

次
表

を
標

準
と

す
る
。
 

「
土
地
改
良
工
事
積
算
基
準

(土
木
工
事

)P
.2

81
」
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(
5
)
既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
切
断

既
存

の
導

水
幹

線
水

路
の

撤
去

は
、

コ
ア

ボ
ー

リ
ン

グ
で

削
孔

し
ワ

イ
ヤ

ー
ソ

ー
イ

ン
グ

で
本

体
を

切

断
す

る
。
 

(
5
.
1
)コ

ア
ド

リ
ル

の
標

準
削
孔

速
度
 

表
 
コ
ア
ド
リ
ル
模
式
図
 

表
 
準
備
時
間
と
削
孔
速
度
 

(
5
.
2
)ワ

イ
ヤ

ー
ソ

ー
イ

ン
グ
 

直
接
固

定
式

を
用

い
る

。
 

図
 
直
接
固
定
式
模
式
図
 

表
 
基
本
準
備
時
間
 

表
 
基
本
切
断
速
度
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  (
5
.
3
)フ

ラ
ッ

ト
ソ

ー
イ

ン
グ
 

 
 

冷
却

水
を

供
給

し
て

切
断

す
る
方

式
で

、
通

称
“

コ
ン

ク
リ
ー

ト
カ

ッ
タ

ー
”

で
あ

る
。

 

 

 

 

表
 
最
高
切
断
速
度
 

 

 

    (
5
.
4
)濁

水
処

理
 

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

切
断

に
は

冷
却
水

が
用

い
ら

れ
、
切
断

後
は
セ

メ
ン

ト
を

含
ん

だ
濁

水
が
発

生
す

る
。

濁
水

は
ア

ル
カ

リ
成

分
が

高
い

た
め
、

排
水

溝
へ

直
接

排
出

す
る
こ

と
は

で
き

な
い

。
 

 
切

断
作

業
時

に
は

、
作

業
場

所
の

周
辺

に
養

生
シ

ー
ト

等
で

濁
水

の
拡

散
を

防
ぎ

、
地

上
の

ノ
ッ

チ
タ

ン
ク

に
サ

ン
ド

ポ
ン

プ
で

集
水

す
る

。
ノ

ッ
チ

タ
ン

ク
の

濁
水

は
、

バ
キ

ュ
ー

ム
車

で
く

み
取

っ
て

産
廃

処
理

場
に

廃
棄

ず
る

。
 

  1
2
-
1
-
3
吸

水
槽

 

 (
1
)
施

工
ヤ

ー
ド

の
造

成
 

 
機

場
周

辺
の

既
設

構
造

物
（

塀
、

門
扉

）
を

撤
去

す
る

。
 

施
工

に
必

要
な

範
囲

を
借

地
し

て
、

施
工

ヤ
ー

ド
、

工
事

用
道

路
を

造
成

す
る

。
施

工
ヤ

ー
ド

は
、

施
工

時
の

資
機

材
置

場
と

と
も

に
、

埋
戻

土
の

仮
置

き
場

と
し

て
利

用
す

る
。

 

 

R
1
-
2

R
1
-
1

R
1
-
3

小
前

田
用

水

武蔵野用水

雨

雨

雨

雨

汚 水
道

汚

汚
汚 雨

量
水
器

汚

汚

汚

雨

汚

汚

汚

汚

E

汚

止
水
栓

WC

公
桝

汚

諏
訪
支
右
7/

5

寄
居
高
17

0

水
道

水
道

物
置

物
置

諏
訪
支
右
5/

5

ｹ -
ﾌ ゙
 ﾙ 

ｹ -
ﾌ ゙
 ﾙ
 

西
階
戸
26

6

西
階
戸
3
11

汚

C
o

Co

H3
0K

BM
1

H=
9
1.

03
2

放
牧
地

タ
イ
ル

看
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.2

6

9
1.

21

91
.1

5

91
.0

7

91
.0

4

91
.0

3

9
1.

05

91
.0

5

91
.0

6

91
.
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91
.
00
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.
84

91
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0
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.0

9
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.1

1
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.1

6

91
.
14
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7
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.1

7
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.1

9
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5

91
.2

8

91
.
26
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45
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.2

5

9
1.

26
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6

91
.1

2

9
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24
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4
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2

9
1.

26
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7

91
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1

91
.
27
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.0

7
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9
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.1

9
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5

91
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7

91
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3

91
.1

2

91
.1

3

90
.7

6

91
.1

7

91
.1

290
.6

8

90
.
59

90
.6

3

91
.0

2

9
0.

62 91
.0

3

91
.0

7

9
1.

24

91
.1

9

91
.1

9

91
.2

3

91
.2

1

91
.1

591
.1

4

91
.
11

91
.
14

91
.1

4

91
.
19

91
.
16

91
.1

3

91
.
02

91
.1

1

91
.1

7

91
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4

91
.0

5
91

.1
4

9
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09

91
.
32
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2

91
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8

9
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15

91
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90
.9

5

90
.9

1
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9
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07
91

.1
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.
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1
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5

91
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9

91
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5
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9

91
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2

90
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90
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8

91
.0

0

91
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1

91
.2

3

91
.2

5

91
.4

2

91
.3

5

91
.
36

91
.2

3

91
.1

5

91
.3

3

91
.4

3

91
.3

1

9
1.

38

91
.2

5

91
.3

3

原
宿

用
水

E

汚

9
2
.
1

9
1
.
6

9
1
.
8

9
2
.
1

9
2
.
8

9
1
.
6

a

a

g

M3N
O.0

M3IP.
1

M3NO.1

TB7

N
O
.
9
4

N
O
.
9
5

N
O
.
9
4

N
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9
5

T
A
2
0

9 1 . 7

設
N
o
.
0

T A 2 2

M3IP.1+28.144

g

A
s

A
s

T
A
.
2

T
A
.
2
0

H
=
9

H
=
9
1
.
1
9
3

9
1
.
1
9

9
1
.
0
8

9
0
.
9
7

9
0
.
9
2

9
0
.
9
2

9
0
.
9
3

9
1
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0
9

9
1
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1
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9
1
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2
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9
1
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2
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9
1
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1
1

9
1
.
0
6

9
1
.
0
4

9
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1
2

9
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9
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1
7

9
1
.
0
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9
1
.
0
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9
1
.
0
1

9
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2

9
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1
0

9
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1
4

9
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.
9
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9
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9
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9
2
.
2
0

9
1
.
0
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9
1
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2
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9
1
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0
2

9
0
.
9
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9
1
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2
1

9
1
.
0
0

9
0
.
9
4

9
0
.
9
6

9
0
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7
5

9
0
.
9
3

9
0
.
7
7

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
2

9
1
.
0
9

9
0
.
9
9

9
0
.
8
5

9
0
.
7
7

9
0
.
9
3

9
0
.
9
7

9
0
.
9
0

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
6

9
1
.
1
9

9
1
.
0
5

9
1
.
0
1

9
0
.
9
7

9
1
.
0
7

9
0
.
9
8

9
1
.
2
6

9
1
.
0
5

9
1
.
0
6

9
1
.
1
6

9
1
.
0
7

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
1
0

9
1
.
2
2

9
1
.
2
7

9
1
.
3
3

9
1
.
1
8

9
1
.
1
8

9
1
.
1
7

9
1
.
1
29
1
.
0
6

9
0
.
9
7

9
0
.
9
5

9
1
.
1
69

1
.
1
3

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
0
3

9
1
.
0
9

9
1
.
0
4

9
1
.
1
3

9
0
.
9
6

C
1
4
6

C
1
4
7

W
1
4
8

C
1
4
9

C
1
5
4

C
1
5
5

P
4
2
4

P
4
2
2

C
1
5
6

P
1
5
7

C
1
3
8

P
4
2
0

P
4
2
1

C
1
4
3

C
1
4
4

C
1
5
0

C
1
5
1

5
-
0
0
1

5
-
0
0
2 5
-
0
0
3

5
-
0
0
4

下

下

下

下

下

西
階

所
3
1
1

西
階

所
2
6
6

西
階

所
9
4
7

寄
居

高
1
7
0

下

下

電

埋
戻

土
仮

置
場

H
=
3
m

工事用道路B=4.5m

9
0
.
7
5

9
0
.
8
0

9
0
.
9
0

4950

91
.3

4

N
O
.9
4
+2
9.
17
0

NO
.
94
+
34
.
77
0

R
2-

2

R
2
-
1

R
2
-
3

T1

T1-1

91.89

91.8991.90

91.61

91.61 91.60

91.46

91.47

91.48
91.39 91.27

91.22
91.21

91.32 91.40

91.45
91.3191.3391.36

91.31
91.5091.50

91.75

91.53

91.67

91.47
91.34

91.53

91.45

91.48

91.44

91.57

91.61

91.76

91.84

91.85
91.78 91.63 91.70

91.71 91.92

92.4492.4692.93 92.88

H=91.702

H=91.500

寄居高168

As

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

DN

DN

～
工

事
用

道
路

～

～
施

工
ヤ

ー
ド

～
（

旋
回

場
所

）

N
o
.2
(花

園
H
30
-
2)

H
=
91
.2
6
m

D
ep
=
13
.4
2
m

原
宿

用
水

路
φ

6
0
0

武
蔵

野
用

水
路

φ
4
0
0

小
前

田
用

水
路

φ
4
00

用
地

買
収

範
囲

～
表

土
は

ぎ
～

 

図
 

施
工

ヤ
ー

ド
平

面
図
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施
工

ヤ
ー

ド
、

埋
戻

土
の

仮
置

場
は

、
土

木
シ

ー
ト

を
敷

設
し

て
土

砂
の

混
入

を
防

ぐ
。

埋
戻

し
土

の
仮

置
き

高
さ

は
、

飛
散

防
止

の
た

め
に

3
m
以

下
に

抑
え

る
。

 

施
工

ヤ
ー

ド
断

面
図

S
=
1
:
5
0

盛
土

（
購

入
土

）

t
=
3
0
c
m

300
土

木
安

定
シ

ー
ト

山
砂

t
=
3
0
c
m

敷
き

鉄
板

t
=
2
2
m
m

土
木

安
定

シ
ー

ト

1
0
0
0

工
事

用
進

入
路

(
4

5
0
0
)

3
0
0

1
0
0
0

5
0
0

3
5
0
0

5
0
0

土
砂

仮
置

場
S
=
1
:
1
0
0

施
工

ヤ
ー

ド

(
埋

戻
土

仮
置

き
)

(
資

材
仮

置
き

)

図
 
施

工
ヤ

ー
ド

断
面

図

工
事

用
道

路
は

全
体

幅
員

を
4
.
5
m
と

し
、

敷
き

鉄
板

を
布

設
し

て
基

盤
及

び
路

盤
を

保
護

す
る

。

敷
き

鉄
板

t
=
2
2
m
m

5
0
0

1
5
0
0

5
0
0

1
5
0
0

5
0
0

4
5
0
0

1:
1.
5

1:
1.
5

300

盛
土

（
購

入
土

）

図
工

事
用

道
路

標
準

断
面

図

新
設

機
場

敷
地

の
北

側
は

宅
地

に
隣

接
す

る
こ

と
か

ら
、

工
事

の
騒

音
の

低
減

を
目

的
と

し
て

、
「

遮
音

壁
」

を
設

置
す

る
。

 

安
全

鋼
板

3000

1:0
.4

1
4
0
0

5
0
0

借
地

範
囲 図

遮
音

壁
断

面
図

図
遮

音
壁

設
置

例

3
0



  (
2
)
吸

水
槽

本
体

工
 

(
2
.
1
)
施

工
順

序
 

 
新

設
す

る
吸

水
槽

は
、

導
水

幹
線

水
路

の
一

部
を

撤
去

し
て

導
水

路
と

共
に

吸
水

槽
を

構

築
す

る
。
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▽
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▽
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0
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▽
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擁
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m
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=
6
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0
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8
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8
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W
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8
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.
7
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8
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.
5
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2280

450

L
型

擁
壁

T
-
1
4
,
H
=
2
.
4
0
m

(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
)

L
型

擁
壁

T
-
1
4
,
H
=
4
.
0
0
m

(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
2
4
N
-
8
-
2
5
)

角
落

し
工

 

図
 

吸
水

槽
断

面
図

 

  
工

事
の

施
工

順
序

を
示

す
。

 

 
土

留
工

設
置

 
 

・
・

・
 

鋼
矢

板
打

設
（

硬
質

地
盤

ク
リ

ヤ
工

法
）

 

↓
 

 
土

 
 

 
工

 
 

・
・

・
 

床
掘

、
支

保
工

設
置

 

 
 

 
↓

 

 
導

水
幹

線
水

路
上

部
撤

去
 

 
・

・
幹

線
水

路
切

断
、

撤
去

 

↓
 

 
 

 

 
吸

水
槽

本
体

工
 

 
・

・
・

左
岸

側
本

体
工

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

 

 
 

 
↓

 

 
L
形

擁
壁

工
 

 
・

・
・

 
L
形

擁
壁

設
置

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

 

 
 

 
↓

 

 
導

水
幹

線
水

路
側

壁
撤

去
 

 
・

・
幹

線
水

路
側

壁
切

断
、

撤
去

 

 
 

 
↓

 

 
埋

戻
、

土
留

工
撤

去
 

 
・

・
幹

線
水

路
側

壁
切

断
、

撤
去

 

 
 

 
↓

 

 
完

 
 

 
 

了
 

 

 

  (
2
.
2
)
既

設
導

水
幹

線
水

路
の

撤
去

、
復

旧
 

 
既

設
導

水
幹

線
水

路
の

撤
去

は
、

水
路

断
面

を
切

断
に

よ
り

分
割

し
て

ク
レ

ー
ン

で
地

上

に
吊

り
上

げ
処

分
す

る
。

 

 
縦

断
方

向
の

分
割

数
は

、
L
形

擁
壁

の
ス

パ
ン

に
合

わ
せ

て
4
等

分
す

る
。

 

 

1
)
床

掘
り

完
了

後
、

頂
部

と
側

面
を

コ
ア

ド
リ

ル
で

削
孔

す
る

。
N
＝

3
本

×
5
＝

1
5
カ

所
 

2
)
頂

部
を

縦
断

方
向

に
ワ

イ
ヤ

ー
ソ

ー
で

切
断

す
る

。
L
＝

4
.
9
5
m
×

1
 

3
)
水

路
上

部
の

頂
部

・
側

面
を

断
面

方
向

に
ワ

イ
ヤ

ー
ソ

ー
で

切
断

す
る

。
 

 
 
①

A
=
1
.
9
1
m
2
×

2
カ

所
×

5
本

 

4
)
切

断
片

に
二

次
施

工
ア

ン
カ

ー
で

吊
り

金
具

を
設

置
す

る
。

 

5
)
側

壁
の

両
側

を
水

平
方

向
に

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

で
切

断
し

、
分

割
片

を
ク

レ
ー

ン
(
2
5
t
)
で

地
上

に
つ

り
上

げ
る

。
分

割
片

N
＝

2
×

4
＝

8
個

 

・
・

・
・

 
吸

水
槽

本
体

工
構

築
 

・
・

・
 

6
)
底

版
の

中
央

に
フ

ラ
ッ

ト
ソ

ー
イ

ン
グ

で
縦

断
方

向
に

切
断

す
る

。
L
＝

4
.
9
5
×

2
本

 

7
)
右

岸
側

の
底

版
を

コ
ア

ド
リ

ル
で

削
孔

す
る

（
1
ス

パ
ン

分
）
。

 

8
)
底

版
・

側
壁

を
断

面
方

向
に

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

で
切

断
す

る
。

 

9
)
吊

り
上

げ
金

具
を

取
付

け
、

底
版

を
ワ

イ
ヤ

ー
ソ

ー
で

切
断

し
ク

レ
ー

ン
で

吊
り

上
げ

る
。

 

1
0
)
右

岸
側

に
L
形

擁
壁

を
設

置
し

、
目

地
部

を
漏

水
し

な
い

よ
う

に
養

生
す

る
。

 

・
・

・
 

夜
間

通
水

を
行

う
。

7
)
～

1
0
)
を

4
ス

パ
ン

に
つ

い
て

実
施

す
る

。
・

・
・

 

1
1
)
左

岸
側

底
版

・
側

壁
を

右
岸

側
に

準
じ

て
撤

去
す

る
。

 

1
2
)
底

版
の

エ
ア

ー
モ

ル
タ

ル
を

斫
り

、
面

斫
り

(
t
=
3
c
m
)
を

行
っ

て
ジ

ェ
ッ

ト
セ

メ
ン

ト

で
平

滑
に

仕
上

げ
る

。
 

 

8
0
0

2
4
0
0

8
0
0

コ
ア

ド
リ

ル

φ
1
0
0
,
L
=
0
.
8
0
m
×

2

4
0
0
0

4
0
0
0

3650

2
0
0
0

2
0
0
0

フ
ラ

ッ
ト

ソ
ー

イ
ン

グ

t
=
1
0
c
m
×

2
カ

所

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ

A
=
1
.
9
1
m
2
×

2

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ

A
=
1
.
4
5
m
2
×

2

コ
ア

ド
リ

ル

φ
1
0
0
,
L
=
0
.
8
0
m

(
ク

ラ
ウ

ン
)

コ
ア

ド
リ

ル

φ
1
0
0
,
L
=
1
.
9
5
m

コ
ア

ド
リ

ル

φ
1
0
0
,
L
=
1
.
9
5
m

底
版

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
既

設
利

用
t
=
4
0
0
)

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ

W
0
.
8
0
m
×

L
4
.
9
5
m

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ

W
2
.
0
0
m
×

L
4
.
9
5
m
×

2

450800

13001100 50

2400

底
部

排
水

管

(
上

下
流

端
止

水
キ

ャ
ッ

プ
)

1

2

 
図

 
導

水
幹

線
水

路
撤

去
断

面
図

 

 

3
1



分
割

さ
れ

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
片

の
重

量
は

、
W
=
5
.
8
t
で

あ
る

。

導
水

幹
線

水
路

コ
ン

ク
リ

ー
ト

塊
分

割
重

量
表

番
号

① ②

断
面

積

m
2

1
.
9
1

1
.
4
5

長
さ m

1
.
2
3
8

1
.
2
3
8

体
積

m
3

2
.
3
6
5

1
.
7
9
5

重
量 t

5
.
7
9
4

4
.
3
9
8

個
数

ヶ 8 8

備
考

使
用

す
る

ク
レ

ー
ン

は
、

作
業

半
径

が
1
0
m
程

度
で

あ
り

2
5
t
吊

り
と

す
る

。

 
L

形
擁

壁
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

二
次

製
品

）
は

、
約

5
.
4
5
t
／

1
個

で
あ

り
ク

レ
ー

ン
は

2
5
t

吊
り

を
用

い
る

。
 

工　種数量施工能力作業時間開始時刻終了時刻
5678910111213141516171819202122

ワイヤーソーイング

1.450.04m2/min

ワイヤーソーイング

3.300.04m2/min

10ヶ/日

0.69.09.6

タイムスケジュール作　業　時　刻

仮廻し通水

側壁鉛直切断

底版切断

コンクリート撤去

吸水槽 1スパン当り

水位低下

L形擁壁吊込み

目地養生

仮廻し通水

14.0

1.014.015.0

1.49.611.0

1.011.012.0
休憩

予備時間

0.515.015.5

1.013.0

吸
水

槽
　

L
形

擁
壁

1
ス

パ
ン

当
り
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

3
2



S
=
1
:
1
0
0

導
水

幹
線

水
路

施
工

手
順

図

▽
G
L

9
1
.
0
0

1000

ス
テ

ッ
プ

,
1

1
、

鋼
矢

板
、

親
杭

を
「

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法
」

で
打

設
す

る
。

2
、

支
保

工
を

設
置

し
な

が
ら

、
床

掘
り

を
行

う
。

3
、

導
水

幹
線

水
路

を
残

し
て

、
バ

ッ
ク

ホ
ウ

で
床

掘
り

行
う

。
幹

線
幹

線
水

路
に

偏
圧

が
作

用
し

な
い

よ
う

に
左

右
の

掘
削

深
に

留
意

す
る

。

6120

6480

▽
G
L

9
1
.
0
0

ス
テ

ッ
プ

,
2

1
、

非
か

ん
が

い
期

を
待

っ
て

（
仮

廻
し

流
量

Q
=
0
.
6
0
m
3
/
s
）

撤
去

に
着

手
す

る
。

2
、

通
水

(
2
4
h
)
を

行
い

な
が

ら
、

吸
水

槽
工

事
を

行
う

。
3
、

右
岸

側
の

L
形

擁
壁

基
礎

工
を

施
工

す
る

。
4
．

導
水

幹
線

水
路

の
上

部
を

切
断

撤
去

す
る

。

か
ん

が
い

期
通

水

ス
テ

ッ
プ

,
3
-
2
/
2

▽
G
L

9
1
.
0
0

ス
テ

ッ
プ

,
5

1
.

右
岸

側
の

底
版

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

設
す

る
。

2
.

昼
間

の
断

水
を

行
い

、
左

岸
側

の
側

壁
を

切
断

・
撤

去
す

る
。

3
．

底
版

面
を

面
斫

り
を

行
っ

て
整

形
し

、
ジ

ェ
ッ

ト
セ

メ
ン

ト
で

仕
上

げ
る

。

▽
G
L

9
1
.
0
0

ス
テ

ッ
プ

,
6

2
4
h
の

仮
廻

し
通

水
を

行
う

。
1
、

埋
戻

し
・

土
留

め
工

の
撤

去
を

行
う

。
2
、

上
段

の
擁

壁
工

、
角

落
し

工
事

を
行

う
。

ス
テ

ッ
プ

,
3
-
1
/
2

事
業

所
名

1
:
1
0
0

尺
度

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

会
社

名

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

図
面

名
施

工
手

順
図

(
2
/
3
)

工
事

名

年
月

日

図
面

番
号

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

吸
水

槽
本

体
工

L
形

擁
壁

（
上

段
）

埋
戻

埋
戻

▽
床

掘
基

面

▽
床

掘
基

面

L
形

擁
壁

基
礎

工

施
工

手
順

図
(

2
/

3
)

参
5

-
2
/
3

Q=0.60m3/s

hw=513

導
水

幹
線

水
路

切
断

・
撤

去

▽
G
L

9
1
.
0
0

昼
間

は
断

水
を

行
い

、
通

水
は

夜
間

の
み

と
す

る
。

1
、

右
岸

側
に

切
断

機
を

据
え

て
側

壁
の

切
断

を
行

う
。

2
、

切
断

片
は

ク
レ

ー
ン

で
地

上
に

搬
出

す
る

。
3
、

底
部

配
水

管
(
V
U
φ

2
0
0
)
は

、
端

部
を

木
栓

で
止

水
す

る
。

底
版

切
断

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ
機

側
壁

切
断

・
撤

去

▽
G
L

9
1
.
0
0

1
、

L
形

擁
壁

を
1
ス

パ
ン

据
付

け
る

2
、

仮
目

地
を

行
い

、
仮

廻
し

通
水

を
再

開
す

る
。

3
-
1
/
2
～

3
-
2
/
2
は

、
L
形

擁
壁

1
ス

パ
ン

／
日

と
し

、

4
ス

パ
ン

に
分

割
し

て
行

う
。

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ
機

角
落

し
工

底
版

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L
形

擁
壁

据
付

（
土

留
め

工
設

置
、

床
掘

）

（
吸

水
槽

、
導

水
路

上
部

撤
去

）

（
導

水
路

右
岸

壁
撤

去
）

（
L
形

擁
壁

据
付

け
）

（
導

水
路

左
岸

撤
去

、
内

面
仕

上
げ

）

（
埋

戻
し

、
擁

壁
工

）

3
3



  (
2
.
3
)
L
形

擁
壁

の
構

造
 

 
導

水
幹

線
水

路
の

右
岸

壁
は

、
用

水
の

夜
間

通
水

が
施

工
条

件
で

あ
る

事
か

ら
、

撤
去

・

復
旧

作
業

を
１

日
毎

（
昼

間
）

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
よ

っ
て

、
右

岸
壁

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト

二
次

製
品

を
採

用
す

る
。

 

 
L
形

擁
壁

は
背

面
高

が
H
=
6
.
0
m
に

対
し

製
品

規
格

は
H
＜

5
.
0
m
で

あ
り

、
規

格
製

品
で

は

対
応

で
き

な
い

。
ま

た
、

背
面

高
H
＞

5
m
の

二
次

製
品

は
、

扶
壁

式
の

「
大

型
分

割
式

擁
壁

」

が
該

当
す

る
が

、
計

画
延

長
が

L
=
4
.
9
5
m
で

あ
る

事
か

ら
長

さ
の

調
整

が
で

き
な

い
。

安
定

す
る

新
た

な
擁

壁
断

面
の

製
作

は
、

鋼
製

型
枠

の
制

作
費

が
非

常
に

高
価

で
割

高
と

な
る

。
 

よ
っ

て
、

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
断

面
の

型
枠

を
改

良
し

た
構

造
を

提
案

す
る

。
 

 

3
0
0

300

3
0
0

3503650

4000

1
8
0
0

2
2
0
0

4
0
0
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
2
4
N
-
8
-
2
5
)

L
型

擁
壁

T
-
1
4
,
H
=
4
.
0
0
m

(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
)

▽
8
5
.
3
6
5

 
図

 
L
形

擁
壁

断
面

図
 

  
L
形

擁
壁

の
か

か
と

版
の

長
さ

は
安

定
計

算
か

ら
決

定
さ

れ
る

が
、
ト

レ
ー

ラ
ー

で
運

搬
す

る
に

は
か

か
と

版
を

分
割

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
こ

で
、

背
面

側
(
L
=
2
.
2
0
m
)
の

か
か

と
版

は

H
=
6
m
の

土
圧

作
用

時
に

必
要

な
長

さ
で

あ
り

、
用

水
仮

廻
し

時
に

は
必

要
が

な
く

、
工

程
上

も
左

岸
工

事
中

に
養

生
期

間
が

採
れ

る
。

よ
っ

て
、

か
か

と
版

の
背

面
側

は
現

場
打

ち
構

造

と
す

る
。

 

 
次

ペ
ー

ジ
に

単
価

比
較

を
添

付
す

る
。

 

 

   

 

 

 
現

場
打

ち
か

か
と

版
の

単
価

比
較

 

 
 

 
 

 

 

3
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(
2
.
4
)
L
形

擁
壁

の
背

面
埋

戻

 
H
=
4
.
0
m
の

擁
壁

の
上

段
に

は
H
=
2
.
4
m
の

L
形

擁
壁

を
設

置
し

て
、
吸

水
槽

の
開

口
部

を
設

け
る

。
 

 
こ

の
擁

壁
の

基
礎

は
L
形

擁
壁

(
H
=
4
.
0
m
)
の

埋
戻

し
土

に
あ

た
り

、
将

来
的

に
不

等
沈

下

を
起

こ
す

可
能

性
が

あ
る

。
よ

っ
て

、
L
形

擁
壁

(
H
=
4
.
0
m
)
の

背
面

は
、

セ
メ

ン
ト

を
添

加
し

た
盛

土
材

を
使

用
す

る
。

 

セ
メ

ン
ト

改
良

材
の

添
加

量
は

、
最

小
添

加
量

(
5
0
k
g
/
m
3
：

地
盤

改
良

マ
ニ

ュ
ア

ル
P
1
1
1
)

と
す

る
。

～
セ

メ
ン

ト
混

合
土

～

(
5
0
k
g
/
m
3
)

▽
G
L

9
1
.
0
0

L
型

擁
壁

T
-
1
4
,
H
=
2
.
4
0
m

(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
二

次
製

品
)

図
L
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  1
2
-
1
-
4
導

水
幹

線
水

路
接

続
工

 

(
1
)
既

設
機

場
の

撤
去

 

(
1
.
1
)
概

 
要

 

 
既

設
機

場
は

、
幹

線
水

路
に

併
設

さ
れ

た
吸

水
槽

と
ポ

ン
プ

場
が

あ
り

、
地

上
部

に
は

建

屋
が

造
成

さ
れ

て
い

る
。

 

撤
去

作
業

は
、

下
記

の
順

序
で

行
う

。
 

 
 

・
1
次

施
工

：
建

屋
撤

去
、

倉
庫

棟
撤

去
 

 
 

・
2
次

施
工

：
建

屋
基

礎
、

ポ
ン

プ
室

擁
壁

撤
去

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

鋼
矢

板
打

設
（

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法
）

 

 
 

・
3
次

施
工

：
導

水
幹

線
導

水
路

、
吸

水
槽

撤
去

 

▽
8
4
.
8
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G
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既
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揚
水

機
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0
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柱
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5
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留
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工
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幹線導水路
吸水槽撤去
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図
 

既
設

機
場

撤
去

順
序

 

  
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
取

壊
し

方
法

は
、

下
表

の
機

種
が

用
い

ら
れ

る
。

 

 
撤

去
ガ

ラ
は

所
定

の
廃

棄
物

処
分

場
に

搬
出

す
る

。
 

施
工

区
分

 
機

械
名

 
摘

 
要

 

大
型

ブ
レ

ー
カ

に
よ

る
方

法
 

大
型

ブ
レ

ー
カ

、
バ

ッ
ク

ホ
ウ

 
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
ﾌ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ｶ
に

よ
る

方
法

 
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

レ
ー

カ
、
空

気
圧

縮
機

 
 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
圧

砕
機

に
よ

る
方

法
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

圧
砕

機
、

バ
ッ

ク
ホ

ウ
 

 

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
の

処
理

、
積

込
・

運
搬

 
バ

ッ
ク

ホ
ウ

、
ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

 
 

表
 

取
壊

し
機

械
の

機
種

（
参

考
）

 

  (
1
.
2
)
取

壊
し

方
法

 

1
)
1
次

施
工

：
建

屋
 

 
建

屋
の

撤
去

は
、

木
造

平
屋

建
て

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

バ
ッ

ク
ホ

ウ
で

取
壊

す
。

 

 2
)
2
次

施
工

：
ポ

ン
プ

室
撤

去
 

 
ポ

ン
プ

室
内

の
設

備
機

器
は

事
前

に
撤

去
し

て
お

く
。

 

 
管

理
棟

の
基

礎
は

鉄
筋

コ
ン

ン
ク

リ
ー

ト
造

で
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
レ

ー
カ

、
バ

ッ
ク

ホ

ウ
で

取
壊

す
。

 

 
ポ

ン
プ

室
の

外
壁

は
逆

T
式

擁
壁

構
造

で
、

吸
水

槽
を

囲
む

範
囲

に
造

ら
れ

て
い

る
。

鋼

矢
板

打
設

に
支

障
と

な
る

範
囲

を
対

象
に

、
素

掘
り

し
て

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
取

壊
す

。
 

 
擁

壁
撤

去
後

、
仮

埋
戻

し
を

行
っ

て
鋼

矢
板

打
設

用
に

整
地

す
る

。
 

 3
)
3
次

施
工

：
導

水
幹

線
水

路
、

吸
水

槽
撤

去
 

鋼
矢

板
を

「
硬

質
地

盤
ク

リ
ア

工
法

」
で

打
設

し
、

床
掘

り
と

平
行

し
て

支
保

工
の

設
置

を
行

う
。

 

導
水

幹
線

水
路

の
撤

去
範

囲
は

、
接

続
管

の
据

付
け

に
必

要
な

範
囲

と
し

ト
ン

ネ
ル

断
面

の
中

心
か

ら
上

部
と

す
る

。
既

設
吸

水
槽

は
頂

板
を

対
象

と
す

る
。

 

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
撤

去
は

、
コ

ア
ド

リ
ル

で
ワ

イ
ヤ

ー
ソ

ー
が

利
用

で
き

る
よ

う
に

先
行

削
孔

し
、

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

の
ワ

イ
ヤ

ー
を

通
し

て
切

断
・

分
割

す
る

。
 

 

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ

A
=
1
.
3
7
m
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ド
リ
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グ

用
)
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=
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ワ
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ヤ
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ソ
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イ
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グ

t
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0
.
5
0
m
,
L
=
3
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0
0
m

3
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0
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4
0
0

7
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0
0

5003400500

4400

100
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ト
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ネ
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中
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内
挿

管
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4
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図
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分

割
し

た
コ

ン
ク

リ
ー

ト
片

の
重

量
は

、
最

大
で

1
2
.
1
ｔ

／
個

で
あ

り
、

作
業

半
径

1
0
ｍ

を
考

慮
し

て
ラ

フ
タ

ー
ク

レ
ー

ン
4
5
t
を

用
い

る
。

 

切
断

片
は

地
上

に
吊

上
げ

、
破

砕
・

処
分

す
る

。

導
水

幹
線

水
路

コ
ン

ク
リ

ー
ト

塊
分

割
重

量
表

番
号

断
面

積

m
2

1
.
3
7

1
.
2
5

1
.
5
0

長
さ m

3
.
5
9
5

3
.
5
9
5

2
.
8
0
0

体
積

m
3

4
.
9
2
5

4
.
4
9
4

4
.
2
0
0

重
量 t

1
2
.
0
6
6

1
1
.
0
1
0

1
0
.
2
9
0

個
数

ヶ 2 2 2

備
考

1 2 3

幹
線

水
路

左
側

上
部

幹
線

水
路

右
側

上
部

吸
水

槽
頂

版

機
　

　
械

　
　

名
ホ

イ
　

ー
　

　
　

ル
ク

レ
ー

　
　

ン

規
　

　
　

　
　

 格
油

　
　

圧
　

　
式

　
　

４
５

　
ｔ　

吊
（
ア

ウ
ト

リ
ガ

最
大

張
出

・
全

周
）

ブ
ー

ム
長

（
ｍ

）
フ

ッ
ク

の
地

上
最

高
高

さ
定

　
 格

総
荷

重
ｍ

ｔ
ｍ

ｔ
ｍ

ｔ
ｍ

ｔ
ｍ

ｔ
ｍ

ｔ
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.0
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1
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2
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1
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2
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8
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1
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2
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1
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3
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2
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1
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3
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1
8
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0
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3
4
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1
3
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0
.5

3
9
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1
0
.4

1
7
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2
4
.7

3
1
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（ ｍ ）作 業 半 径

表
ラ

フ
タ

ー
ク

レ
ー

ン
4
5
t
吊

り
定

格
荷

重
表

(
2
)
導

水
管

の
接

続

(
2
.
1
)
施

工
手

順
 

既
設

コ
ン

ク
リ

ー
ト

撤
去

後
の

導
水

管
の

施
工

フ
ロ

ー
示

す
。

接
続

管
の

吊
込

み
・

・
・

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

2
5
t
で

据
付

け

↓

浮
上

防
止

バ
ン

ド
取

付
け

・
・

・
後

施
工

ア
ン

カ
ー

工
、

バ
ン

ド
取

付
け

↓

巻
立

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

・
・

・
型

枠
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工

↓

内
面

バ
ン

ド
設

置
・

・
・

・
・

内
面

バ
ン

ド
取

付
け

↓

 
完

 
 

了

導
水

管
接

続
作

業
は

、
昼

間
の

断
水

時
に

行
い

、
夜

間
は

用
水

を
通

水
す

る
。

接
続

管
は

底
版

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
仮

受
架

台
を

設
置

し
、

所
定

の
位

置
に

据
付

け
る

。
 

管
の

浮
上

防
止

バ
ン

ド
を

取
付

け
る

。
バ

ン
ド

の
ア

ン
カ

ー
を

打
込

む
既

設
底

版
面

は
、

樹
脂

モ
ル

タ
ル

等
で

整
形

す
る

。
 

巻
立

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
は

、
管

の
中

心
で

上
下

に
分

け
て

2
回

打
設

と
す

る
。

 

内
面

バ
ン

ド
を

下
流

側
の

新
設

吸
水

槽
か

ら
搬

入
し

、
所

定
箇

所
に

固
定

す
る

。
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。
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・

撤
去

を
行

う
。
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。
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・

撤
去

を
行

う
。

揚
水

機
場

倉
庫

棟

3
8



事
業

所
名

尺
度

会
社

名

年
月

日

図
面

名

工
事

名

図
面

番
号

1
:
1
0
0

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

参
5

-
3
/
3

施
工

手
順

図
(
3
/
3
)

S
=
1
:
1
0
0

導
水

幹
線

水
路

施
工

手
順

図

ス
テ

ッ
プ

,
1

1
、

建
屋

を
撤

去
後

、
ポ

ン
プ

室
を

素
掘

り
で

開
削

し
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
レ

ー
カ

ー
で

取
壊

・
撤

去
す

る
。

2
、

ポ
ン

プ
室

撤
去

後
、

地
表

面
ま

で
仮

埋
戻

し
を

行
い

矢
板

打
設

基
面

と
す

る
。

ス
テ

ッ
プ

,
3

1
、

昼
間

の
断

水
時

に
、

仮
受

架
台

を
設

置
し

て
F
R
P
M
管

を
ク

レ
ー

ン
で

据
付

け
る

。
2
、

継
手

部
は

遮
水

シ
ー

ト
で

養
生

し
、

夜
間

通
水

を
行

う
。

ス
テ

ッ
プ

,
2

1
、

鋼
矢

板
、

親
杭

を
「

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法
」

で
打

設
す

る
。

2
、

支
保

工
を

設
置

し
な

が
ら

、
床

掘
り

を
行

う
。

3
、

導
水

幹
線

水
路

を
残

し
て

、
バ

ッ
ク

ホ
ウ

で
床

掘
り

行
う

。
4
、

導
水

幹
線

水
路

の
上

部
半

断
面

と
吸

水
槽

の
頂

板
を

切
断

・
撤

去
す

る
。

5
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片
は

、
ク

レ
ー

ン
で

地
上

に
つ

り
上

げ
て

破
砕

す
る

。
6
、

底
部

配
水

管
の

上
下

流
端

は
、

キ
ャ

ッ
プ

で
止

水
す

る
。

か
ん

が
い

期
通

水

幹
線

導
水

路
断

面

1:0
.5

1:0
.5

ポ
ン

プ
室

（
擁

壁
）

5
0
0

500

既
設

吸
水

槽
7
4
0
0

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

切
断

鋼
矢

板
土

留
め

工

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法

F
R
P
M
φ

2
4
0
0

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

仮
受

架
台

▽
床

掘
基

面

▽
床

掘
基

面

施
工

余
裕

幅

1
.
0
m
以

上

1
0
0
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

カ
ッ

タ
ー

切
断

ス
テ

ッ
プ

,
4

ス
テ

ッ
プ

,
6

ス
テ

ッ
プ

,
5

Q=0.60m3/s

hw=513

500

底
部

配
水

管
(
V
φ

U
2
0
0
)

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

切
断

▽
床

掘
基

面
▽

床
掘

基
面

施
工

余
裕

幅

1
.
0
m
以

上

8
4
0
0

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

切
断

鋼
矢

板
土

留
め

工

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法

吸
水

槽
断

面
端

部
断

面

1
、

浮
上

防
止

バ
ン

ド
を

取
付

け
る

。
2
，

型
枠

を
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
上

に
組

立
て

る
。

2
、

巻
立

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

2
回

に
分

け
て

打
設

・
養

生
す

る
。

1
、

土
砂

の
埋

戻
し

、
土

留
め

工
の

撤
去

を
行

う
。

2
、

周
辺

地
盤

に
合

わ
せ

て
整

地
を

行
う

。

型
枠

型
枠

巻
立

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
1
0
0

3100

～
埋

戻
～

1
、

昼
間

の
断

水
時

間
を

利
用

す
る

。
2
、

吸
水

槽
立

坑
か

ら
資

材
を

搬
入

す
る

。
3
、

継
手

箇
所

に
内

面
バ

ン
ド

を
取

付
け

る
（

3
カ

所
）

。

内
面

バ
ン

ド

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

施
工

手
順

図
(

3
/

3
)

（
既

設
ポ

ン
プ

室
撤

去
）

（
鋼

矢
板

打
設

、
導

水
幹

線
水

路
撤

去
）

（
F
R
P
M
管

据
付

け
）

（
巻

立
て

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
）

（
内

面
バ

ン
ド

取
付

け
）

（
埋

戻
、

矢
板

引
抜

き
）

3
9



  (
2
.
2
)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
時

の
管

の
浮

上
対

策
 

F
R
P
M

管
の

巻
立

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

時
は

、
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
よ

る
浮

力
で

管
の

浮
き

上
が

り
が

生
じ

る
た

め
、

対
策

を
検

討
す

る
。

 

 

浮
上

防
止

バ
ン

ド

巻
立

コ
ン

ク
リ

ー
ト

2
1
-
1
2
-
2
5

F
R
P
M
φ

2
4
0
0

内
圧

5
種

1回目打設2回目打設

3
1
0
0

 

 

図
 

巻
立

コ
ン

ン
ク

リ
ー

ト
断

面
図

 

 管
の

断
面

が
大

き
く

発
生

す
る

浮
力

が
大

き
い

こ
と

か
ら

、
管

の
中

心
で

2
回

に
分

け
て

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

設
す

る
。

 

 
次

ペ
ー

ジ
以

下
を

添
付

す
る

。
 

1
)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
時

の
管

体
の

検
討

 

2
)
浮

上
防

止
バ

ン
ド

の
検

討
 

   

Pk Eb n S D t
  

  
  

 
  

  
  

 
  

 
D

0
  

  
  

 
  

 
  

  
  

 
  

 
Eb

  
  

  
a

  
  

  

  
  

 

  
  

  
  

  
  

  
 

 

 

 
 

1
)
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
時

の
管

体
の

検
討

　
　

　

4
0



R
  

  
 

  
 

C

  
  

L
  

  
 

  
 

Z B
  

  
 

  
 

D
  

  
 

  
 

t
  

  
 

  
 

S
  

  
  

 

  
  

  
 

 
  

 

   
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

=1
20

=1
20

Z 
=

 B
t²

6

 
 

  
 

w
  

  
  

  
 

  
 

(
D

²
4

)
q

q
  

  
 

  
 

  
 

L
  

  
 

  
 

Z
Z 

=
 (

32
)

{(
D

D
)

D
}

I
I =

 (
64

)
{(

D
D

)}
E D

  
  

 
  

 
D

0
  

  
 

  
 

  
  

L
  

  
  

S

    

=
  

  
  

 
  

 
  

  
  

  
 

   
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
   

  
  

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
   

  
  

 

  
 

  

  
  

 
 

  
 

L w

4
1



2
)
浮

上
防

止
バ

ン
ド

の
検

討

4
2



 
 

 
  

 
  

 

 
 

  
 

  
 

  
     

 

  
  

 

  
  

 
  

 
  

  
 

 
 

  
  

  
  

 

  
 

  
 

 
  

  
 

  
   
    

 
 

  
 

 

  
  

  
  

 

    
  

  
 

  
  

  
  

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

  
  

 

  
  

  
 

  
  

  
  

 

  
  

  
 

  
 

  
  

 
  

  
 

  
  

  
 

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 

  
  

  
 

  
  

  
 

 

  
  

  
 

  
  

  
 

  
  

 
 

  

4
3



ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト

M
2
2
,
L
=
2
0
0

寸
切

り
ボ

ル
ト

M
2
0

1378R=1259

タ
ー

ン
バ

ッ
ク

ル
M
2
0

等
辺

山
形

綱

L
-
1
5
0
x
1
5
0

1115

平
綱

W
2
0
0
x
t
6

L
=
2
.
0
0
m

3
0
0

2
0
0

FRPMφ2400

5
0
0

2
3
0
0

5
0
0

5
0
0

2
8
9
0

5
0
0

3
3
0
0

3
8
9
0

7
1
9
0

浮
上

防
止

バ
ン

ド

内
面

バ
ン

ド

浮
上

防
止

バ
ン

ド

巻
立

コ
ン

ク
リ

ー
ト

2
1
-
1
2
-
2
5

F
R
P
M
φ

2
4
0
0

内
圧

5
種

1回目打設2回目打設

3
1
0
0

＊
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

は
、

導
水

管
の

中
心

線
で

2
回

に
分

け
て

行
う

。

＊
内

面
バ

ン
ド

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
後

に
行

う
。

A
-
A
縦

断
図

S
=
1
:
5
0

標
準

断
面

図
S
=
1
:
5
0

AA
浮

上
防

止
バ

ン
ド

詳
細

図 S
=
1
:
2
5

断
面

図
側

面
図

～
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
～

寸
切

り
ボ

ル
ト

M
2
0

タ
ー

ン
バ

ッ
ク

ル
M
2
0

等
辺

山
形

綱

L
-
1
5
0
x
1
5
0

～
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
～

F
R
P
M
φ

2
4
0
0

内
圧

5
種

F
R
P
M
φ

2
4
0
0

内
圧

5
種

平
綱

W
2
0
0
x
t
6

L
=
2
.
0
0
m

4
4



令
 和

 2
 年

 度
荒

 川
 中

 部
 農

 業
 ⽔

 利
 事

 業
花

 園
 揚

 ⽔
 機

 場
 改

 修
 実

 施
 設

 計
 そ

 の
 他

 業
 務

第
2回

外
部

技
術

者
活

⽤
業

務
検

討
会

打
合

せ
資

料
(2

/2
)

令
 和

 4
 年

 1
 ⽉

27
⽇

関
 東

 農
 政

 局
  荒

 川
 中

 部
 農

 業
 ⽔

 利
 事

 業
 

   



【
検

討
課

題
】

 
①

狭
⼩

地
・

市
街

地
に

配
慮

し
た

仮
設

・
施

⼯
計

画
 

②
通

断
⽔

状
況

下
で

の
取

⽔
⼝

・
導

⽔
路

の
新

設
お

よ
び

旧
機

場
の

撤
去

を
考

慮
し

た
仮

設
・

施
⼯

計
画

 

【
⽬

次
】

1.
地

質
概

要
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･ ･
1

2.
施

⼯
計

画
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･ ･
19

2-
1施

⼯
⼿

順
・

⽅
法

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･ ･

19
2-

2仮
設

計
画

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･ ･

76
2-

3⼯
程

計
画

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･･

･･
･ ･

90

検
討

課
題

・
⽬

次



  1
2
-
1
-
5 
補
助

工
法

の
検

討
 

(
1
)
 
水
替

え
工
 

(
1
.
1
)
 設

計
概

要
 

 
吸

水
槽

、
導

水
幹

線
水

路
の

底
版

標
高

は
地

下
水

面
以

下
で

あ
る

た
め

、
施

工
に

あ
た

っ
て

は
地

下

水
を

排
除

す
る

必
要

が
あ

る
。

施
工

は
ド

ラ
イ

施
工

が
原

則
で

あ
る

た
め

、
湧

水
量

の
試

算
及

必
要

な

水
中

ポ
ン

プ
の

検
討

を
行

う
。

 

 
湧
水
量
の
試
算
は
、
鋼
矢
板
打
設
後
の
床
掘
り
状
態
で
矢
板
先
端
を
回
り
込
む
排
水
量
を
試
算
す
る
。
 

 
 

 
湧
水
量
の
計
算
は
、
矢
板
背
面
か
ら
矢
板
先
端
を
回
り
込
む
浸
透
水
を
対
象
と
す
る
。
鋼
矢
板
の
継
手
の
間

隙
を
通
過
す
る
水
量
は
予
測
が
出
来
な
い
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
継
手
用
止
水
材
（
パ
イ
ル
ロ
ッ
ク
等
）
を
用

い
て
止
水
を
図
る
。
 

 

   

 

図
 
検
討

模
式
図
 

  (
1
.
2
)
 検

討
条

件
 

 
1
)
 
地
下

水
位
 

 
土

留
め

工
を

伴
う

導
水

幹
線

水
路

の
工

事
は

、
非

か
ん

が
い

期
期

間
に

予
定

さ
れ

て
い

る
。

ボ
ー

リ

ン
グ

調
査

時
期

は
、
4
月

1
9
日

～
2
3
日

で
か

ん
が

い
期

に
入

る
も

の
の

、
地

下
水

位
は

施
工

時
期

と
ほ

ぼ
同

じ
と

見
な

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

構
造

物
に

最
も

近
い

調
査

結
果

を
採

用
す

る
。

 

  
2
)
 
透
水

係
数

 

透
水
試
験
結
果
よ
り
、
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
安
全
に
配
慮
し
て
、
透
水
係
数
は

k=
1.

0×
10

-3
cm
/s

を
採
用
す
る
。
（
12
-1
-6

地
下
水
位
低
下
工
法
 
参
照
）
 

 

 

図
 
透
水
係
数
（
新
・
土
と
基
礎
の
設
計
計
算
演
習
：
土
質
工
学
会
）
 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

4
5



 (
1.
3)
 
検

討
断
面

 

 
(
1
.
3
.
1
)
 
吸

水
槽

 

▽
G
L

9
1
.
0
0

T
.
P
.
+
9
0
.
7
7
m

d
e
p
=
1
0
.
2
4
m

R
2
-
3

1
4

1
0

1
3

1
3

5
0
/
2
9

5
0
/
1
4

5
0
/
1
4

5
0
/
1
6

5
0
/
2
0

5
0
/
9

L
m

D
g

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

γ
t
=
2
1

N
=

5
0

φ
=

4
0
°

C
=

0

γ
t
=
1
7
.
7

N
=

5
φ

=
0
°

C
=

3
0

L
m D
g

hw=4530

▽
8
6
.
4
7

1590

6120

図
 
吸
水
槽
土
留
め
断
面
図
 

(
1
.
3
.
2
)
 
導

水
幹

線
水

路
接

続
工

 

▽
G
L

9
1
.
0
0

Ｎ
値

0
1
0

2
0

3
0

4
0

5
0 2 4 9 5
0
/
2
5

3
9

5
0
/
1
9

5
0
/
2
5

4
3

5
0
/
1
4

B
γ

t
=
1
8

N
=

8
φ

=
0
°

C
=

5
0

D
g

γ
t
=
2
1

N
=

5
0

φ
=

4
0
°

C
=

0

hw=2900

R
1
-
3

G
H
=
9
1
.
2
0
m

d
e
p
=
9
.
1
9
m

1000

鋼
矢

板
I
V
型

,
L
=
1
0
.
5
m

(
硬

質
地

盤
ク

リ
ア

工
法

)

500

6150 3350

10500

▽
床

堀
面

▽
矢

板
計

画
床

堀
面

4
9
6
0

3
3
0
0

1
7
0 4
0
0

8
2
6
0

4
0
0 1
7
0

9
4
0
0

51501000

H
-
4
0
0
x
4
0
0

（
山

留
材

）

H
-
4
0
0
x
4
0
0

（
山

留
材

）

1
0
3
0

7
4
0
0

9
7
0

▽
8
8
.
1
0

▽
G
L

9
1
.
0
0

▽
8
4
.
8
4

3260

低下水位

図
 
導
水
幹
線
水
路
接
続
工
断
面
図
 

(1
.4
)
 
浸

透
流

量
の

試
算

と
水

中
ポ
ン

プ
の

台
数

 

当
検

討
で

は
鋼

矢
板

で
全

周
を

締
切

っ
た

状
態

を
想

定
し

て
い

る
。

 

(
1
.
4
.
1
)
吸

水
槽

 

1
)
）

浸
透

量
の
計

算

施
工
条

件
周

辺
地
盤

か
ら
の

供
給

量
 
Q
k
 
(T
h
i
e
m
法
)

矢
板

長
m

6
.1
2

定
常

浸
透

時
被
圧

帯
水

層
排

水
総
流

量

掘
削
幅

2
*
b

m
1
1
.2
0

外
水
位
の
低
下
量
 
 
 
S

試
算
値

m
1
.7
7
0

矢
板
天
端
標
高

T
P
1

m
9
1
.0
0

影
響
圏
半
径

R
m

3
3

矢
板
下
端
標
高

T
P
2

m
8
4
.8
8

仮
想
井
戸
半
径

r0
 
=
 
b

m
5.
6
0

掘
削
延
長

A
m

1
8.
6

L 
=
 

A
-
2
*
r0

m
7.
4
0

H 
=
 

T
P
7-
T
P
3

m
2
0.
0
0

水
位
条
件

h
0 
=
 

T
P
4-
T
P
7

m
1
8.
2
3

自
然
地
下
水
位

T
P
3

m
8
6
.4
7

Q
k
1
=
2
*π

*
K
h
*D
*
(
H
-
h
0)
/
L
n
(
R/
r
0
)

m3
/
m
i
n

0
.0
7
5

低
下
外
水
位

T
P
4

m
8
4
.7
0

Q
k
2
=
2
*K
h
*
D
*
(H
-
h
0
)
/
(R
-
r
0
)

m3
/
m
i
n

0
.
0
01
5
5

低
下
内
水
位
(
床
堀
)

T
P
5

m
8
3
.0
0

Q
k
 
=
 
Qk
1
+
Q
k
2*
L

m3
/
m
i
n

0
.
0
8
7

地
層
条

件
矢

板
底
面

か
ら
内

部
へ

の
浸

透
流
入

量
 Q
S

帯
水
層
上
面
の
深
さ

T
P
6

m
8
6
.4
7

矢
板
浸
透
水
流
入
量
(
H
ar
r
法
)

帯
水
層
下
面
の
深
さ

T
P
7

m
6
6
.4
7

低
下
外
水
位

T
P
4

m
8
4.
7
0

帯
水

層
の

控
除
高

0
.0
0

低
下

内
水

位
T
P
5

m
8
3.
0
0

帯
水
層
厚

D
m

2
0
.0
0

内
外
水
位
差

h
T
P
4
-
T
P5

m
1.
7
0

s
T
P
5
-
T
P2

m
-
1.
8
8

地
質
定
数

d
T
P
4
-
T
P5

m
1.
7
0

透
水
係
数
（
水
平
）

Kh
c
m
/
s
ec

1
.
0
0
E
-0
3

締
切
り
延
長

L
L

A
+
2
*
b

m
2
9.
8
0

Kh
m/
s
e
c

1
.
0
0
E
-0
5

b/
s

-
2.
9
8

Kh
m/
m
i
n

6
.
0
0
E
-0
4

s/
b

-
0.
3
4

透
水
係
数
(
浸
透
流
)

Ks
c
m
/
s
ec

7
.
1
4
E
-0
4

d/
b

0.
3
0

(
K
h
/
1.
4
)

Ks
m/
s
e
c

7
.
1
4
E
-0
6

Ks
m/
m
i
n

4
.
2
9
E
-0
4

q
/
(
K
s
*
h)

図
か
ら
読
取
り

4.
0
0

q
m
3/
s
e
c
/
m

4
.
8
6
E-
0
5

q
m
3/
m
i
n
/
m

2
.
9
1
E-
0
3

Q
s
 
=
 
q 
*
 
L
L

m3
/
m
i
n

0
.
0
8
7
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2
)
 
必
要

ポ
ン

プ
台

数
（

吸
水

槽
）
 

 
湧

水
量

は
、

Q
=0
.
0
87
m
3
/
mi
n
と
算

出
さ

れ
た

。
 

 
対

象
と

な
る

排
水

量
に

対
し

必
要
な

ポ
ン

プ
台

数
は

「
土

地
改
良

工
事

積
算

基
準

」
か

ら
選
定

す
る

。
 

 

 

  
排
水
量
は
、
湧
水
量
の

2
倍
を
対
象
と
す
る
。
 

 
こ
れ
に
よ
り
、
時
間
当
り
の
排
水
量
は
 

 
 
 
Qm
ax
＝
2×

Q＝
 
2×

0.
08
7 
m
3
/
m
i
n
 ×

6
0m
i
n 

＝
 
1
0
.
4
m
3 /
h
 
 

 上
表

か
ら

、
水

中
ポ

ン
プ

の
規

格
は
以

下
の

通
り

と
な

る
。

 

φ
1
0
0×

1
台
 

  

  (
1
.
4
.
2
)
 
導

水
幹

線
水

路
接

続
工

 

1
)
 
湧

水
量

の
試

算

施
工

条
件

周
辺
地

盤
か

ら
の
供

給
量

 Q
k 
(
Th
i
em

法
)

矢
板

長
m

6.
15

定
常

浸
透

時
被

圧
帯

水
層

排
水

総
流

量

掘
削

幅
2*

b
m

9.
60

外
水

位
の

低
下

量
 
  

S
試

算
値

m
1.

74
9

矢
板

天
端

標
高

TP
1

m
91
.
00

影
響

圏
半

径
R

m
36

矢
板

下
端

標
高

TP
2

m
84
.
85

仮
想

井
戸

半
径

r0
 =

 b
m

4
.8
0

掘
削

延
長

A
m

9
.4

L 
= 

A-
2*
r
0

m
-0

.2
0

H 
= 

T
P7
-
TP

3
m

20
.0
0

水
位

条
件

h
0 
=
 

T
P4
-
TP

7
m

18
.2
5

自
然

地
下

水
位

TP
3

m
88
.
10

Qk
1=
2
*π

*K
h*

D*
(
H-

h0
)
/L

n(
R
/r
0
)

m3
/
mi

n
0.

06
6

低
下

外
水

位
TP

4
m

86
.
35

Qk
2=
2
*K

h*
D
*(

H-
h
0)

/(
R
-r

0)
m3
/
mi

n
0.

00
13
6

低
下

内
水

位
(
床

堀
)

TP
5

m
84
.
34

Qk
 =
 
Qk

1+
Q
k2

*L
m3
/
mi

n
0
.
0
6
5

地
層

条
件

矢
板

底
面

か
ら

内
部

へ
の

浸
透

流
入

量
 Q
S

帯
水

層
上

面
の

深
さ

TP
6

m
88
.
10

矢
板

浸
透

水
流

入
量

(
Ha
r
r法

)

帯
水

層
下

面
の

深
さ

TP
7

m
68
.
10

低
下

外
水

位
T
P4

m
86

.3
5

帯
水

層
の

控
除

高
0.

00
低

下
内

水
位

T
P5

m
84

.3
4

帯
水

層
厚

D
m

20
.
00

内
外

水
位

差
h

T
P4

-T
P
5

m
2
.0
1

s
T
P5

-T
P
2

m
-0

.5
1

地
質

定
数

d
T
P4

-T
P
5

m
2
.0
1

透
水

係
数

（
水

平
）

Kh
c
m/
s
ec

1
.0

0E
-
03

締
切

り
延

長
LL

A
+2

*b
m

19
.0
0

Kh
m/

se
c

1
.0

0E
-
05

b/
s

-9
.4
1

Kh
m/

mi
n

6
.0

0E
-
04

s/
b

-0
.1
1

透
水

係
数

(
浸

透
流

)
Ks

c
m/
s
ec

7
.1

4E
-
04

d/
b

0
.4
2

(K
h/
1
.4

)
Ks

m/
se

c
7
.1

4E
-
06

Ks
m/

mi
n

4
.2

9E
-
04

q/
(
Ks

*h
)

図
か

ら
読

取
り

4
.0
0

q
m
3/
s
ec

/m
5.
7
4E

-0
5

q
m
3/
m
in

/m
3.
4
5E

-0
3

Qs
 =
 
q 

* 
L
L

m3
/
mi

n
0
.
0
6
5
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2
)

必
要

ポ
ン

プ
台

数
（

導
水

幹
線

水
路

接
続

工
）

湧
水
量

は
、

Q=
0
.0
6
5m

3
/
mi
n
と
算

出
さ
れ

た
。

対
象
と

な
る
排

水
量
に

対
し
必

要
な
ポ

ン
プ
台

数
は
「

土
地
改

良
工
事

積
算
基

準
」
か

ら
選
定

す
る
。

排
水
量
は
、
湧
水
量
の

2
倍
を
対
象
と
す
る
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
時
間
当
り
の
排
水
量
は
 

Qm
ax
＝
2×

Q＝
 
2×

0.
06
5 
m
3
/
m
i
n
 ×

6
0m
i
n 

＝
 
7
.
8
0
m
3 /
h
 

上
表

か
ら

、
水

中
ポ

ン
プ

の
規

格
は
以

下
の

通
り

と
な

る
。

 

φ
1
0
0×

1
台
 

4
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  (
2
)
 
薬
液

注
入

工
 

 
「

薬
液

注
入

工
法

の
設

計
・

施
工
指

針
…

社
」

日
本

薬
液

注
入
協

会
」

を
参

照
す

る
。

 

 
薬

液
注

入
は

、
山

留
工

の
締

切
り
が

難
し

い
箇

所
の

止
水

対
策
及

び
崩

落
防

止
を

目
的

と
す
る

。
 

 (
2
.
1
)
 薬

液
の

種
類
 

 
現

在
用

い
ら

れ
て

い
る

薬
液

の
種

類
は

、
以

下
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
対

象
地

盤
が

砂
質

系
地

盤
で

あ
る

こ
と

か
ら

溶
液

型
を

採
用

す
る
。
 

  

 

  (
2
.
2
)
 注

入
工

法
 

 
注

入
は

、
以

下
の

と
お

り
に

分
類

さ
れ

る
。

対
象

地
盤

が
砂

質
で

崩
落

防
止

を
目

的
と

す
る

こ
と

か
ら

二
重

管
ス

ト
レ

ー
ナ

ー
（

覆
相

式
）
と

す
る

。
 

  

4
9



  (
2
.
3
)
 地

盤
改

良
断

面
及

び
最

小
幅
 

  
注

入
率

は
、「

正
し
い

薬
液
注

入
工
法

(社
 
日

本
薬

液
注
入

協
会
偏

)」
を
参

照
す

る
。
こ
れ

に
よ
る

と
、

砂
質

土
の

場
合

35
%
以
上

と
記

さ
れ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
最
小
値

3
5
%を

採
用

す
る

。
 

 

  
 
 
 
 工

 
法
 

 
 
 
 
注
入

率
(
λ

) 

 
 
砂

質
土
 

 
粘

性
土
 

 
二

重
管

ス
ト

レ
ー

ナ
ー
 
 
3
5
%
以

上
 

 
3
0
%以

上
 

 
 

ダ
ブ

ル
パ

ッ
カ

ー
 

 
4
0
%
以
上
 

 

   
最

小
幅

は
、

最
小

改
良

厚
1
.
5
m
を

採
用

す
る

（
薬

液
注
入

工
法
の

設
計

・
施

工
指

針
）。

 

 

 

  
薬

液
注

入
の

下
端

は
、

遮
水

を
目

的
と

す
る

こ
と

か
ら

鋼
矢

板
先

端
ま

で
と

す
る

。
ま

た
、

上
端

は
、

地
表

部
1
m
区
間
は
薬
液
注

入
が
で

き
な
い
こ

と
か
ら

、
G
L
-
1
.
0m

を
上
端
標
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す
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。
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市

道
下
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埋
設
管
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れ

る
。
送
水

管
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道
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必
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、
施

工
の
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に
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試

掘
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必
要

で
あ

る
。
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吸
水

槽
及

び
導

水
幹

線
水

路
接

続
工

は
、

地
下

水
位

が
高

く
透

水
係

数
の

高
い

地
盤

で
あ

る
こ

と

か
ら

鋼
矢

板
土

留
め

工
で

締
切

り
を

計
画

し
て

い
る

。
導

水
幹

線
水

路
を

横
断

す
る
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所
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鋼

矢
板
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打

ち
込

み
が

で
き

な
い
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と

か
ら

、
「

親
杭

横
矢

板
＋

薬
液

注
入

」
で

遮
水
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図

っ
て

い
る

。
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か
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水
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線
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路
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行
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な
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事
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掘
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予
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さ
れ

る
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導
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幹
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水
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約

8
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し

て
お

り
、

周
辺

か
ら

暗
渠

排
水

の
よ
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に

地
下
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中

す
る
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考

え
ら

れ
る

。
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(2)工法の選定 

地下水位低下工法の内、以下の3案を比較する。 

 

工 法 薬液注入（斜角） ウェルポイント ディープウェル 

模式図 

▽84.220

▽85.365

▽88.720

6
1
2
0

鋼矢板IV型,L=10.5m

(硬質地盤クリア工法)

軽量鋼矢板3D型

L=4.5m,N=7枚

薬液注入

薬液注入孔

 

 

 

 

利点 ・湧水を遮断するため、排水量の低減が図

れる。 

・施工実績が多い。 

・経済的に優れる。 

・揚程が大きく、比較的大きな容量を排水でき

る。 

・確実な排水が期待できる。 

 

欠点 ・斜角の削孔、注入には技術的課題がある。 

・遮水効果に疑問が残る。 

・大きな玉石、砂礫ではパイプの打ち込み

ができない。 

・揚程が8mを超えるため、2段設置等の

計画が必要である。 

 

・工事費が高い。 

採 否 × × ○ 
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プ
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験
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m
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オ

ー
ダ
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m
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れ
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図
 

地
質

調
査

位
置

図

7
6

2
-
2
仮

設
計

画



 

 

土
留

工
が

必
要

な
箇

所
は

、
吸

水
槽

と
導

水
幹

線
水

路
接

続
工

で
あ

る
。

そ
の

他
の

施
設

は
床

掘
り

深
 

さ
が

H
＜

3
m
以

下
で

あ
る

事
か

ら
、

素
掘

り
掘

削
を

行
う

。
 

構
造

検
討

に
用

い
る

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

は
、

構
造

物
に

最
も

近
い

資
料

を
採

用
す

る
。

 

 

名
 

称
 

ボ
ー

リ
ン

グ
N
O
 

孔
口

標
高

 

(
T
P
)
 

孔
長

 

L
(
m
)
 

調
査

時
期

 
掘

削
標

高
 

(
T
P
)
 

吸
水

槽
 

R
2
-
3
 

9
0
.
7
7
 

1
0
.
2
4
 

R
3
:
4
/
2
3
 

8
3
.
5
2
 

幹
線

導
水

路
 

R
1
-
3
 

9
1
.
2
0
 

9
.
1
9
 

R
1
:
9
/
1
4
 

8
4
.
8
5
 

  
「

流
量

調
整

弁
室

」
は

、
掘

削
深

が
H
＜

3
m
で

地
下

水
位

が
低

い
こ

と
か

ら
“

素
掘

り
施

工
”
と

す
る

。
 

   

 

 ＜
R
2
-
3
＞

 
吸

水
槽

 

 

     
 
 

▽
床

付
標

高
T
P
8
3
.
5
2
 

7
7



＜
R
1
-
3
＞

幹
線

導
水

路
 

▽
床

付
標

高
T
P
8
4
.
8
5

(
1
.
2
)
 
土

質
定

数
 

土
質

定
数

は
、

地
質

調
査

結
果

報
告

書
か

ら
下

記
の

と
お

り
と

す
る

。
 

表
5.

2 
花

園
用

水
機

場
の

土
質

定
数

提
案

値

地
層

名
記

号
N

値
(平

均
値

)
土

質
区

分
設

計
N

値
単

位
重

量

γ
t(

kN
/
m

3
)

粘
着

力

c
(k

N
/
m

2
)

内
部

摩
擦

角
φ

(°
)

変
形

係
数

E
o
(k

N
/
m

2
)

埋
土

B
1
0
～

1
4

(1
2
.5

)
粘

性
土

1
2

1
8

5
0

1
5

8
,4

0
0

ロ
ー

ム
L
m

3
～

6
(5

.0
)

粘
性

土
5

1
7
.7

3
0

9
.5

3
,5

0
0

洪
積

礫
質

土
層

D
g

7
～

2
1
4

(8
1
.4

)
礫

質
土

5
2

2
1

0
4
0

3
,6

0
0

※
着

色
部

は
室

内
土

質
試

験
(H

3
0
基

本
設

計
業

務
)の

値

 
地

表
に

近
い

粘
性

土
の

粘
着

力
は

、
埋

土
（

C
=
5
0
k
N
/
m
2
）

と
ロ

ー
ム

（
C
=
3
0
k
N
/
m
2
）

に
区

分
さ

れ
る

が
、

構
造

検
討

で
は

安
全

側
に

C
=
3
0
k
N
/
m
2
を

採
用

す
る

。
 

(
1
.
3
)
 
地

下
水

位
 

 
地

下
水

位
は

、
市

道
の

東
側

（
R
3
調

査
）

と
西

側
（

R
1
調

査
）

で
西

側
が

約
1
.
6
m
高

く
測

定
さ

れ
て

い
る

。
周

辺
地

形
は

平
地

で
、

旧
河

川
の

形
跡

も
見

ら
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
導

水
幹

線
水

路
の

埋
戻

し
材

が
ド

レ
ー

ン
の

役
割

を
果

た
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

 

よ
っ

て
、

調
査

結
果

の
地

下
水

位
を

設
計

水
位

と
す

る
。

 

表
 

地
下

水
位

標
高

 

ボ
ー

リ
ン

グ
N
O
 

孔
口

標
高

 

(
T
P
)
 

地
下

水
位

標
高

(
T
P
)
 

調
査

時
期

 
摘

 
要

 

R
2
-
3
 

9
0
.
7
7
 

8
6
.
4
7
 

R
3
:
4
/
1
9
 

R
1
-
3
 

9
1
.
2
0
 

8
8
.
1
1
 

R
1
:
9
/
1
4
 

7
8



1
2
-
2
-
2 
土
留

工
法

の
検

討

(
1
)

土
留

め
形

式

(
1
.
1
)
 概

 
要
 

大
規

模
根

切
り

工
事

の
土

留
工

法
と
し

て
は

、
一

般
に

次
の

工
法
が

あ
る

。
 

・
親
杭

横
矢

板
土

留

・
建
込

み
簡

易
土

留

・
鋼

矢
板

土
留

・
鋼

管
矢

板
土

留

・
地

下
連

続
壁

 
柱
列

式
地

下
連

続
壁
 
(
S
M
W
) 

 
地
下

連
続
壁

 

 
泥
水

固
化
壁

 

ソ
イ

ル
セ
メ

ン
ト
地

中
連

続
壁

 
(T
R
D
工

法
) 

(
1
.
2
)現

場
条

件
 

①
当

工
事
の

最
大

掘
削

深
は

7.
4
m
程
度

で
あ

る
。

②
基

礎
地

盤
は

砂
礫

層
で

あ
り

、
地
下

水
位

が
高

く
締

切
り

内
に
浸

透
す

る
可

能
性

が
高

い
。

②
民

家
や
既

存
の

機
械

施
設

に
近

く
、
床

掘
り

の
影

響
が

生
じ

な
い
ス

ペ
ー

ス
が

必
要

で
あ

る
。

以
上

か
ら
、
掘
削

深
さ
が

3
m
以

上
の
施

設
の

施
工

に
土

留
め

工
を
採

用
し
、
土
留

め
工
法

は
「
鋼
矢
板

土
留

め
壁

」
を

採
用

す
る

。
地
下

埋
設
物

が
障

害
と

な
る

場
合

は
「
親

杭
横

矢
板

土
留

め
壁

」
を
用

い
る
。
 

次
頁

に
工

法
比

較
表

を
添

付
す

る
。
 

7
9



  

山
 

留
 

め
 

形
 

式
 

比
 

較
 

表
 

形
 

式
 

親
杭

横
矢

板
土

留
め

壁
 

建
込

み
簡

易
土

留
工

 
鋼

矢
板

土
留

め
壁

 
鋼

管
矢

板
土

留
め

壁
 

柱
列

式
地

下
連

続
壁

 
地

 
下

 
連

 
続

 
壁

 
泥

 
水

 
固

 
化

 
壁

 
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

 

地
中

連
続

壁
 

 

イ
 

メ
 

ー
 

ジ
 

 
 

 
 

 

構
 

造
 

Ⅰ
形

鋼
、
H
形

鋼
な

ど
の

親

杭
を

、
1
～

2
m
間

隔
で

地
中

に
打

ち
込

み
、
ま

た
は

穿
孔

し
て

建
て

込
み

、
掘

削
に

伴

っ
て

、
親

杭
間

に
木

材
の

横

矢
板

を
挿

入
し

て
い

く
土

留
め

壁
。

 

ガ
イ

ド
ポ

ス
ト

、
土

留
パ

ネ

ル
、

サ
ポ

ー
ト

ジ
ャ

ッ
キ

を

組
合

せ
、

土
圧

に
対

す
る

合

成
を

持
た

せ
た

オ
ー

プ
ン

ウ

ェ
ル

を
バ

ッ
ク

ホ
ウ

で
掘

削

沈
下

さ
せ

る
工

程
を

繰
り

返

し
て

土
留

支
保

工
を

作
る

。
 

U
形

、
Z
形

、
直

線
形

、
H
形

等
の

断
面

の
鋼

矢
板

を
、

継

手
部

を
か

み
合

わ
せ

な
が

ら
、

連
続

し
て

地
中

に
打

ち

込
ん

だ
土

留
め

壁
。

 

形
鋼

、
ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾌ
ﾟ
な

ど
の

継
手

を
取

り
付

け
た

鋼
管

杭
を

、

継
手

部
を

か
み

合
わ

せ
な

が
ら

、
連

続
し

て
地

中
に

打

ち
込

ん
だ

土
留

め
壁

。
 

柱
の

中
に

、
鉄

筋
か

ご
や

形

鋼
を

挿
入

し
た

場
所

打
ち

の

モ
ル

タ
ル

や
ソ

イ
ル

セ
メ

ン

ト
柱

を
連

続
し

て
地

中
に

作

っ
た

土
留
め

壁
。

 

ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾅ
ｲ
ﾄ
溶

液
あ

る
い

は
ﾎ
ﾟ
ﾘ

ﾏ
ｰ
安

定
液

の
地

盤
安

定
作

用

を
利

用
し

て
地

盤
を

掘
削

し

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
を

打
ち

込
ん

で
、

現

場
で

鉄
筋

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
壁

を
連

続

し
て

地
中

に
作

っ
た

土
留

め

壁
。

 

地
下

連
続

壁
と

同
様

に
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ

ﾅ
ｲ
ﾄ
溶

液
を

用
い

て
掘

削
し

た
ﾄ
ﾚ
ﾝ
ﾁ
中

に
H
形

鋼
、

鋼
矢

板
、

ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｷ
ｬ
ｽ
ﾄ
板

等
を

挿
入

し
、

そ
の

後
安

定
液

中
に

固

化
剤

を
混

合
し

て
安

定
液

を

固
化

さ
せ

た
土

留
め

壁
。

 

柱
列

式
地

下
連

続
壁

の
ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ

の
代

わ
り

に
、
ｿ
ｲ
ﾙ
ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
を

用

い
た

土
留

め
壁

。
 

 

工
 

法
 

特
 

徴
 

(
a
)
遮

水
性

が
な

い
た

め
、

地
下

水
の

低
下

が
課

題
と

な
る

場
合

に
は

補
助

工
法

な
し

で
は

利
用

で
き

な
い

。
 

(
b
)
根

入
部

が
連

続
し

て
い

な
い

た
め

軟
弱

地
盤

へ
の

適
用

に
は

限
界

が
あ

る
。

 

(
c
)
掘

削
に

伴
い

挿
入

し
て

い
く

横
矢

板
と

地
盤

と
の

間
に

隙
間

が
生

じ
や

す

い
。

 

(
a
)
遮

水
性

が
な

い
た

め
、
地

下
水

位
の

低
下

が
問

題
と

な

る
場

合
に

は
補

助
工

法
な

し

で
は

利
用

で
き

な
い

。
 

(
b
)
根

入
部

が
な

い
た

め
軟

弱
地

盤
へ

の
適

用
に

は
限

界

が
あ

る
。

 

(
c
)
バ

ッ
ク

ホ
ウ

、
ク

レ
ー

ン

の
み

で
施

工
す

る
た

め
低

騒

音
、
低

振
動

で
施

工
で

き
る

。
 

  

(
a
)
一

般
に

遮
水

性
が

良
好

で
あ

る
。

 

(
b
)
た

わ
み

性
の

壁
体

で
あ

る
た

め
、

通
常

壁
体

の
変

形

は
大

き
く

な
る

。
 

(
c
)
矢

板
の

打
設

に
際

し
て

騒
音

・
振

動
が

問
題

に
な

る

こ
と

が
あ

る
（

最
近

で
は

、

低
騒

音
、

低
振

動
の

鋼
矢

板

圧
入

工
法

が
利

用
さ

れ
て

い
 

る
）
。

 

(
a
)
一

般
に

遮
水

性
が

良
好

で
あ

り
、
地

下
水

位
の

高
い

場
合

に
も

利
用

で
き

る
。

 

(
b
)
剛

性
が

大
き

い
の

で
、

地
盤

の
変

形
を

極
力

低
減

し
た

い
場

合
や

大
規

模
な

土
留

め
工

に
利

用
で

き
る

。
 

(
c
)
打

設
に

関
し

て
は

鋼
矢

板
の

(
c
)
に

同
じ

。
 

(
a
)
低

騒
音
、
低

振
動

の
施

工

が
可

能
で
あ

る
。

 

(
b
)
剛

性
が
大

き
い

の
で

、
地

盤
の

変
形

を
極

力
低

減
し

た

い
場

合
に
利

用
で

き
る

。
 

(
c
)
一

般
に

遮
水

性
は

高
い

と
考

え
ら

れ
て

い
る

が
、

杭

間
の

接
続

に
留

意
し

た
杭

配

置
に

し
な

い
と

杭
間

か
ら

土

砂
が

流
出

し
て

所
期

の
目

的

が
得

ら
れ

な
い

こ
と

が
あ

る
。

 

(
a
)
低

騒
音

、
低

振
動

の
施

工

が
可

能
で

あ
る

。
 

(
b
)
剛

性
が

大
き

く
、
地

盤
の

変
形

を
極

力
低

減
し

た
い

場

合
に

利
用

で
き

る
。

 

(
c
)
本

体
壁

の
一

部
と

し
て

利
用

さ
れ

る
こ

と
が

あ
る

。

(
d
)
泥

水
処

理
設

備
が

必
要

で
あ

る
。

 

(
a
)
地

下
連

続
壁

工
法

で
は

、

不
要

と
な

っ
た

安
定

液
の

処

理
が

問
題

と
な

る
が

、
こ

の

工
法

は
安

定
液

を
固

定
さ

せ

る
こ

と
に

よ
り

積
極

的
に

土

留
め

壁
の

一
部

と
し

て
使

用

す
る

工
法

で
あ

る
。

 

(
b
)
施

工
条

件
が

工
費

に
大

き
な

影
響

を
与

え
る

の
で

採

用
に

あ
た

っ
て

は
検

討
を

要

す
る

。
 

(
a
)
遮

水
性

が
よ

く
、
断

面
性

能
も

柱
列

式
地

下
連

続
壁

と

同
等

以
上

と
考

え
ら

れ
る

。

(
b
)
現

地
盤

の
土

砂
を

ｿ
ｲ
ﾙ
ｾ
ﾒ

ﾝ
ﾄ
の

材
料

と
し

て
用

い
る

が
、

こ
の

材
料

と
し

て
の

地

盤
種

別
に

よ
り

性
能

に
差

が

生
じ

る
の

で
注

意
が

必
要

。

 

適
 

応
 

性
 

H
鋼

杭
の

打
ち

込
み

、
ま

た

は
埋

込
み

が
安

易
で

、
地

下

水
位

が
低

い
比

較
的

良
好

な
地

盤
の

場
合

。
 

地
下

水
位

が
低

く
比

較
的

良

好
な

地
盤

の
場

合
。

 

鋼
矢

板
の

打
込

み
、

ま
た

は

埋
込

み
が

安
易

で
、

地
下

水

位
が

高
く

軟
弱

な
地

盤
の

場

合
。

 

鋼
管

矢
板

の
打

込
み

、
ま

た

は
埋

込
み

が
安

易
で

、
地

下

水
位

が
高

く
軟

弱
な

地
盤

の
場

合
。

 

大
規

模
・
大

深
度

の
掘

削
の

場
合

。
 

玉
石

・
転

石
な

ど
の

な
い

地

盤
で

、
振

動
・

騒
音

に
よ

り

H
鋼

、
鋼

矢
板

の
打

込
み

が

で
き

な
い

場
合

。
背

面
地

盤

の
変

形
を
防

ぎ
た

い
場

合
。

大
規

模
・
大

深
度

の
掘

削
で

、

背
面

地
盤

の
変

形
を

防
ぎ

、

振
動

・
騒

音
を

低
く

抑
え

た

い
場

合
。

 

地
下

連
続

壁
よ

り
、

小
規

模

な
掘

削
に

使
用

。
 

低
騒

音
・

低
振

動
で

、
背

面

地
盤

の
変

形
を

防
ぎ

た
い

場

合
。

 

玉
石

・
転

石
・

岩
な

ど
の

地

盤
に

で
も

採
用

可
能

。
 

鋼
矢

板
に

比
べ

、
断

面
性

能

が
高

く
、

背
面

地
盤

の
変

形

を
防

ぎ
た

い
場

合
。

 

 

ヤ
ー

ド
2
0
0
m
2
 

ヤ
ー

ド
2
0
0
m
2
 

ヤ
ー

ド
2
0
0
m
2
 

ヤ
ー

ド
3
0
0
m
2
 

ヤ
ー

ド
2
0
0
m2
 

ヤ
ー

ド
6
0
0
m
2
～

7
0
0
m
2
 

ヤ
ー

ド
4
0
0
m
2
～

5
0
0
m
2
 

ヤ
ー

ド
3
0
0
m
2
～

4
0
0
m
2
 

 

当
地

区
で

の
適

用
 

  

高
地

下
水

地
盤

に
対

し
て

不
向

き
で

あ
り

採
用

で
き

な
い

。
 

 

 
高

地
下

水
地

盤
に

対
し

て

不
向

き
で

あ
り

採
用

で
き

な

い
。

 

一
般

的
な

工
法

で
あ

る
。

 

 

採
 

用
 

 
鋼

管
を

埋
殺

す
こ

と
か

ら

地
下

水
の

遮
断

が
想

定
さ

れ
採

用
で

き
な

い
。

ま
た

、

鋼
矢

板
土

留
め

型
に

比
べ

、

経
済

性
に

劣
る

。
 

地
下

水
遮

断
が

想
定

さ
れ

採

用
で

き
な
い

。
 

 

 
同

左
 

 

同
左

 

 

同
左
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(
2
)

鋼
矢

板
打

設
工

法
の

検
討

(
2
.
1
)
 
概

 
要

 

鋼
矢

板
打

設
工

法
の

選
定

に
あ

た
っ

て
は

、
土

質
条

件
、

構
造

形
式

、
工

事
規

模
に

加
え

て
騒

音
や

振
動

の
規

制
に

つ
い

て
も

留
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

鋼
矢

板
工

法
に

使
用

さ
れ

る
施

工
機

械
に

は
、

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
、

オ
ー

ガ
併

用
圧

入
機

、
油

圧
圧

入
引

抜
き

機
が

あ
る

。
近

年
、

岩
や

玉
石

混
じ

り
地

盤
な

ど
の

硬
質

地
盤

に
対

応
し

た
圧

入
工

法
に

オ

ー
ガ

ー
や

ウ
ォ

ー
タ

ー
ジ

ェ
ッ

ト
を

併
用

す
る

工
法

も
開

発
さ

れ
て

お
り

、
多

様
な

現
場

条
件

に
対

応

し
た

工
法

が
選

択
で

き
る

。
 

近
接

施
工

で
は

騒
音

や
振

動
の

規
制

を
受

け
る

た
め

、
従

来
の

デ
ィ

ー
ゼ

ル
ハ

ン
マ

や
バ

イ
ブ

ロ
ハ

ン
マ

ー
の

使
用

は
困

難
と

な
っ

て
き

て
お

り
、

そ
れ

に
変

わ
っ

て
油

圧
に

よ
る

圧
入

工
法

が
多

く
用

い

ら
れ

施
工

実
績

も
多

い
。

圧
入

工
法

の
利

点
は

騒
音

振
動

が
少

な
い

こ
と

に
加

え
て

、
施

工
精

度
が

高

く
矢

板
の

損
傷

が
少

な
い

こ
と

で
あ

る
。

 

(
2
.
2
)
 
現

場
条

件
と

工
法

選
定

 

現
場

条
件

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

①
地

質
は

砂
礫

層
が

大
部

分
を

占
め

る
(
N
＞

5
0
)
。

②
既

存
の

機
械

設
備

や
放

牧
地

、
民

家
が

あ
る

事
か

ら
無

振
動

・
無

騒
音

工
法

が
必

要
で

あ
る

。

③
G
L
-
3
m
以

下
に

最
大

径
1
0
0
m
m
以

上
の

コ
ア

が
出

現
し

て
お

り
、
最

大
礫

径
は

3
0
c
m
程

度
が

予
想

さ
れ

る
。

「
矢

板
打

設
工

法
の

比
較

表
」

及
び

「
打

設
工

法
選

定
フ

ロ
ー

」
か

ら
”

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法
”

を
採

用
す

る
。
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イ
）

矢
板

施
工

方
法

比
較

表
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
●

最
適

 
 

◎
適

 
 

○
普
通

 
 

△
場

合
に

よ
る

 
 
×

不
適
 

施
工

法
 

機
械

に
よ
る

山
留

工
バ

イ
ブ

ロ
ハ

ン
マ

工
 

高
周

波
 

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
工
 超

高
周

波
 

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
工
 
ジ

ェ
ッ

ト
併

用
 

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
工
 
ジ
ェ
ッ
ト
併
用
高
周
波
 

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
工
 

油
圧

圧
入
工
 

ア
ー

ス
オ

ー
ガ

併
用

圧
入

工
 

ロ
ッ

ク
オ

ー
ガ

併
用

圧
入

工
 

ジ
ェ

ッ
ト

併
用

圧
入

工
硬

質
地

盤
ク

リ
ア

工
オ

ー
ル

ケ
ー

シ
ン

グ
併

用
圧

入
工
 

施
工

法
 

振
動

機
の

上
下

振
動

に
よ

っ
て

矢
板

を
打

ち
込

む
工

法
。
 振

動
機

の
周

波
数

を
よ

り
高

く
す

る
事

に
よ

り
地

盤
播

す
る

振
動

を
低

減
す

る
打

込
工

法
で
あ

る
。
 

油
圧

振
動

シ
リ

ン
ダ

ー
を

使
う

事
に

よ
っ

て
従

来
の

高
周

波
よ

り
も

周
波

数
を

高
く

し
、

地
盤

振
動

を
さ

ら
に

押
え

て
打

込
む

工
法

で
あ

る
。
 

高
圧

水
力

の
噴

射
に

よ
り

鋼
矢

板
と

地
盤

の
抵

抗
を

切
除

し
バ

イ
ブ

ロ
ハ

ン
マ

に
よ

っ
て

打
込

む
工

法
で

あ
る

。
 

高
周

波
バ

イ
ブ

ロ
を

使
う

事
で

ジ
ェ

ッ
ト

併
用

バ
イ

ブ
ロ

よ
り

、
地

表
面

で
の

振
動

を
押

え
て

打
込

む
事

の
で

き
る
工

法
で

あ
る

。
 圧

入
機

械
重

量
及

び
打

込
矢

板
等

に
貫

入
反

力
を

と
り

、
油

圧
ジ

ャ
ッ

キ
の

伸
縮

動
作

で
矢

板
等

打
ち

こ
む

工
法

で
あ

る
。
 

オ
ー

ガ
ケ

ー
シ

ン
グ

を
鋼

矢
板

に
そ

わ
せ

て
貫

入
し

、
オ

ー
ガ

マ
シ

ー
ン

を
回

転
さ

せ
な

が
ら

鋼
矢

板
の

圧
入

を
行

な
う

工
法

で
あ

る
。
 

オ
ー

ガ
で

削
孔

し
た

後
、

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
を

注
入

し
ケ

ー
シ

ン
グ

を
引

抜
い

た
後

鋼
矢

板
を

自
重

ま
た

は
こ

れ
に

補
足

荷
重

を
加

え
て

圧
入

す
る
工

法
で

あ
る

。

高
圧

力
水

噴
射

に
よ

り
鋼

矢
板

と
地

盤
の

抵
抗

を
切

除
し

、
圧

入
し

て
い

く
工
法

で
あ

る
。
 

ロ
ッ

ク
オ

ー
ガ

ケ
ー

シ
ン

グ
を

鋼
矢

板
に

そ
わ

せ
て

貫
入

し
、
オ

ー
ガ

マ
シ

ー
ン

を
回

転
さ

せ
な

が
ら

鋼
矢

板
の

圧
入

を
行

な
う

工
法

で
あ

る
。
 

全
施

回
型

オ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

工
法

に
よ

り
、

砂
と

置
換

え
し
、

そ
の

後
圧

入
工

法
に

よ
り
、
鋼
矢

板
を

建
込

む
。
 

施
工

略
図
 

 
 

 

土
 
粘

 
性
 

土
 

●
 

●
 

●
 

－
 

－
 

●
 

－
－

－
－

－
質

 
砂

 
質
 

土
 

●
 

●
 

●
 

○
 

○
 

◎
 

●
－

●
－

－
条

 
砂

礫
及
び

玉
石

 
×

 
×

 
×

 
△

 
△

 
×

 
△

 
△

 
△

 
●

 
●

 

件
 
風

化
花
崗

岩
 

×
 

×
 

×
 

△
 

△
 

×
 

×
●

×
●

●
  

岩
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
△

×
●

●

施
 

  
工

 
  

条
 
  

件
 

騒
音
 

大
き

な
騒

音
が

発
生

す
る
 

バ
イ

ブ
ロ

ほ
ど

で
は

な
い

が
振

動
音

が
発

生
す

る
 

高
周

波
バ

イ
ブ

ロ
に

比
べ

て
小

さ
い
 

振
動

音
に

ポ
ン

プ
駆

動
音

が
混

同
さ

れ
バ

イ
ブ

ロ
系

で
は

最
も

騒
音

が
発

生
す

る
 

振
動

音
と

ポ
ン

プ
駆

動
音

が
発

生
す

る
 

ほ
と

ん
ど
発
生

し
な

い
オ

ー
ガ

掘
削

時
に

か
な

り
の

摩
擦

音
が

発
生

す
る
 

オ
ー

ガ
掘

削
時

に
非

常
に

大
き

な
摩

擦
音

が
発

生
す

る
山

留
め

工
法

の
中

で
は
最

も
大

き
い
 

圧
入

時
、

ジ
ェ

ッ
ト

ポ
ン

プ
駆

動
音

が
発

生
す

る
 

オ
ー

ガ
掘

削
時

に
か

な
り

の
摩

擦
音

が
発

生
す

る
 

オ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

施
工

時
に
、
ハ
ン

マ
グ

ラ
ブ

で
掘

削
中

に
発

生
す

る
 

振
動
 

か
な

り
の

振
動

が
発

生
す
る
 

バ
イ

ブ
ロ

よ
り

も
小

さ
い
 

バ
イ

ブ
ロ

系
で

は
最

も
振

動
が

小
さ

い
 

か
な

り
の

振
動

が
発

生
す

る
 

ジ
ェ

ッ
ト

併
用

バ
イ

ブ
ロ

よ
り

も
小

さ
い
 
全

く
発
生
し
な

い
ほ

と
ん

ど
発

生
し

な
い

 
山

留
工

法
の

中
で

最
も

振
動

が
発

生
す

る
 

ほ
と

ん
ど

発
生

し
な

い
ｵ
ｰ
ｶ
ﾞ
掘

削
時

に
あ

る
程

度
発
生

す
る
 

ハ
ン

マ
グ

ラ
ブ

で
掘

削
中

に
発

生
す

る
 

２
次

公
害
 

振
動

、
騒

音
が

大
き

く
周

辺
建

造
物

へ
影

響
の
恐

れ
有

り
 

左
に

同
じ
 

バ
イ

ブ
ロ

系
で

は
最

も
問

題
が

少
な

い
 

多
量

の
汚

濁
水

が
発

生
す

る
 

左
に

同
じ
 

問
題

な
し
 

杭
打

機
周

辺
が

か
な

り
汚

れ
る
 

市
街

地
の

場
合

、
十

分
検

討
が
必

要
で

あ
る
 

多
量

の
汚

濁
水

が
発

生
す

る
 

杭
打

機
周

辺
が

か
な

り
汚

れ
る
 

鋼
管

を
引

抜
く

た
め
、

周
辺

へ
の

影
響

大
 

施
工

時
間
 

小
 

小
 

小
 

小
 

小
 

中
 

中
 

大
 

小
 

中
 

大
 

地
盤

へ
の
 

影
響
 

バ
イ

ブ
ロ

系
で

は
最

も
振

動
が

大
き

く
地

盤
へ

の
影

響
は

大
き
い
 

バ
イ

ブ
ロ

よ
り

も
影

響
が

小
さ

い
 

超
高

周
波

に
よ

り
バ

イ
ブ

ロ
系

で
は

地
盤

へ
の

影
響

が
最

も
小

さ
い
 

バ
イ

ブ
ロ

と
高

圧
力

水
に

よ
り

か
な

り
地

盤
を

緩
め

る
 

左
に

同
じ
 

ほ
と

ん
ど
影
響

し
な

い
オ

ー
ガ

で
か

き
回

す
為

、
削

孔
充

て
ん

が
重

要
 

左
に

同
じ

ジ
ェ

ッ
ト

水
で

地
盤

を
緩

め
る
 

オ
ー

ガ
で

か
き

回
す

為
、
削

孔
充

て
ん

が
重

要
 

鋼
管

を
引

抜
く

た
め
、

周
辺

へ
の

影
響

大
き

い
 

周
辺

へ
の
 

影
響
 

か
な

り
の

振
動

、
騒

音
の

為
、
住
居

地
域

で
の

使
用

は
困

難
 

左
に

略
同

一
な

る
も

や
や

軽
減

さ
れ

る
 

バ
イ

ブ
ロ

系
で

は
最

も
影

響
が

小
さ

い
 

汚
濁

水
、

振
動

、
騒

音
等

に
よ

り
住

居
地

域
で

の
使

用
は

不
可
 

左
に

同
一

な
る

も
、
や

や
軽

減
 

ほ
と

ん
ど
影
響

し
な

い
一

般
的

に
問

題
が

少
な

い
 

居
住

地
域

で
は

不
可

汚
濁

水
処

理
が

ポ
イ

ン
ト

 
一

般
的

に
問

題
が

少
な

い
 

施
工

ス
ペ

ー
ス

が
広

く
、
交

通
へ

の
影

響
が

大
 

適
応

地
盤
 

N
≦

5
0
の

粘
性

土
 

砂
質

土
 

N
≦

5
0
の

粘
性

土
 

砂
質

土
 

N
≦

5
0
の

粘
性

土
 

砂
質

土
 

N
≦

1
0
/5
0
の
岩

盤
ま

で
 

N
≦

1
0
/5
0

の
岩

盤
ま

で
 

N
≦

3
0
の

粘
性

土
砂

質
土
 

N
≦

5
0
の

粘
性

土
砂

質
土
 

玉
石

含
有

率
の

少
な

い
玉

石
混
り

砂
礫

層
 

q
u
=
5
0
N/
m
m2
以
下

の
岩

N
≦

5
0
ま

で
の

土
質

玉
石

含
有

率
の

多
い

、
玉

石
混
り

砂
礫
 

岩
盤

強
度

が
高

い
場

合
 

玉
石

含
有

率
の

多
い
、

玉
石

混
り

砂
礫
 

岩
盤

強
度

が
高

い
場

合
 

使
用

機
械
 

機
械

式
ク

レ
ー

ン
 

機
械

式
ク

レ
ー

ン
 

機
械

式
ク

レ
ー

ン
 

ｳ
ｫ
ｰ
ﾀ
ｼ
ﾞｪ
ｯ
ﾄ 

 
＋
 

機
械

式
ク

レ
ー

ン
 

ｳ
ｫ
ｰ
ﾀ
ｼ
ﾞｪ
ｯ
ﾄ 

＋
 

機
械

式
ク

レ
ー

ン
 

圧
入

機
 

＋
 

機
械

式
ク
レ
ー

ン
 

オ
ー

ガ
圧

入
機
 

ロ
ッ

ク
オ

ー
ガ

マ
シ

ン
＋

 
圧

入
機
 

ウ
ォ

ー
タ

ー
ジ

ェ
ッ

ト
＋

機
械
式

ク
レ

ー
ン

＋
圧

入
機
 

オ
ー

ガ
圧

入
機
 

オ
ー

ル
ケ

ー
シ

ン
グ

機
 

＋
 

圧
入

機
 

工
 

 
 

 
費
 

安
 

安
 

安
 

安
 

安
 

中
 

中
高

中
高

高

長
 

 
 

 
所
 

施
工

速
度

が
速

く
、

Ｎ
値

5
0
程
度

の
土

質
ま

で
打

込
が

可
能

で
あ
る

。
 

工
費

は
機

械
打

の
中

で
は
最

も
安

い
。
 バ

イ
ブ

ロ
よ

り
も

振
動

、
騒
音

が
小

さ
い

. 
バ

イ
ブ

ロ
系

で
は

最
も

振
動

音
が

小
さ

い
。
 

ウ
ォ

ー
タ

ー
ジ

ェ
ッ

ト
を

併
用

す
る

事
に

よ
り

、
硬

い
地

盤
に

も
対

応
で

き
る

。
 

バ
イ

ブ
ロ

系
で

は
最

も
硬

質
地

盤
へ

の
対

応
が

可
。
 

幅
広

い
土

質
に

対
応

で
き

る
。
 

振
動

、
騒

音
が

ほ
と

ん
ど

な
く

２
次

公
害

を
発

生
す

る
事
も
少

な
い

。

圧
入

に
比

べ
、

よ
り

幅
広

い
土

質
に

対
応

で
き

、
施

工
速

度
も

速
い

。
 

硬
質

地
盤

へ
の

圧
入

が
可

能
で
あ

る
。
 

圧
入

に
比

べ
、

幅
広

い
土

質
に
対

応
で

き
る

。
巨

大
転
石

、
玉
石

の
含

有
率

の
多

い
場

合
、
お

よ
び

高
強

度
の

岩
盤

に
対

し
て

採
用

。
地
盤

の
乱

れ
が

比
較

的
少

な
い
 

巨
大

転
石
、
玉
石

の
含

有
率

の
多

い
場

合
、
お

よ
び

高
強

度
の

岩
盤

に
対

し
て

採
用
。
施
工

精
度

が
高

く
、
確

実
に

施
工

で
き

る
。
 

短
 

 
 

 
所
 

打
込

の
際

、
か

な
り

激
し

い
振

動
と

騒
音

が
発

生
し

近
接

構
造

物
へ

の
影

響
が

大
き
い

。
 

バ
イ

ブ
ロ

ほ
ど

で
は

な
い

が
振

動
、

騒
音

が
発

生
し

周
辺

へ
の

影
響

を
伴

う
。
 

工
費

が
バ

イ
ブ

ロ
に

比
べ

て
割

高
で

あ
る

。
 

振
動

、
騒

音
に

加
え

て
汚

濁
水

が
発

生
し

、
２

次
公

害
を

引
き

起
こ

す
恐

れ
が

あ
る

。
 

多
量

の
水

の
供

給
が

必
要

で
あ

る
。
 

工
費

が
ジ

ェ
ッ

ト
併

用
バ

イ
ブ

ロ
よ

り
も

割
高

で
あ

る
。
 

汚
濁

水
に

よ
る

２
次

公
害

を
引

き
起

こ
す

恐
れ

が
あ

る
。
多

量
の

水
が

必
要

で
あ

る
。
 

Ｎ
値

が
1
5

程
度

ま
で

し
か

対
応
で
き

な
い

。
オ

ー
ガ

掘
削

時
に

か
な

り
地
盤

を
乱

す
。

騒
音

を
伴

う
。
 

油
圧

圧
入

に
比

べ
て

工
費

が
割

高
で

あ
る

。
 

施
工

速
度

が
遅

く
、

騒
音

、
振

動
が

非
常

に
大

き
い

。
 

工
費

が
オ

ー
ガ

併
用

圧
入

に
比

べ
て

か
な

り
高

い
。
 

汚
濁

水
な

ど
の

２
次

公
害

が
発

生
す

る
。

多
量

の
水

の
供

給
源

が
必

要
で

あ
る
。
 

騒
音

を
伴

う
。

油
圧

圧
入

に
比

べ
て

工
費

が
割

高
で

あ
る

。

施
工

ス
ペ

ー
ス

が
広

い
。
 

削
孔
・
砂
置

換
後

に
矢

板
を

打
込

む
た

め
、
地

盤
に

ゆ
る

み
が

生
じ

や
す

い
。
 

評
 

 
 

 
価
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

△
×

△
○

×
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ロ
）

打
設

工
法

選
定

フ
ロ

ー
 

出
典
「

仮
設

計
画

ﾊ
ﾝﾄ
ﾞ
ﾌ
ﾞｯ
ｸ
：

社
）

全
日

本
建

設
技

術
協
会

」

(
硬

質
地

盤
ク

リ
ア

工
法

) 

(
2
.
3
)
 鋼

矢
板

の
運

搬
 

土
留
め

工
に

使
用

す
る

鋼
矢

板
は
賃

貸
材

料
（

リ
ー

ス
材

）
で
、

U
形

鋼
矢

板
I
V
型
で

あ
る
。
 

「
建

設
物

価
(
2
0
21

年
1
0
月
)
」

に
記

載
さ

れ
た

仮
設

鋼
矢
板

の
長
さ

は
以

下
の

通
で

あ
る

。
 

表
 

仮
設

賃
貸

鋼
矢

板
の

規
格

 

矢
板

規
格
 

矢
板

幅
(
m
m
) 

標
準

長
(
m
) 

ス
ク

ラ
ッ

プ
長

(
m
) 

摘
 

要
 

Ⅲ
型
 

4
0
0 

6
～

1
2 

5
m
未
満
 

Ⅳ
形
 

4
0
0 

9
～

1
6 

8
m
未
満
 

Ⅴ
L
型
 

5
0
0 

1
0
～

1
8 

9
m
未
満
 

 
ま

た
、
運

搬
可

能
長

さ
は
「
社

」
鋼

管
杭
・
鋼
矢

板
技

術
協

会
」
の
技

術
資

料
に

よ
る
と

以
下
の

よ
う

に
記

載
さ

れ
て

い
る

。
 

表
 

運
搬

可
能

長
さ

の
目

安
 

 
鋼

矢
板

長
さ

が
、
賃

貸
材

料
規

格
の
標

準
長

以
上

で
運

搬
可

能
長
さ

を
超

え
る

場
合

は
、
継
手

を
設

け
て

所
定

の

長
さ

に
加

工
し

た
資

材
を

使
用

す
る
。
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  ＜
参

考
資

料
＞

 
車

輌
の

運
搬

寸
法
 

 

   

1
2
-
2
-
3 
土
留

工
の

配
置

計
画
 

 (
1
)
 
使
用

材
料
 

(
1
.
1
)
 壁

体
及

び
支

保
工
 

 
鋼

矢
板

は
U
形

矢
板

の
Ⅲ
型

以
上
を

用
い

、
支

保
鋼

材
は

H
-
3
00
x
3
0
0
以

上
を

採
用
す

る
（
仮

設
構

造
物

工
指

針
 
P
6
5）
。
使

用
す

る
鋼

材
は
、

賃
貸
材

料
（

リ
ー

ス
材

）
を

基
本
と

す
る

。
 

 

表
 
鋼
矢

板
の
断

面
性
能

 

 
 

＊
枠
は

賃
貸

材
料

の
規

格
を

示
す
。
 表

 
H
形
鋼
(
加
工

材
)
の
断
面

性
能

 

名
称

 
寸

法
 
 
 
 
 
(
m

m
) 

 
断
面
積

(
cm

3 )
 

 
単

 重
 

(
kg

/m
) 

断
面
二
次

 
モ
ー
メ
ン
ト

 
(
cm

4 )
 

断
面
二
次

 
半
径

 
(
cm

) 

 
断
面
係
数

 
(
cm

3 )
 

H
×

B
×

t 1
×

t 2
 

A
 

W
 

Ix
 

Iy
 

rx
 

ry
 

zx
 

zy
 

H
-2

00
 

 
20

0×
20

0×
 8

×
12

 
51

.5
3 

55
36

60
 

91
9 

8.
43

 
4.

22
 

36
6 

92
  

H
-2

50
 

 
25

0×
25

0×
 9

×
14

 
78

.1
8 

80
 

88
50

 
28

60
 

10
.6

0 
6.

05
 

70
8 

22
9 

 
H

-3
00

 
 

30
0×

30
0×

10
×

15
 

10
4.

80
 

10
0 

17
30

0 
59

00
 

12
.9

0 
7.

51
 

11
50

 
 3

94
  

H
-3

50
 

 
35

0×
35

0×
12

×
19

 
15

4.
90

 
15

0 
35

00
0 

12
50

0 
15

.1
0 

8.
99

 
20

00
 

71
6 

 
H

-4
00

 
 

40
0×

40
0×

13
×

21
 

19
7.

70
 

20
0 

59
00

0 
20

30
0 

17
.3

0 
10

.1
0 

29
50

 
10

10
  

H
-5

00
 

 
50

0×
50

0×
25

×
25

 
30

0.
80

 
30

0 
14

20
00

 
45

30
0 

20
.7

0 
11

.7
0 

56
70

 
18

10
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  (
1
.
2
)
 支

保
工

の
配

置
 

 
通
常
、
腹
起
し
の
鉛
直
間
隔
は

3m
程
度
と
し
土
留
め
頭
部
か
ら

1m
以
内
に
第

1
段
の
支
保
工
を
設
置
す
る
。
支
保

工
材
料
は

H-
30
0×

30
0
以
上
を
最
小
部
材
と
し
、
切
梁
の
設
置
間
隔
は

5m
程
度
以
下
を
原
則
と
す
る
。
（
仮
設
工
指

針
P1
20
～
P1
22
）
 

 
支

保
工

材
は

鋼
製

山
留

材
（

リ
ー

ス
材

）
を

用
い

、
接

続
部

の
相

互
の

規
格

は
上

下
１

ラ
ン

ク
か

ら
選

定
す

る
（

1
ラ

ン
ク

以
上

は
ボ

ル
ト

穴
が

使
用

で
き

な
い

）
。

ま
た

、
切

梁
と

火
打

は
同

じ
規

格
で

な
い

と
接

合
で

き
な

い
た

め
、

同
規

格
の

材
料

を
選

定
す

る
。

 

 

切
梁
規
格
は
、
応
力
度
計
算
に
お
け
る
細
長
比

L/
b＞

30
よ
り
、
長
さ
が

12
m
以
上
の
切
梁
材
は

12
.0
0m
/3
0＞

0.

40
m
以
上
か
ら

H-
40
0（

リ
ー
ス
材
）
以
上
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
支
保
工
は
両
端
が
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
配
置
す
る
ほ
か
、
必
要
寸
法
の
調
整
に
は
調
整
ピ
ー
ス
や
袋
詰
め
コ
ン
ク
リ

ー
ト
等
を
用
い
て
補
強
を
図
る
。
 

  
矢

板
の

施
工

余
裕

幅
は
、
「

土
地

改
良

工
事

数
量

算
出
要

領
（

案
）
」
を

参
照

し
、
足

場
幅
は

1.
2
m
を

採
用

す

る
。

 
必

要
余

裕
幅

 
ｂ

＝
0.
5
0
m
＋
1
.
2
0m
＋

0.
1
0
m＝

1
.8
0
m
 

 
構

造
物

の
全

体
を

鋼
矢

板
で

締
切

る
為

に
は

、
鋼

矢
板
継

手
の

嵌
合

に
配

慮
し

た
方
向

と
枚

数
が

必
要

で
あ

る

事
か

ら
、

矢
板

枚
数

は
必

要
余

裕
幅

以
上

を
確

保
し

て
割
付

け
る

。
嵌

合
が

難
し

い
場
合

は
、

薬
液

注
入

を
行

っ

て
止

水
を

確
保

す
る

。
 

 

 
図

 
施
工

余
裕

幅
模

式
図

（
足

場
設
置

の
場

合
）

 

  (
2
)
 
配
置

計
画
 

 
土

留
め

工
の

計
画

箇
所

は
以

下
の
範

囲
で

あ
る

。
 

 
 

 
・

吸
水

槽
 

 
 

 
・

導
水

幹
線

水
路

接
続

工
 

  
施

工
は

、
吸

水
槽

が
1
期
工

事
、
導

水
幹

線
接

続
工

が
3
期

工
事

の
計

画
で

あ
る

。
な

お
、
流

量
調

整
弁

室
は

掘
削

深
が

H＜
3
m
で

地
下

水
位

が
低
い

こ
と

か
ら

、
素

掘
り

施
工
と

す
る

。
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7/
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水
道

水
道

物
置

物
置

諏
訪

支
右

5/
5

ｹ -
ﾌ ゙

 ﾙ 

ｹ -
ﾌ ゙

 ﾙ 

西
階

戸
26

6

西
階

戸
31

1
Co

Co

H3
0K

BM
1 H=

91
.0

32

タ
イ

ル

看

.2
6

91
.2

1

91
.1

5

91
.0

7

91
.0

4

91
.0

3

91
.0

5

91
.0

5

91
.0

6

91
.1

0

91
.0

0

88
.7

6 84
.8

4

91
.2

0

91
.0

9

91
.1

1

91
.1

6

91
.1

4

91
.1

7

91
.1

7
91

.1
9

91
.2

3

91
.2

5

91
.4

5

91
.2

5

91
.2

6

91
.1

6

91
.1

2

91
.2

4

91
.2

4

91
.2

2

91
.1

9

91
.1

5

91
.1

7

91
.2

3

91
.1

2

91
.1

3

90
.7

6

91
.1

7

91
.1

290
.6

8

90
.5

9

90
.6

3

91
.0

2

90
.6

2 91
.0

3

91
.0

7

91
.1

9

91
.1

9

91
.2

3

91
.2

1
91

.1
591

.1
4

91
.1

1

91
.1

4

91
.1

4

91
.1

9

91
.1

691
.1

3

91
.0

2

91
.1

1

91
.1

7

91
.0

5
91

.1
4

91
.0

9

91
.3

2

91
.2

8

91
.1

5

91
.1

7

90
.9

5

90
.9

1

91
.0

9

91
.0

7
91

.1
5

91
.0

3

91
.0

1

91
.0

5

91
.1

9

91
.1

5

E

汚

9
1
.
6

a

g

M3NO
.0

M3IP.
1

N
O
.
9
5

N
O
.
9
5

T
A
2
0

g

A
s

T
A
.
2
0

H
=
9
1
.
1
9
3

9
1
.
1
1

9
1
.
0
6

9
1
.
0
4

9
1
.

9
1
.
9
7

9
1
.
3
3

9
1
.
3
3

9
2
.
2
0

9
1
.
0
7

9
1
.
0
2

9
0
.
9
5

9
0
.
9
6

9
0
.
7
5

9
0
.
9
3

9
0
.
7
7

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
0
.
9
9

9
0
.
8
5

9
0
.
7
7

9
0
.
9
3

9
0
.
9
7

9
0
.
9
0

9
0
.
8
4

9
0
.
9
6

9
1
.
0
6

9
1
.
0
5

9
1
.
0
1

9
0
.
9
7

9
1
.
0
7

9
1
.
2
6

9
1
.
0
5

9
1
.
0
7

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
1
0

9
1
.
2
2

9
1
.
2
79
1
.
1
8

9
1
.
1
8

9
1
.
1
7

9
1
.
1
29
1
.
0
6

9
0
.
9
7

9
0
.
9
5

9
1
.
1
69

1
.
1
3

9
1
.
0
6

9
1
.
0
1

9
1
.
0
3

9
1
.
0
9

9
1
.
0
4

9
0
.
9
6

C
1
5
4

C
1
5
5

P
4
2
4

P
4
2
2

C
1
5
6

P
1
5
7

C
1
3
8

P
4
2
0

P
4
2
1

C
1
4
3

C
1
4
4

5
-
0
0
1

5
-
0
0
2 5
-
0
0
3

5
-
0
0
4

下

下

下

下

西
階

所
3
1
1

西
階

所
2
6
6

西

寄
居

高
1
7
0

下

電

9
0
.
7
5

9
0
.
8
0

9
0
.
9
0

4950

吸
水

槽

N
O
.
9
4
+
2
9
.
1
7
0

N
O
.
9
4
+
3
4
.
7
7
0

R
2
-
2

R
2
-
1

R
2
-
3

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

N
O
,
9
5
+
1
3
.
8
9
8

鋼矢板28@400=11200

1
9
@
4
0
0
=
7
6
0
0

1
5
@
4
0
0
=
6
0
0
0

9
6
9
3

鋼矢板28@4
00=1

1200

5
@
4
0
0
=
2
0
0
0

横
矢

板
4
7
4
2

1
1
@
4
0
0
=
4
4
0
0

1
1
1
4
2

4
0
0

横
矢

板
4
8
9
3

1
1
@
4
0
0
=
4
4
0
0

鋼矢板24@4
00=9

600

鋼矢板24@4
00=9

600

2
@
4
0
0

=
8
0
0

横
矢

板
4
6
0
0

1
0
@
4
0
0
=
4
0
0
0

9
4
0
0

2
@
4
0
0

=
8
0
0

横
矢

板
4
6
0
0

1
0
@
4
0
0
=
4
0
0
0

9
4
0
0

流
量

調
整

弁
室

DN

DN

遮音壁L=30.00m

自立式鋼矢板SP-IIIL=7.50m

28@400=11200

1
:
0
.
4

1
:
0
.
4

1
:
0
.
4

1:0.4

導
水

幹
線

水
路

接
続

工

 
 

図
 

土
留

工
全

体
平

面
図
 

 
 

8
5



(
2
.
1
)
 吸

水
槽
 

 
吸

水
槽

は
配

置
上
、
導
水
幹

線
水
路

と
角

度
を

も
っ

た
平

面
形
状

で
、
床

掘
り

深
さ
は

、
施

工
基

面
(
T
P
+9
1
.
00
)

か
ら

最
大

7.
5
m
で

あ
る

。
 

 
縦

断
方

向
は

対
面

に
平

行
な

側
面

が
あ

る
事

か
ら

切
梁
の

設
置

が
で

き
る

が
、

左
右
の

壁
は

切
梁

の
配

置
が

難

し
い

。
し

た
が

っ
て

、「
火

打
ち

梁
の
端

部
に

油
圧

ジ
ャ

ッ
キ

を
入
れ

て
ゆ

る
み

を
取

る
」
こ

と
で

、
腹
起

し
の

安

定
を

図
る

（
仮
設
工
指
針

P1
18
）
。

 

 
導

水
幹

線
水

路
を

横
断

す
る

区
間

は
親

杭
横

矢
板

を
用
い

、
背

面
に

「
薬

液
注

入
」
を

行
っ

て
地

下
水

の
止

水

と
地

盤
の

緩
み

を
抑

え
る

。
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図
 
吸
水
槽
断
面
図
 

(
2
.
2
)
 導

水
幹

線
水

路
接

続
工

 

支
保
工

は
、

接
続

管
の

管
割

を
考
慮

し
た

設
置

と
す

る
。

 

既
設

吸
水

槽
は

、
頂

板
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が

撤
去

さ
れ

側
壁
は

存
置

さ
れ

る
が

、
既

設
吸
水

槽
の

構
造

（
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

）
が

成
り

立
た

な
い
こ

と
か

ら
、

底
版

ま
で

の
深
さ

を
掘

削
深

さ
と

す
る

。

鋼
矢

板
と

幹
線

水
路

の
隙

間
は

、
地

下
水

を
遮

断
す

る
必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
”

薬
液
注

入
”

を
併

用
す

る
。

横
矢

板
は

ス
パ

ン
が

長
い

た
め

、
軽
量

鋼
矢

板
（

リ
ー

ス
材

）
を
用

い
る

。
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＜
参

考
資

料
＞

横
矢

板
に

木
材

を
使
用

し
た

場
合

の
必

要
厚

 

＊
厚
さ

1
2
cm

は
、
家
屋

の
柱
材
（
4
寸
角

材
）
に
匹

敵
し
、
材
料

入
手

の
難

易
と

経
済
性

か
ら
木

材
に

変
る

材
料

（
リ

ー
ス

材
：

軽
量

鋼
矢

板
）

を
選
定

す
る

。

1
2
-
2
-4

土
土

留
め

工
の

構
造
計

算

(
1
)

掘
削

時
の

安
定

検
討

 
掘

削
時

の
安

定
は

、
掘

削
の

進
行
に

従
い

掘
削

面
と

背
面

側
の
力

の
不

均
衡

が
増

大
し

、
掘
削

底
面

の
安

定
が

そ
こ

な
わ

れ
る

事
を

言
う

。
  
 
(
道
路

土
工

…
仮

設
構

造
物
工

指
針
 
) 

ボ
イ

リ
ン

グ
> 

 
ボ

イ
リ

ン
グ

は
砂

質
土

地
盤

の
様
に

透
水

係
数

の
大

き
い

地
盤
で

、
土

留
壁

の
背

面
側

と
掘
削

側
に

大
き

な
水

位
差

が
生

じ
、

そ
の

水
位

差
が

掘
削
面

側
の

有
効

重
量

以
上

に
な
る

と
砂

が
湧

き
た

つ
状

態
と
な

り
、

次
第

に
土

留
壁

の
安

定
が

失
わ

れ
る

現
象

で
あ
る

。
 

パ
イ

ピ
ン

グ
> 

 
パ

イ
ピ

ン
グ

と
は

、
ボ

イ
リ

ン
グ
状

態
が

局
部

的
に

発
生

し
、
矢

板
と

土
の

接
触

面
に

沿
っ
て

上
昇

し
パ

イ
プ

状
に

ボ
イ

リ
ン

グ
が

形
成

さ
れ

る
現
象

で
あ

る
。
 

ヒ
ー

ビ
ン

グ
>

ヒ
ー
ビ

ン
グ

は
粘

性
土

地
盤

の
よ
う

な
含

水
比

の
高

い
地

盤
で
、
安

定
上

の
滑

り
抵

抗
が

小
さ
い

場
合

に
掘

削

側
の

地
盤

が
ふ

く
れ

あ
が

る
現

象
で
あ

る
。
 

盤
ぶ

く
れ

> 

 
盤

ぶ
く

れ
は

、
粘

性
土

地
盤

や
細
粒

分
の

多
い

細
砂

層
の

よ
う
な

難
透

水
層

が
あ

り
、
そ
の

難
透

水
層
の

下
に

透
水

層
(
砂
層

,
砂
礫

層
)
が
あ
る

場
合
に

想
定

さ
れ

る
。
 

 
掘

削
工

事
で

は
、

床
堀

に
応

じ
て
締

切
り

内
の

排
水

が
行

わ
れ
、

締
切

り
内

と
矢

板
背

面
に
水

位
差

が
生

じ
、

こ
れ

に
よ

っ
て

難
透

水
層

が
持

上
げ
ら

れ
る

現
象

で
あ

る
。

 

 
地

質
調

査
資

料
か

ら
検

討
地

盤
は
砂

質
地

盤
で

あ
る

た
め

、
検

討
は

ボ
イ

リ
ン

グ
と

パ
イ

ピ
ン
グ

に
つ

い
て

行

い
、

「
つ

り
あ

い
深

さ
」

と
比

較
し
て

大
な

る
長

さ
を

採
用

す
る
。
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  (
2
)
 
構
造

計
算
 

 
構

造
計

算
は

以
下

の
箇

所
に

つ
い
て

行
う

。
 

 (
2
.
1
)
 吸

水
槽

左
岸

：
本

体
工

 

(
2
.
2
)
 吸

水
槽

右
岸

：
L
形
擁

壁
 

(
2
.
3
)
 導

水
幹

線
水

路
接

続
工

 

(
2
.
4
)
 流

量
調

整
弁

室
 

  ＜
吸

水
槽

の
柱

状
図

別
試

算
＞

 

 
吸

水
槽

の
土

留
工

に
最

も
近

い
地
質

調
査
は

R
2
-3

で
あ
る

が
、
導

水
幹

線
水

路
に

近
く
埋

土
(
B)
が
想

定
さ

れ
、

他
の

柱
状

図
と

土
性

が
異

な
る

こ
と
か

ら
、

近
傍

の
柱

状
図

に
よ
り

土
留

め
工

の
試

算
を

行
っ
た

。
 

 吸
水

槽
 

掘
削

H=
7
.
48
m
 
柱

状
図
別

計
算

結
果

表
 

検
 

討
 

ケ
ー

ス
 

柱
状

図
 

地
下

水
位
 

上
層
 

矢
板

長
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工
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摘
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k
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O
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2
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K
 

  
上

記
に

よ
る

と
、
ケ

ー
ス

1.
2
の
支

保
工

反
力

が
最

も
大
き

い
こ
と

か
ら
、
吸
水

槽
の
検

討
は

R
2
-4

柱
状

図
を

採
用

す
る

。
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岸
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名

図
面

番
号

図
示

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

参
5

-
1
/
3

施
工

手
順

図
(
1
/
3
)

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

施
工

手
順

図
(

1
/

3
)

＜
施

工
順

序
＞

1
次

施
工

：
既

存
揚

水
機

場
建

屋
、

倉
庫

棟
を

解
体

・
撤

去
す

る
。

2
次

施
工

：
建

屋
周

辺
を

素
掘

り
開

削
し

て
、

建
屋

基
礎

、
ポ

ン
プ

室
の

取
壊

し
・

撤
去

を
行

う
。

撤
去

後
は

土
砂

で
埋

戻
し

を
行

い
矢

板
打

ち
込

み
の

施
工

基
面

と
す

る
。

3
次

撤
去

：
鋼

矢
板

土
留

め
工

を
設

置
し

、
導

水
幹

線
水

路
、

吸
水

槽
の

取
壊

し
・

撤
去

を
行

う
。

揚
水

機
場

倉
庫

棟

4
2



S
=
1
:
1
0
0

導
水

幹
線

水
路

施
工

手
順

図

▽
G
L

9
1
.
0
0

1000

ス
テ

ッ
プ

,
1

1
、

鋼
矢

板
、

親
杭

を
「

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法
」

で
打

設
す

る
。

2
、

支
保

工
を

設
置

し
な

が
ら

、
床

掘
り

を
行

う
。

3
、

導
水

幹
線

水
路

を
残

し
て

、
バ

ッ
ク

ホ
ウ

で
床

掘
り

行
う

。
幹

線
幹

線
水

路
に

偏
圧

が
作

用
し

な
い

よ
う

に
左

右
の

掘
削

深
に

留
意

す
る

。

6120

6480

▽
G
L

9
1
.
0
0

ス
テ

ッ
プ

,
2

1
、

非
か

ん
が

い
期

を
待

っ
て

（
仮

廻
し

流
量

Q
=
0
.
6
0
m
3
/
s
）

撤
去

に
着

手
す

る
。

2
、

通
水

(
2
4
h
)
を

行
い

な
が

ら
、

吸
水

槽
工

事
を

行
う

。
3
、

右
岸

側
の

L
形

擁
壁

基
礎

工
を

施
工

す
る

。
4
．

導
水

幹
線

水
路

の
上

部
を

切
断

撤
去

す
る

。

か
ん

が
い

期
通

水

ス
テ

ッ
プ

,
3
-
2
/
2

▽
G
L

9
1
.
0
0

ス
テ

ッ
プ

,
5

1
.

右
岸

側
の

底
版

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
打

設
す

る
。

2
.

昼
間

の
断

水
を

行
い

、
左

岸
側

の
側

壁
を

切
断

・
撤

去
す

る
。

3
．

底
版

面
を

面
斫

り
を

行
っ

て
整

形
し

、
ジ

ェ
ッ

ト
セ

メ
ン

ト
で

仕
上

げ
る

。

▽
G
L

9
1
.
0
0

ス
テ

ッ
プ

,
6

2
4
h
の

仮
廻

し
通

水
を

行
う

。
1
、

埋
戻

し
・

土
留

め
工

の
撤

去
を

行
う

。
2
、

上
段

の
擁

壁
工

、
角

落
し

工
事

を
行

う
。

ス
テ

ッ
プ

,
3
-
1
/
2

事
業

所
名

1
:
1
0
0

尺
度

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

会
社

名

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

図
面

名
施

工
手

順
図

(
2
/
3
)

工
事

名

年
月

日

図
面

番
号

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

吸
水

槽
本

体
工

L
形

擁
壁

（
上

段
）

埋
戻

埋
戻

▽
床

掘
基

面

▽
床

掘
基

面

L
形

擁
壁

基
礎

工

施
工

手
順

図
(

2
/

3
)

参
5

-
2
/
3

Q=0.60m3/s

hw=513

導
水

幹
線

水
路

切
断

・
撤

去

▽
G
L

9
1
.
0
0

昼
間

は
断

水
を

行
い

、
通

水
は

夜
間

の
み

と
す

る
。

1
、

右
岸

側
に

切
断

機
を

据
え

て
側

壁
の

切
断

を
行

う
。

2
、

切
断

片
は

ク
レ

ー
ン

で
地

上
に

搬
出

す
る

。
3
、

底
部

配
水

管
(
V
U
φ

2
0
0
)
は

、
端

部
を

木
栓

で
止

水
す

る
。

底
版

切
断

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ
機

側
壁

切
断

・
撤

去

▽
G
L

9
1
.
0
0

1
、

L
形

擁
壁

を
1
ス

パ
ン

据
付

け
る

2
、

仮
目

地
を

行
い

、
仮

廻
し

通
水

を
再

開
す

る
。

3
-
1
/
2
～

3
-
2
/
2
は

、
L
形

擁
壁

1
ス

パ
ン

／
日

と
し

、

4
ス

パ
ン

に
分

割
し

て
行

う
。

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

イ
ン

グ
機

角
落

し
工

底
版

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L
形

擁
壁

据
付

（
土

留
め

工
設

置
、

床
掘

）

（
吸

水
槽

、
導

水
路

上
部

撤
去

）

（
導

水
路

右
岸

壁
撤

去
）

（
L
形

擁
壁

据
付

け
）

（
導

水
路

左
岸

撤
去

、
内

面
仕

上
げ

）

（
埋

戻
し

、
擁

壁
工

）

4
3



事
業

所
名

尺
度

会
社

名

年
月

日

図
面

名

工
事

名

図
面

番
号

1
:
1
0
0

関
東

農
政

局
荒

川
中

部
農

業
水

利
事

業
所

参
5

-
3
/
3

施
工

手
順

図
(
3
/
3
)

S
=
1
:
1
0
0

導
水

幹
線

水
路

施
工

手
順

図

ス
テ

ッ
プ

,
1

1
、

建
屋

を
撤

去
後

、
ポ

ン
プ

室
を

素
掘

り
で

開
削

し
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
レ

ー
カ

ー
で

取
壊

・
撤

去
す

る
。

2
、

ポ
ン

プ
室

撤
去

後
、

地
表

面
ま

で
仮

埋
戻

し
を

行
い

矢
板

打
設

基
面

と
す

る
。

ス
テ

ッ
プ

,
3

1
、

昼
間

の
断

水
時

に
、

仮
受

架
台

を
設

置
し

て
F
R
P
M
管

を
ク

レ
ー

ン
で

据
付

け
る

。
2
、

継
手

部
は

遮
水

シ
ー

ト
で

養
生

し
、

夜
間

通
水

を
行

う
。

ス
テ

ッ
プ

,
2

1
、

鋼
矢

板
、

親
杭

を
「

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法
」

で
打

設
す

る
。

2
、

支
保

工
を

設
置

し
な

が
ら

、
床

掘
り

を
行

う
。

3
、

導
水

幹
線

水
路

を
残

し
て

、
バ

ッ
ク

ホ
ウ

で
床

掘
り

行
う

。
4
、

導
水

幹
線

水
路

の
上

部
半

断
面

と
吸

水
槽

の
頂

板
を

切
断

・
撤

去
す

る
。

5
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

片
は

、
ク

レ
ー

ン
で

地
上

に
つ

り
上

げ
て

破
砕

す
る

。
6
、

底
部

配
水

管
の

上
下

流
端

は
、

キ
ャ

ッ
プ

で
止

水
す

る
。

か
ん

が
い

期
通

水

幹
線

導
水

路
断

面

1:0
.5

1:0
.5

ポ
ン

プ
室

（
擁

壁
）

5
0
0

500

既
設

吸
水

槽
7
4
0
0

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

切
断

鋼
矢

板
土

留
め

工

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法

F
R
P
M
φ

2
4
0
0

ラ
フ

タ
ー

ク
レ

ー
ン

仮
受

架
台

▽
床

掘
基

面

▽
床

掘
基

面

施
工

余
裕

幅

1
.
0
m
以

上

1
0
0
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

カ
ッ

タ
ー

切
断

ス
テ

ッ
プ

,
4

ス
テ

ッ
プ

,
6

ス
テ

ッ
プ

,
5

Q=0.60m3/s

hw=513

500

底
部

配
水

管
(
V
φ

U
2
0
0
)

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

切
断

▽
床

掘
基

面
▽

床
掘

基
面

施
工

余
裕

幅

1
.
0
m
以

上

8
4
0
0

ワ
イ

ヤ
ー

ソ
ー

切
断

鋼
矢

板
土

留
め

工

硬
質

地
盤

ク
リ

ア
工

法

吸
水

槽
断

面
端

部
断

面

1
、

浮
上

防
止

バ
ン

ド
を

取
付

け
る

。
2
，

型
枠

を
既

設
コ

ン
ク

リ
ー

ト
上

に
組

立
て

る
。

2
、

巻
立

て
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

2
回

に
分

け
て

打
設

・
養

生
す

る
。

1
、

土
砂

の
埋

戻
し

、
土

留
め

工
の

撤
去

を
行

う
。

2
、

周
辺

地
盤

に
合

わ
せ

て
整

地
を

行
う

。

型
枠

型
枠

巻
立

コ
ン

ク
リ

ー
ト

3
1
0
0

3100

～
埋

戻
～

1
、

昼
間

の
断

水
時

間
を

利
用

す
る

。
2
、

吸
水

槽
立

坑
か

ら
資

材
を

搬
入

す
る

。
3
、

継
手

箇
所

に
内

面
バ

ン
ド

を
取

付
け

る
（

3
カ

所
）

。

内
面

バ
ン

ド

花
園

揚
水

機
場

改
修

工
事

荒
川

中
部

農
業

水
利

事
業

施
工

手
順

図
(

3
/

3
)

（
既

設
ポ

ン
プ

室
撤

去
）

（
鋼

矢
板

打
設

、
導

水
幹

線
水

路
撤

去
）

（
F
R
P
M
管

据
付

け
）

（
巻

立
て

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
）

（
内

面
バ

ン
ド

取
付

け
）

（
埋

戻
、

矢
板

引
抜

き
）

4
4
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（参考３）荒川中部農業水利事業所からの追加助言依頼についての外部委員の回答

関東農政局 荒川中部農業水利事業所からの追加助言依頼について 

令和４年２月２日 

１．依頼内容 

「井戸枯れ地盤沈下が予想される現場で、ウエルポイントやディープウエル実施する場合にお

いての

①事前調査内容の事例

②被害防止対策の事例

について、ご経験や情報がございましたらご助言頂きますようお願いします。

２．助言内容 

外部委員の助言：西松建設（株） 永津課長 

①事前調査について

・工事に先立ち実施する家屋調査で井戸の有無についても確認する

・地域によっては防災井戸があるので自治体からヒアリングする

・ＤＷ等の地下水位影響範囲は井戸の有無の調査をし、有れば水位の確認を定期的に実施する

②被害防止対策

・離れた箇所に水位観測井戸を設置し、ＤＷ等から水を上げたり、止めたりして透水係数を計

測して実際の影響がどの程度出るか検討のうえ排水量を決定する。

排水量の管理にはバルブを設置して管理する（間隙水圧計と連動した電磁バルブであれば自動

で管理は可能）。

・排水した水を地盤に戻す（リチャージする）、リチャージ時に水の入りが悪いようであれば、

GLよりも井戸の管を高くして水位を上げてヘッドかけるか、ポンプで圧送するなどの方法があ

ります。また、目詰まり時の清掃用としてリチャージ井戸にもポンプは必要です。いづれにし

ても 100％の戻しは難しいかと思います。

重要なことは周辺井戸の有無の確認をヒアリングで確認することと、D.W.排水前に透水試験を

実施し、どのような水位の動きがあるか確認のうえ、実際の値で排水量の管理をすることが必

要かと思います。 



外部委員の助言：清水建設 入江上席エンジニア 

①事前調査について

・井戸調査

牛舎で使われている井戸の詳細が不明です。井戸の有無だけではなく、井戸の仕様（深さ、陽

水量）を確認することが必要です。浅い井戸であれば井戸枯れは出やすいです。深い井戸であ

れば DW の影響は少ない可能性があります。別項に記載するような追加試験を行い地下水低下

に関する正確な地盤情報が得られれば、影響の程度を水位低下曲線や浸透流解析などでもう少

し詳細に検証できると思われます。

・多孔式現場透水試験

地下水低下に関して正確に影響検討を行うデータがありません。影響検討を詳細に行うために

は、揚水井と複数の観測井を用いた多孔式現場透水試験を行うことが必要だと思います。※１）揚

水時の揚水井と観測井の水位低下量及び揚水停止後の水位回復量を継時的に測定し、帯水層の

透水量係数（または透水係数）と貯留係数を求めて、影響検討と評価に反映させることができ

ます。

・追加ボーリング調査

既存のボーリング調査では Dg 層の下端が不明です。層厚 5～10m 以上という情報しかありませ

ん。追加の事前調査として深さ 15～20m 程度までの追加ボーリングを行うことが考えられま

す。Dg 層が深く存在することが確認される場合は、地下水の供給が大きいと想定されるので

（計算値以上に）DW に大きな能力が必要になります。一方、鋼矢板が打設可能な深さに一様

な不透水層の存在が確認される場合は、鋼矢板をこの不透水層まで根入れすることで地下水を

遮断する工法への変更が可能となり、地下水低下工法は不要となります。

・地下水の季節変動調査

現地の地下水の変動に関する情報がありません。事前に工事想定期間中（非かんがい期）の地

下水位の状況を把握することもひとつです。関東北部は雪解け水や代かきなどの影響で地下水

位の変動が大きいことが知られています。地形や地盤条件にもよりますが数 m 変動するところ

もあります。※2） 

既存のボーリング調査時期は、4 月下旬と９月上旬です。工程表によると牛舎に近い導水幹線水

路接続部の掘削は、12 月～1 月の施工です。もし、冬場の地下水位が既存調査の地下水位より

低いことが確認できれば、掘削は釜場程度で対応できる可能性も考えられます。



②被害防止対策について

・観測井の設置

DW を採用するのであれば、観測井の設置は必ず必要です。多孔式現場透水試験を実施すれ

ば、その観測井をそのまま利用できます。但し、あくまで水位の観測なので管理値を超えた場

合の対策などをセットで決めておかなければ直接的な影響防止対策にはなりません。

・リチャージウェルの設置

大規模開削工事などでリチャージ（復水）は一般的に行われていますが、その管理は難しいで

す。適性に復水しなければ影響防止対策にはなりませんし、リチャージし過ぎると掘削が困難

になります。施工業者には高い技術力と経験が求められます。計画の工事規模や地盤条件を考

えるとリチャージの選択は現実的ではないかもしれません。

・地盤改良で不透水層を造成（吸水槽）

吸水槽は、山留め鋼矢板の根入れの先端部分（1.5ｍ程度）を掘削内部の面積分、薬液注入工法

や高圧噴射攪拌杭工法で地盤改良すれば地下水対策になります。コストの問題は残りますが、

地下水低下工法を用いない工法の採用は可能と考えます。導水幹線水路接続部は、既存の管路

構造物があるので適用は難しいですが、別項記載の施工時期の関係も工法選定に影響すると思

われるので、工法を分けて考えることがあってもよいのではないでしょうか。

・補償

DW の稼働期間が短いことなどを踏まえると、DW で汲み上げた水を牛舎で使ってもらうこと

も対策になると考えます。井戸へ揚水を供給する配管などが必要となりますが、期間が短いの

で他の対策よりコストメリットはあるのではないでしょうか。また、影響が出る可能性がある

期間は井戸を水道水に切り替えてもらうことも考えられます。リスクマネジメントのひとつと

して存在すると思います。

③その他

・地下水低下対策としての鋼矢板

当該地の地盤条件と現在計画の鋼矢板の長さの関係において、鋼矢板の存在は地下水低下対策

にはあまり寄与しないと考えます。

・スーパーウェルポイントについて

コンサルさんの設計を否定する訳ではありませんが、本設計の条件下において、スーパーウェ

ルポイント工法適用の必要性はあまり感じません。通常の DW で十分ではないかと思われま

す。

・影響半径 R=33～36ｍについて（設計で検討された結果）

経験的には影響範囲はもっと広いと思います。ただ、地下水低下量が 4m 以下と小さいので、

（DW の揚水管理を確実に行うことが前提ですが）60～80m 離れている位置の地下水低下量は

１m 程度かもしれません。いずれにしても井戸位置の地下水位低下量だけを議論するのはな

く、使われている井戸の仕様を踏まえて総合的に検証する必要があると考えます。



・地下水低下工法に関する参考資料

基礎工

https://www.kisoko.co.jp/index.html 
2021 年 6 月号、2018 年 6 月号、2015 年 12 月号、2012 年 3 月号、 
2006 年 3 月号、2001 年 11 月 

https://www.kisoko.co.jp/index.html


4. 5 施工上の留意点の整理

項目 施工上の留意点

仮設計画 立坑内釜場排水について

・S.W.P.工法の実績があることは理解するが、他地区と施工条件や地盤

条件が異なる可能性がある。今回の施工箇所付近には牛舎があり、事

前調査では、井戸を使用している可能性もあるため、環境も異なると

思われる。一般的に、S.W.P.工法は、透水係数が比較的低い地盤など

で選定され、使用する条件や D,Wの本数を減らしたいなど目的が整っ

た時に採用される工法である。経験上、今回の場合、D.W.工法による

対応で十分であると思われる。再検討してはどうか。

・(再) S.W.P.工法は、D.W.工法と比較して１本あたり２～５倍の吸水

能力を持つので影響範囲は広くなりやすい。実績で判断するのではな

く、工事の規模や地盤条件を基に検討すべきであると思う。今回の場

合、D.W.で計画しても本数は少なく済むと想定され、影響も少なくな

ると考える。吸水能力が不足する場合は、D.W.を追加して対処する考

え方としてはどうか。コスト的にも、そちらの方が安価になると考え

る。また、影響が考えられる範囲には、観測井戸の設置を計画する必

要があると思われる。 

・地盤沈下の懸念については、気を付ける必要はあるが、上部に 2.0

～3.0ｍのローム層があるため、極端に水位を低下させない限り、沈下

は少ないと考える。 

施工 W.P.の施工について 
・W.P.の施工可否について、砂礫層を事前削孔等の前処理を行うことにより、

パイプの建込みが可能になると考える。W.P.の採否を検討する際、試験施工を

計画・実施してはどうか。 




